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　　　一、人の世に　権力争い　種尽つきず









「黄たそ昏がれ時どきには魔まが現れる──」

　あたしは言った。

　詠うたうように。

　光が遺のこすオレンジ色と、夜が遣つかわす闇やみ色いろとが、混まじる町並みに目をやって。

「──どこかでそんな話を聞いたことがあるわ──

　たしかに──

　オレンジ色に染そまった世界には、光と闇とのその間はざまに、目に見えない魔が身をひそめ、心のすきまに忍しのび寄より、何かをそっと狂くるわせる──そんな気もする──」

「──つまり──」

　同じ景色に目をやって、あたしの旅の連れ──ガウリイが言う。

　ハンサムで、剣のウデなら間ま違ちがいなしに超ちよう一いち流りゆうなのだが、残念なことに、頭の中には脳のうミソのかわりに、ふやけたパスタが詰つまっている。

　伸のびた金色の髪かみが、夕日と風とを受けて、ゆらめく炎ほのおのように照てり映はえる。

「……オレたちが道に迷まよっているのは、みんな黄昏のせいで、気まぐれで裏うら路ろ地じに入り込んだお前さんはちっとも悪くない、と？」

「…………………………」

「…………………………」

　沈ちん黙もくを、吹ふきゆく風の音が埋うめ──

「……うだぁぁぁぁぁっ！　悪かったわよっ！　みーんなあたしが悪いのよっ！」

　しかたなく、あたしはすなおにあやまった。

　──ラルティーグ王国領りよう、セレンティア・シティ。

　寺じ院いん都市の別名で呼ばれることもあり、赤フレのア竜ドラ神ゴンスィーフィード信しん仰こうのさかんな地で、五つの大きな寺院を擁ようしている。

　なんでも、信心深い人の中には、わざわざ別の国から巡じゆん礼れいに来る者もいるという話である。

　あたしたち二人は、あちこちを、ふらりふらりと旅するうちに、たまたま近くを通りかかり、なんとなく寄ってみよう、という話になったのだった。

　この町についたのは、やや陽ひがかたむきかけてはいたものの、まだ高い位置にあった頃ころだったのだが……

「──けどねガウリイっ！」

　びしっ！　と人さし指を一本立ててあたしは言う。

「『気まぐれ』って言い方は適切じゃないわっ！

　郊ダウン外タウンのさびれた風ふ情ぜいに、風流を解する心を刺し激げきされ、ワビとサビとを満まん喫きつするため、

足の運びがおもむくままに身をまかせたのよっ！　あたしはっ！」

「……えーっと……」

　ガウリイは、あたしのことばに、しばし考え、

「……それってつまり……『なんとなくそっちへ行った』ってことだろ？

　ならやっぱり気まぐれじゃないか」

　……[image: ]っ……！　し……しまったっ！

　戦士にして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースの必ひつ殺さつ技わざ、普ふ通つうのひとにならじゅーぶん通じる、『わざとまわりくどい言い回しして煙けむりに巻く攻こう撃げき』も、単純明めい瞭りよう脳ミソのガウリイ相手には通用しなかったかっ！

「……くっ……！　やるわねガウリイ……！」

「……何が？」

　こちらの内心のかけひきも知らず、のほほーんとした口く調ちようで彼は言う。

　あたしは、ばさりっ、とマントをひるがえし、

「ふっ。この場はおとなしく、あたしの負けを認みとめるわ。

　……わかったわよ。

　浮レビテー遊シヨンか何かで空から、道がどうなってるか見てくるから」

　言ってあたしは、口の中で呪じゆ文もんを唱となえかけ──

　いきなりそれを中ちゆう断だんした。

「──リナ──」

「わかってる」

　つぶやくガウリイに応こたえるあたし。

　それは通りの奥おくから、かすかな風に乗って流れてきた。

　硬かたいもののぶつかりあうような音──すなわち、剣けん戟げきの響ひびき。

　戦っているのだ。何者かが。

　むろんあたしとしては、ややこしいことに首を突つっ込むつもりはない。

「……とりあえず、ここを離はなれた方がよさそうね」

「ああ……」

　うなずきあうと、音に背を向けるようにきびすを返し──

「──止やんだ──」

　ふたたびガウリイがつぶやいた。

　剣戟の音が消えていた。

　戦いが終わったのだろうか──？

　思った刹せつ那な。




　どがぁっ！




　すぐそばの民家の壁かべが、轟ごう音おんとともに砕くだけ散ちる！

　──な──!?

　飛び散る破は片へん、舞まう土つち煙けむり。

　二人はとっさに飛び退のいて、破片の直ちよく撃げきはなんとか避さけていた。

　今のは──攻こう撃げき呪文!?

　夕日を浴あびて、オレンジ色にたゆたう土煙の中──そこに佇たたずむ気け配はいがあった。

「──何者だ!?　貴様ら!?」

　男の声は、そこから聞こえた。

　ゆっくりと静まる土煙のその中から。

　現れ出たのは影かげ二つ。

　片方は、ロング・ソードを片手に、簡ライ易ト・メ鎧ールを身につけた戦士姿。

　そしてそのもう片方は──

　全身を黒い服で包み込み、その顔も、目の部分を除のぞいて、すっぽりと黒い布きれで覆おおっている。

　──典型的な暗アサ殺ツ者シンスタイル、という奴やつである。

　そちらの手には、大ぶりな短ダ剣ガー。

　……戦っていたのはこいつらか……

　こちらに声をかけてきたのは、戦士姿の方である。

「魔ま道どう士しと戦士か……どこの手のものだ!?」

　ふたたび問いかける戦士姿。

　……いや……どこの手のもの……とか言われても……

「ただの通りすがりよ」

「…………………………」

　正しよう直じきに言ったあたしのことばに、戦士はしばし沈ちん黙もくし、

「……なるほど……正直に言うほど馬ば鹿かではない、ということか……」

　納なつ得とくしたようにつぶやいた。

　……いや、だからあたしは正直に……って……言っても無む駄だみたいだけど……

　暗アサ殺ツ者シンの方は、その間、無言で佇んで──

　いきなり何の前ぶれもなく、大地を蹴けって大きく跳とぶ！

　しかし──向かって来たのではない。退いたのだ。

　あたしたち二人を敵と思いこみ、三みつ巴どもえを嫌きらったのか、それとも無関係と判断し、これ以上の騒さわぎは無用と退いたのか、それはどちらかわからないが。

　暗アサ殺ツ者シン姿は、あっという間に物もの陰かげへと姿を隠かくし、すぐにその気配も消え去る。

「……ふん……」

　一方戦士は、暗アサ殺ツ者シンの消えた方に嘲ちよう笑しようを送り、

「どうやらこの俺おれにはかなわないと悟さとって逃にげたようだな……

　──残るは──」

　ぎっ！　と、あたしたちの方をにらみつけ、

「貴様らか！」

　……をいをい……

「誰だれに雇やとわれたか、おとなしく話して、今すぐこの街を出てゆくのなら、見み逃のがしてやってもいいぞ！　ああン!?」

「……なあ……なんか……誤ご解かいしてないか？　あんた……？」

　ぽりぽりと頰ほおを搔かきながら言うガウリイに、男は片眉まゆをつり上げて、

「──誤解──だと!?

　……なるほど……

　二対一なら、有利なのは自分たちの方だ、と言いたいわけか！

　──しかぁぁぁぁしっ！」

「地ダグ雷・ウエ破イブ。」




　どごぉぉぉぉぉぉん！




「ぼひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃッ!?」

　あたしの呪じゆ文もん一発で、まともに吹ふっ飛ぶ戦士その一。

　……あー。やかましかった。

「……あのねぇガウリイ……

　あんなのの相あい手て、まともにするんじゃないわよ。

　単なる時間のムダなんだから」

「……いやぁ……つい……

　──けどよ、何だったんだ……？　今のは……？」

　つぶやくガウリイに、あたしは言った。

「……さあ……よくわかんないけど……

　一つだけ確かに言えるのは──

　どーやらまたまたやっかい事が、あたしたちのことを、大だい歓かん迎げいしてるみたいだ、ってことね……」




「……そうか……ご覧らんになったのか……」

　あたしの話を聞き終えて、年老いた評ひよう議ぎ長ちようは、しかしおどろいたふうもなく、ため息混まじりにそうつぶやいた。

　一夜明けた、セレンティア・シティ魔ま道どう士し協会でのことである。

　魔道士協会へと立ち寄って、評議長へのあいさつがてら、昨日目にした戦いのことを話したところ──返ってきた答えがこれだった。

「……って……ご存ぞんじだったんですか!?」

　あたしの問いに、白はく髪はつ、白ひげの評議長は、苦にがい表情でこっくりとうなずいた。

「……この街が、寺院都市、の別名で呼ばれていることはご存じかな？」

「ええ。一応は……」

「では……その中心となる寺院が、ふた月ほど前に火事で焼け落ちた、という話は？」

「それは……初耳です」

「……そもそもは……それがすべてのはじまりだった……」

　評議長は、滔とう々とうと語かたりはじめたのだった。

　──なんでもこのセレンティア・シティ、いくつもの寺院がある、とはいうものの、それは本来、一つの寺院が分かれているだけのことらしい。

　すなわち。

　街の中央に、赤フレのア竜ドラ神ゴンスィーフィードを祀まつる本院があり、その東西南北に、それぞれ四人の竜りゆう王おうを祀る分院がある、というわけである。

　代々、神官長が中央の本院と全寺院を司つかさどり、選ばれた四人の大神官が、四つの分院の細かな運営を任まかされる、というしくみになっていたらしい。

　──ところが。

　今を去ること約二月。

　原因不明の火事が起き、本院は焼失。神官長と、詰つめていた何人もの神官たちが、帰らぬ人となったのだ。

　さてこうなると──あとに起こるのは、お約束通りの事件だった。

　すなわち。神官長の後こう継けい者しや争あらそいである。

　僧そう侶りよイコール聖せい人じん君くん主しゆ、などと考えるのは、よほどのお人ひと好よしかバカである。僧侶といえど人間ならば、欲よく望ぼうというモノもある。

　寺院都市とまで呼ばれるこの街で、それらの寺院を総そう括かつする神官長の座を手に入れるということは、街を支し配はいするに等ひとしい、と言っても過か言ごんではない。

　当然、大神官たちはモメにモメた。

　もとより、決して仲がよいとは言えなかったところに、彼らを抑おさえられる力を持ったものがいなくなったのだ。

　なおかつ、彼らの目の前にぶら下がっているのは、神官長という地位。

　これがモメないわけはない。

　最初に持たれた『話し合いの場』は、自じ慢まんと相手の悪口のオンパレードが続いたあげく、『おまえが火をつけたんじゃないか』などというセリフまでが飛び出して、単なる口ゲンカの場になり果てた。

　──いや。その場に立会人として、亡なくなった神官長の旧友──すなわち魔ま道どう士し協会の評議長がいあわせていなかったら、誰か一人が勝ち残るまでのどつき合いにまでなっていたかもしれない。

　……ひょっとしたら、そこでどつき合いとかになって決着がついていた方が、あとあと平和だったのかもしれないが……

　ものわかれに終わった『話し合い』は、不和の種たねだけをあとへと残し──ほどなく、ごろつきや傭よう兵へいを雇やとって、他の分院へのいやがらせ──そして抗こう争そうへと発展しはじめたのだった。

　──昨日あたしたちが目にしたのも、そんな争いのひとつだったのだ。

「……うーん……腐くさってますねー……」

「それは言わんでくれ」

　あたしのまっ正直な感想に、評議長は、苦にがい表情でつぶやいた。

「……けど……かりにもみんな聖せい職しよく者しやでしょ？　あたしが昨日見たのって、たぶん本物の暗アサ殺ツ者シンですよ。いくらなんでもやりすぎよ」

「わしもそう思う……が……

　問題は、彼らがそうは思っておらん、ということだ。

　……本院の火か災さいの原因が、いまだはっきりせん、というのも、一つの大きな問題になっておる。

　──神官長の座を手に入れるために、誰かが火をつけて、神官長を焼き殺したんじゃあないか──などと思っている者もいる。

　そう信じる者は、次に自分が狙ねらわれても不ふ思し議ぎではない、とも考えるだろう。

　それが昂こうじて、悪党に殺されないためには、この際さい手しゆ段だんを選ばず、先に相手を倒たおすしかない──ということになったのだと思う……」

「……なるほど……」

　最初は、誰かが雇ったごろつきたち。それがすべてのはじまりだったのだろう。

　目には目を、で、別の誰かが別のごろつきを雇い、それに対抗するために、やはり誰かが、より腕うでの立つ者を雇い……

　そんなパワー・ゲームがエスカレートしていくうちに、昨日のような、戦士と暗アサ殺ツ者シンの対決、などという構こう図ずができあがってしまったのだろう。

「……ところでリナ＝インバースどの……」

「ヤです。」

　評議長のことばをさえぎって、あたしは、にこやかにきっぱり言いきった。

「…………………………」

　評議長はしばし沈ちん黙もくし──

「……まだ何も言ってないが……」

「いやぁ。この話の流れで、あらためてフル・ネームで呼ばれたってことは、どぉ考えても、ややこしいことを頼たのまれるよーな気がひしひしとしたもんで……」

　あたしのことばに、評議長はにっこりほほえんで、

「……あなたのご高こう名めいは常つね々づね聞き及およんでおります」

　……ぢぢい……相手の言い分を聞こえないふり戦法で来たか……

「ヤですって[image: ]」

「──わしもなんとかことをおさめようと、あちらこちらに手をまわして……ようやく、十日ほどあとに、ふたたび四人の大神官が集まり、話し合いをして、そこで新たに神官長を決める、という話に落ち着いた」

「だからヤですってば」

「しかし──おそらくその十日以内に、ことを起こそうとする者も多いはず。

　なんとかそれだけは防ふせがねばならん」

「はっはっはっはっ。だからさっきからヤだっつってるでしょーが」

「わしは、きみならそれができると確信している」

「……じゃ、あたしはそろそろ帰りますんで」

「頼たのむぅぅぅっ！　そこをなんとかぁぁぁぁっ！」

「どわわわわわっ！　しがみつくなぁぁぁぁぁぁっ！」



















「──てことで。

　しごとよ。ガウリイ」

「……は？」

　魔ま道どう士し協会をあとにして。

　泊とまった宿の食堂で。

　なるべくあっさりした口く調ちようで、そう宣せん言げんしたあたしに、ガウリイは眉まゆをひそめて、

「……なあ……

　たしかお前、『ここしばらくはしごとしないで、ゆっくり過ごす』とかって言ってなかったか……？」

「言ってない。」

　あっさりきっぱり答えるあたし。

　実じつ際さいには、きのうの昼あたりに言ってたよーな気はするが、状じよう況きようとゆーものは、時代の流れとともにうつろいゆくものなのである。

　……どちくしょう……

　あたしだって、正直こんなしごとなどしたくない。

　評議長からの依い頼らいは、『自分の存在をアピールし、四人の大神官たちへの抑よく止し力りよくとなること』というものだった。

　つまり、『魔道士協会の者があなたたちの動きを監かん視ししているから、メチャなことはしない方がいいぞ』という無言の圧あつ力りよくになればよい、というのである。

　しかし──甘あまい。大甘もいいところである。

　暗アサ殺ツ者シンまで雇やとう、とゆーところまで逆ぎやく上じようしまくった連中が、『それじゃあしかたがないですね』などと、おとなしくなるわけはない。

　最悪の場合、あたしたちの存こ在とは、トチ狂った連中の目に、自分の正せい義ぎを邪じや魔まする者、と映うつるおそれさえもある。

　すなわち──

　あたしたちが狙ねらわれる危険さえある、ということなのだ。

　だが……

　いいトシこいたじーちゃんに泣きつかれ──たとえではなく、本気で涙なみだでろでろ流されてすがりつかれたあげく、『報ほう酬しゆうは金貨五十──いや、ことが丸くおさまったなら百枚出そう』なんぞと言われては、さすがに断ことわりきれなかったのである。

　──なぜ魔道士協会が、寺院のもめごとにそこまで肩かた入いれしようとするのか──疑ぎ問もんに思うひともいるだろう。

　しかし実は、これは当然のことだったりするのである。

　あくまでないしょの話だが、協会と寺院とは、裏でわりと密みつ接せつにつながっていたりするのである。

　──裏で──という言い方をすると聞こえは悪いが、早い話が、魔道士協会で開発された回かい復ふく呪じゆ文もんなどのノウハウを、寺院に売っており、そのことを一いつ般ぱんには公こう表ひようしていない、ということである。

　魔道士協会に比くらべると、組そ織しき力りよくのない寺院では、独どく自じに回復などの呪文を開発するような力はない。

　しかし──である。

　人間とゆーものは即そく物ぶつ的てきにできていて、真しん実じつを語かたるが奇き蹟せきを起こさない宗しゆう教きようよりも、たとえインチキ丸出しでも、自分に都つ合ごうのいいことを言い、自分に都合のいい奇蹟を起こしてくれるシューキョーに、ころんっ、と転ころぶ傾けい向こうがある。

　つまり。ミもフタもない言い方をすれば、たとえどれほど立りつ派ぱな理り念ねん、崇すう高こうな理り想そうを掲かかげていても、回復呪文を使える者さえいない宗教には、客──もとい、信しん者じやがロクに集まらないのだ。

　となれば当然、運うん営えいもままならなくなる。

　──で、結局。

　いろんな街の寺院とゆー奴やつは、魔ま道どう士し協会からさまざまな魔道技術を買いうけて、回復、解げ毒どく、浄じよう化かなどといった『神の奇き蹟せき』を起こしてみせるのだ。

　僧そう侶りよが魔道士協会から個人授じゆ業ぎようを受けて、呪文を習ならうことも多い。

　つまり、早い話が。

　魔道士協会にとって、寺院というのは、一番のお得とく意い様さま──最大の収しゆう入にゆう源げんなのである。

　特にこのように、寺院観かん光こうが街最大の収入源となっているような場所ならば、寺院から魔道士協会へ入ってくる収入は、かなりのものになるだろう。

　とまあ、こういう関係が成り立っているからこそ。

　協会の評議長は、神官長と仲なかがよかったわけだし、今起きている分院同士の争いに、本気で心を痛いためているわけなのだ。

　──ともあれ。

　昼食をすませて宿を出て。街の北へと向かう道すがら。

　あたしは事件のあらましを、ざっとガウリイに説せつ明めいした。

「……なるほど……

　大変なんだなー。この街も」

　気楽な口調で彼が言う。

「……あのねぇガウリイ……ンなひとごとみたいに……

　その大変なことに、あたしたちもきっちし巻き込まれてんだから……」

「巻き込まれてる……って、それこそひとごとみたいに言ってるけど、お前が依い頼らい受けたんだろーが」

「……[image: ]っ……！　

　女の子相手にそーゆーこと言っちゃだめなのよっ！」

「いや、女の子とかそーいう問題じゃあ……

　……って、リナ、おい、あれ……」

「え……？」

　言うガウリイの視し線せんの先。

　石造りの白い家。露ろ店てんの並ぶ大通り。通りを走り回る子供たち。

　そんな、ごく普ふ通つうの光景の中、ひとつだけ、異い質しつなものがそこにあった。

　──焼けた、巨きよ大だいな伽カテド藍ラル。

　石造りのそれは、もとの形を残したまま、劫ごう火かの残した黒いススで覆おおわれた尖せん塔とうを、民家の屋根の向こうから覗のぞかせていた。

「……あれが……火事のあった本院、って奴やつね……」

「行ってみるか？」

「あとにしましょ。

　立ち寄る時間はいくらでもあるはずよ。

　それより今は──四人の大神官とかに会うのが先よ。

　なんとか今日じゅうに、全員に顔合わせくらいはしておきたいわ」

「──おおっ！」

　あたしのことばに、ガウリイは、ぽんっ、と手を打って、

「──てことはオレたち、そのうちの一人のところに向かってる、ってわけか！」




　ずひ。




　思わず足をすべらせて、あたしはあやうくひっくり返りかけた。

「……な……！

　何のために歩いてると思ってたのよっ!?」

「……いやぁ……

　食後の運動とか、街の見物とか……」

「……いや……まあ……どーでもいーけど……

　とりあえず──

　今、あたしたちが向かってるのは、街の北にある『水の神しん殿でん』。

　水アク竜アロ王ードラグラディアを祀まつる場所よ。

　ここの責せき任にん者しやはケレス大神官ってひとよ。

　──で、ここをまわったら、次は──」

「──ちょっと待った！」

　唐とう突とつに、あたしのことばに、ガウリイがストップをかけた。

「……何よ？　いきなり」

「リナ、お前今、次はどこの誰に出会って、その次は……その次は……って説明しようとしてただろ？」

「そーだけど……何か？」

「ふっ！　甘あまいな！」

　言ってガウリイは勝ちほこった表ひよう情じようで、

「いっぺんに四人も説明されて、オレがおぼえていられるわけがないじゃないか！」

「いばるなぁぁぁぁっ！

　いやまあ、たしかにそうだけど……

　……………………って……

　なら、その都つ度どその都度、四人別々に説明したら、ちゃんと名前とかおぼえられるわけ？」

「………………………………」

「……………………をィ……」

「……世の中って……

　無む駄だなことって多いよな」

「いばって言うなぁぁぁっ！」

　べしっ！

　言ってあたしの放はなったチョップが、ガウリイのうしろあたまをどつき飛ばした。




　──あたしたちがそこにたどり着いたのは、それからしばらくあとのことだった。

　……けっこー広いぞ……この街……

　ともあれ──そこには壮そう麗れいな寺院が佇たたずんでいた。

　水アク竜アロ王ードを祀まつっているからなのだろうか。建物は、ブルーを基き調ちようにした洗せん練れんされたデザインで、敷しき地ちの方もかなり広い。

　ただ──さすがにここしばらくの騒そう動どうのせいなのか、庭などはいまいち手入れが行き届とどいておらず、玄げん関かん近くには、いかにもごろつきっぽい連中が数人、たむろしていたりする。

　……んーむ……荒あれてるなー……

　しかしとりあえず、ここの大神官、ケレスとやらに会わなければ話ははじまらない。

「──ここの大神官はいる!?」

　たむろするごろつきたちに向かってあたしは呼びかけた。

「──あ？　なんだぁ？」

　おそらくリーダーなのだろう。こちらに背せを向け、座すわっていたひとりが、言いながら、ゆらりっと立ち上がる。

　こちらをふり向き………………って……！

「うちの大神官に何の用……っておいっ！」

　そして相手も、こちらを目にして声を上げた。

　お互たがいに、見知った相手だったのだ。

「ああっ！　ごろつきっぽいひとっ！　……じゃなくてルークっ！　なんであんた、こんなところにっ!?」

「そういうあんたこそ……！

　──って、ちょっと待まてぃっ！　今あんた、サラッと何やらとことんムカつくこと言わなかったかっ!?」

　眉まゆをつり上げて彼は言う。

　黒い短たん髪ぱつ、長身で、軽ライ装ト・メ鎧イルを身につけた、やや目つきの悪い男──

　ほかでもない。自じ称しよう宝トレ探ジヤーし・ハン屋ターこと、実質単なる色ボケ男、一応魔ま道どう戦せん士しのルークである。

　いくどか同じ事件にかかわって、しばらく前にも、とある件で共きよう同どう戦せん線せんを張はったばかりだった。

　その事件が終わって、別の道へと旅立った──はずなのだが……

　まぁた出会ったよ。おい。

「死ヌほど気のせいよそれは。うん。」

　彼のことばに、あたしは迷まよわず断だん言げんした。

　そういえば、いつもいっしょにいる──というか、ルークの方がそのあとをついて回っている、彼の相あい棒ぼう、ミリーナの姿があたりには見えないが……

「あれ？　ミリーナは？　愛あい想そう尽つかされて逃にげられたとか？」

「──ばっ──！

　ンなわけあるかよっ！　

　俺とミリーナの愛と信しん頼らいの絆きずなは、登と山ざんロープより固かたくて強いっ！」

「……なんか……おーざっぱそーな信頼関係ねー……」

「やかましいっ！

　ちゃんといっしょにここの警けい備び依い頼らいを受けたんだっ！　ミリーナは今は、内う部ちの警備をやってるだけだっ！」

「ふーん……

　つまり、あんたといっしょのところで働はたらくのはヤだ、と？」

「違ちがぁぁぁぁぁぁうっ！

　──ってそれよりっ！

　何の用なんだ!?　結局っ！」

「──あ。そーだそーだ。

　あんたをからかって喜よろこんでる場合じゃなかったんだ」

「なら最初からするなぁぁぁっ！」

「──さっき言ったように──

　ここの大神官──たしか、ケレス＝ローレンシオさん……だったと思うけど、彼に会いに来たのよ」

　抗こう議ぎは無む視しして、あたしは用件を切り出す。

「──ほう──」

　とたん、ルークの顔つきが変わった。

　この男、ミリーナのことに関しては、ふ抜ぬけを通り越こしてふにゃふにゃだが、こう見えてもなかなかウデは立つ。

「──一応俺は、外まわりの警けい護ご、ってことになってるんで、聞かせてもらいたいんだけどな。

　何の用だ？

　──いや、あんたら、どヽこヽのヽ味方についた？」

「仲ヽ裁ヽ役ヽのヽ魔道士協会よ」

　迷わずあたしはそう答えた。

「……ふむ……」

　ルークは一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくし──

「──よし。信じよう。

　もしあんたが噓うそついてたら、横であんたの連れが不思議そうな顔するはずだからな」

「ちょっと待てぃっ！

　ガウリイはあたし専用の噓発はつ見けん器きかっ!?」

「そんなようなもんだろ。

　──ま、とにかく話はわかった。

　ついてきてくれ」

　言って背を向け、歩きだす。

　……多た少しよう納なつ得とくのいかないところもあるのだが、ここで無意味につっかかってもしかたがない。そもそもの目的は、大神官との顔合わせなのだから。

　入り口付近にたむろする、ごろつきなのか傭よう兵へいなのか、よくわからない連中の間を抜けて、あたしとガウリイは玄げん関かんの中へと入ってゆく。

「──こっちだ」

　ルークの先せん導どうにしたがって、大きな廊ろう下かをはずれて奥おくへ。

　──観光地になっている、という話のわりには、寺院の中に、観光客……というか、参さん拝ぱい者しやらしき者の姿は見えない。

　……まあ、状じよう況きようが状況の上に、出入り口にガラの悪そーなのが居い座すわっていたのでは、参拝者が入ってくるわけがないのだが……

　むろん建物の中には僧そう侶りよの姿もあるのだが、どう見ても僧侶の数より、傭兵だかごろつきだかわかんないよーな連中の方が多い。

　……さすがに当然、暗アサ殺ツ者シンスタイルの奴やつなどは見かけないが。

　──やがて──

「ここだ」

　ルークが足を止めたのは、奥まった場所にある一室の前だった。

　こんっ、こんっ、とドアをノックして、

「ルークです。客が来ました」

『……客？』

　扉とびらの向こうから聞こえたのは、まだ若い、男の声。

「魔ま道どう士し協会の使い──と言ってます」

『……お通ししてください』

　ルークが扉を開いたそこは、それほど大きくもない部屋だった。

　中には、見知った顔が一つと、知らない顔が三つばかり。

　見知った顔、というのはほかでもない。革かわのショルダー・ガードを身につけた、長い銀プラチナ髪ブロンドの美び人じん──ルークの旅の連れ、ミリーナである。

　あたしとガウリイの顔を見て、わずかに眉まゆを動かすが、反はん応のうはただそれだけである。

　二人は傭よう兵へいらしき男女。そして最後の一人は──書しよ類るいの束たばのひろがった、机つくえの前に座った男。

　としの頃ころなら二十代の半なかば。なかなかのハンサムだが、温おん厚こう──というよりもむしろ、気の弱よわそうな感じのする、黒くろ髪かみの男だった。

　神官の服に身を包つつんでいるところからみても──このひとが、問題の大神官だろう。

「魔道士協会のかた……ですか？」

　席を立ち、控ひかえめな口調──というよりむしろ、おずおずと彼は言う。

「……私……ここの責任者のケレス＝ローレンシオと申します……」

「魔道士協会評議長より、このたび、市し街がい警護の依い頼らいを受けましたリナ＝インバースと申します。

　こっちは旅の連れで──ガウリイといいます」

「市街警護……ですか……」

「ええ」

　あたしはにっこりほほえんで、

「最近この街の中も、何かと物ぶつ騒そうになっているようですから。

　早まった連中がバカをやらかさないように見み張はる役、というわけです」

　むろんこのセリフ──ロコツなあてつけ以外のなんでもないのだが──

「そーなんですよね！　最近もぉ物騒で物騒で！」

　とぼけているのかあるいは気づいてないのか、あたしのことばにケレスはこくこくうなずいて、

「あの火事以来、みんなぎすぎすしちゃいまして……互たがいにいやがらせをやったりやられたり……

　私のところなんかにも、誰かの雇やとった連中がやって来たこともあって、もぉ怖こわくって怖くって……

　そんなわけで結局、私自身も護衛のひとを雇わなくちゃあ、安心して眠ねむれもしない、なんて状じよう況きようになっちゃったんですけど……

　この費ひ用ようがけっこう馬ば鹿かにならないんですよー」

　ひと息にべらべらしゃべりはじめる。

「……えっ……あのっ……」

「私は亡なくなった神官長様に、ここの寺院を任されたわけですけど、ほら、ここって水アク竜アロ王ード様を祀まつっているじゃあないですか。

　……私がこういうこと言うのもなんなんですけど、ほら、水アク竜アロ王ード様って、民みん間かん伝でん承しようでは、『千年前にカタート山脈で、復ふつ活かつした魔ま王おうに滅ほろぼされた』ってことになってるじゃないですか。

　あ。もちろん私としては、そんなのは単なる伝でん説せつ・迷めい信しんで、水アク竜アロ王ード様はご健けん在ざいで、今もどこかで私たちを見守ってくださっていると信じてますけど……

　世せ間けんじゃあそう思っていない人たち、っていうのがけっこう多かったりするんですよねぇ……困こまったことに」

「……えと……あの……」

「それで、ひらたい話をするならば、ほかの分院に比べると、ここっていまひとつ人気がなかったりするんですよね……

　でもってその……通つう俗ぞくな話で恐きよう縮しゆくなんですが、なんというか、お布ふ施せというものも、他の場所に比べるとちょっと……というところがあるんですよ。

　それでも本院があった頃ころは、そのあたりのことは本院で管理してくださってたんで、そんなに不自由はなかったんですけどねー。

　本院がなくなってから、それぞれが独自でやりくりしはじめるようになると、やっぱりそういうのがはっきりと出てきますからねぇ。

　そこに、護衛のひとたちのお手当とか……」

「──言い忘れてたが──」

　ケレス大神官の話が長々続くうち、あたしの隣となりに佇たたずむルークが、ぼそりっ、と小さな声で言う。

「──このひとの得とく意い技わざは『ひたすら愚ぐ痴ち』だから注意しろ……ってもう遅おそいけど。

　……俺がミリーナと離はなれてまで外回りやってた理由……わかっただろ……？」

　そーゆーことは最初に言え。

　神官長のぐちをえんえん聞きながら、あたしは心の中で、ルークにそう毒どくづいたのだった──



















　──夕ゆう暮ぐれの迫せまった街は──

「──って、なんでもぉ陽ひがかたむいてんのよぉぉぉっ！」

「……長かったからなー……あのひとの話……」

　あたしと並んで歩きつつ、ガウリイは、疲つかれた口調でそう言った。

　……くっそー……今日じゅうに分院四つ全部回るつもりだったのに、なにゆえ昼イチに出発してひとつだけっ！

　さすがにこの時刻になってから、ほかの分院全部を回るのは無理である。長い愚痴につきあわされて疲れたし、とりあえず、今日は宿へと戻もどることにする。

　……ほかのところは明日にでも回るしかないか……

「うだぁぁぁぁっ！　これもみぃぃぃんなケレあス大い神官つが悪いっ！」

「……けどよ……そう思うなら、話、途と中ちゆうで止めりゃあよかったじゃないか」

　あさはかなことを言うガウリイに、あたしは、ちっちっちっ、と指を振ふり、

「甘あまいわね。

　世間話とか愚痴とかの中にこそ、事件を解とくカギとなるものが混じっていたりするもんなのよ」

「ふーん……そういうもんか……

　……って言っても、この事件に謎なぞとかあったか？　四人がケンカしてるから、おとなしくさせておいてくれ、って話だろ？　たしか」

「んっふっふっふっ。

　ところがあるのよ。それが。

　──いい？　そもそもの原因は、本院が焼けて、神官長が死んじゃったから。

　けど、事態が混乱してるのは、その火事の原因がはっきりしていないからなのよ。

　誰だれかが火をつけたんじゃないか──なんて噂うわさが持ち上がって、それが四人の疑ぎ心しん暗あん鬼きを生んだ。

　それが、今の争いを招まねいてるのよ。

　──つまり──

　最初の火事がなぜ起こったか。

　事故か。放ほう火かか。

　放火なら犯はん人にんは誰か。

　この謎をはっきりさせれば、四人の疑心暗鬼も解ける、ってわけよ」

「なるほど。

　で、そのあたりの手がかりが見つからないか、と思って、おとなしく話を聞いてた、ってわけか」

「そゆこと」

　こくこく大きくうなずくあたし。

「──で、手がかりは？」

「……それが結局なんもなかったから、こーして腹立ててるんじゃないの」

「……なるほど……」

　言いながら通りをゆくうちに、行きにも見た、本院の焼けあとが見えてくる。

　……ふぅむ……

「ガウリイ、とりあえず、ちょっとあの焼やけ跡あと、寄ってみよ」

「ああ……オレは別にかまわないけど……」

　宿への道をすこしそれ、あたしたち二人はそちらへと向かった。

　──道に迷う心しん配ぱいはなかった。さすが観光場所になっていただけあって、大通りへ出て道ぞいに進めば、何も考えなくてもそこへと至いたる。

　やたらとだだっ広い敷しき地ち。噴ふん水すいに庭にわ木きにベンチ。

　そして──焼けコゲた大きな寺院。

　その前には、いくつもの花が供そなえられていた。

　建物の入り口には、イタズラ目もく的てきで入り込むものがいないように、見張りの兵へい士しが二人、ヤル気のなさそうな顔でつっ立っていた。

　……んーむ……入らせてくれるかなー……？

　むろん、焼け落ちた窓とかから、飛行の術じゆつで中に入る、という手も使える。しかしその場合、もしもみとがめられれば、こっちが『怪あやしい侵しん入にゆう者しや』ということになる。

　それに、内部に何かの手がかりがあると決まったわけでもなし……

　などとあたしがあれこれ考えるうち。

「リナ、入ってもいいってよ」

　ガウリイが声を……

「………………は!?」

　あわてて視線を上げると、いつの間にやらガウリイは、兵士たちのそばに佇たたずみ、にこにここっちを眺ながめていたりする。

「……ちょ……ちょっと……！」

　駆かけつけるあたしに、兵士の片方が、

「それじゃあ私が、内がわを案あん内ないさせてもらいます」

　なんだかフレンドリーな口調で言ってくる。

「……え……えーっと……それじゃあ、神官長の部へ屋や、見せてもらえます？」

「ええ。それではついて来てください」

　先に立ち、建物の中へと入ってゆく。

「……ちょっとガウリイ、なんて言って説明したのよ？」

　兵士から数歩遅おくれて歩みつつ、あたしは小声でガウリイに問いかけた。

「なんて……って……

　そのまま『魔ま道どう士し協会の関係者なんですけど、中を見たいんですけど』って言っただけだぞ」

　……それであっさり通れるのかオイ……？　いーのかそんなことで？　

　こんなんじゃあ……調査のほうも、けっこーいーかげんだったりするんじゃあ……？

「──そちらの調査ではどうなってます？」

　階段を登りゆく兵士の背中に、あたしはそう問いかけた。

「たぶん単なる失しつ火かですよ。これは」

　肩かた越ごしにふり向き、苦く笑しようを浮うかべて彼は言う。

「放火だとか暗あん殺さつだとか、物ぶつ騒そうな噂うわさは流れてますけどね。

　……ま、世間ってのは、そういう噂が大好きですから」

　階段を登り、廊ろう下かを渡わたって、さらに別の階段へ。

　白い壁かべは炎ほのおとススとで焦こげ、汚よごれ、床ゆかの上には炭たん化かしたモノ──おそらくじゅうたんだったものがこびりついていた。

「……神官長のご趣しゆ味みで、礼れい拝はい堂どうでは魔法の明かりじゃなくてロウソクを使ってましたし、あちこちで香こうを焚たいていましたからね。

　それが壁タぺ掛ストけリやじゅうたんなんかに燃え移ったんですよ。

　──ここが、神官長のお部屋です」

　兵士が足を止めたのは、思ったよりも小ぢんまりとした部屋だった。

　焼け落ちた窓から空が見える。

　むろんもはや家具などなく、がらんとした部屋の床には、ただ灰が薄うすく積つもるのみ。

　熱のせいで、壁は引きつったようになり、積もった灰の上には、おそらく、前に調査に入った者のなのだろう。いくつもの足あし跡あとがついている。

　……うぅぅぅぅぅぅぅみゅ……

「……まあ、参考になるようなものは残っていませんけどね。

　──他にはどこか、ごらんになりたい場所は？」

「……なあ、この建物の中って、今、オレたちの他ほかに誰かいるのか？」

　それまで黙だまっていたガウリイが、いきなりそんなことを言いだした。

「いえ。他には誰もいないはずですが……」

「──リナ──」

　ガウリイが言う。真しん剣けんなまなざしをこちらに送り。

「さっきからどうも……誰かに見られてるような気がするんだけどな」

「────！」

　あたしは何の気け配はいも感じてはいなかった。──が、ガウリイのカンという奴やつは、はっきし言ってケタ違ちがい。人間の域いきをぶっちぎっていたりする。

「気のせいですよ。ま、火事があってひとの死んだ現げん場ばなんて、あまり気持ちのいいもんじゃあありませんからね」

　案内の兵士は気楽な口調で言う。

　──しかし──

　お気楽兵士のカルいことばとガウリイの野生のカンとなら、あたしはガウリイのカンの方を信じる。

「どこかわかる？」

「──なんとか──」

「行くわよ」

　短い会話をかわしてから、ガウリイが、そして一歩遅おくれてあたしが部屋から飛び出した！

「──あ！　ちょっと！」

　後ろの兵士の声は無む視し！

　階段を一気に駆かけ下り、廊ろう下かを走る。

「──動きだした！」

　言って進路を変えるガウリイ。

　どこかへ通じる長い回かい廊ろう。

　天てん井じようには──たぶん以前はステンドグラスか何かがあったのだろう。しかし今はそれもはぜ割われ、オレンジ色に染そまりはじめた陽ひの光が、廃はい墟きよとなった壁かべを、床ゆかを照てらしている。

　そして──

「──ここだ！」

　言うと同時に、ガウリイが、部屋のひとつに飛び込んだ！

　一歩遅れて続くあたし。

　そこは、やはりがらんとした部屋だった。

　あたしたちが入ってきた場所以外に出入り口はなく、家具らしいものといえば、天井から下がって揺ゆれる、焼けたシャンデリアのみ。

　ほかには何もなく──誰も、いない。

「……消えた……？」

　ガウリイが、小さな声で、ぽつりとつぶやく。

「……困こまりますよ！　勝手に……あちこち走り回られちゃあ……

　ほら……！　誰もいないでしょう!?」

　やっと追いついて来た、兵士のことばを背中に聞きながら、あたしは妙みような予よ感かんを胸むねに抱いだいていた──




「奴やつらの誰かがやったに決まってるんだっ！」

　自じ己こ紹しよう介かいも終わるか終わらないかのうちに。

　火フレ竜アロ王ードヴラバザードを祀まつる神しん殿でんの大神官、フランシス＝デミートリィは、いらついた声をはり上げた。

　昨日は結局、ケレス大神官の愚ぐ痴ちのせいで一日がつぶれ、日をあらためて今け朝さ、あたしとガウリイは、街の東にある分院をおとずれたのだった。

　やはり神殿のまわりをたむろしていた、護衛だかごろつきだかわからない連中にとりついでもらい、顔を合わせて名乗ったとたん──

　フランシス大神官は、声を荒あらげてまくし立てたのだった。

　としの頃ころなら四十前後。短く刈かった金きん髪ぱつに、がっしりした体格のおっちゃんで、ワイン・レッドを基調としたローブをその身に纏まとっている。

「……神官長のヨシュア様は、まことに惜おしい方だった……

　なにごとにおいても公正で、常に慈じ悲ひの心を持っておられた……

　神がそのようなお方を、不ふ慮りよの事故などでお召めしになるはずがないっ！

　となればあの一件は、悪あく意いを持った何者かの手による暗殺、としか考えられんではないかっ！」

　なんだか、えらく観かん念ねん的てきな意見を述べ立てる。

「……まあ、いずれにしても……

　あと十日ほどで、新あらたな神官長を決める話し合いがひらかれます。

　申し上げるまでもないこととは思いますけど、そのときまで、どうか、軽はずみな行動は慎つつしんでいただけるようお願いします」

「軽はずみ、だと!?」

　言ったあたしのことばに、フランシス大神官は眉まゆをつり上げ、

「神官長様が謀ぼう殺さつされたことに目をつむって、おざなりな話し合いで新たな神官長を決めることのほうが、よほど軽はずみではないのか!?

　……協会の評議長殿どのには、なにかと世話になっているゆえ、そのお顔を立てて話し合いには応じたが……

　ほかの大神官の中に、その謀殺をとり行った罪ざい人にんがいるのなら、わしは決してそやつを許さんっ！

　ましてや……！　まかり間ま違ちがって、そのような奴やつが神官長にでもなろうものなら、それこそ許されるべきことではないっ！

　そのようなことだけは、たとえどんな方法を使ってでも止めるつもりだっ！」

「……その結果、あなたが神官長になれない──ということになっても？」

「かまわぬっ！」

　あたしの問といに、迷わずきっぱり答えるフランシス。

　うああああああっ！　だめだぁぁぁぁぁっ！

　どーやら、神官やら巫み女こやらの中には、『悪を倒たおす』とゆーそのためになら、へーきで捨すて身みで突つっ走るタイプの奴が時々いるよーである。

　前にいっしょに旅していたうちの一人が、まともにそのタイプだったが……

　その旅の連れと、このフランシスとで決定的に違うのは、このおっさんには『かわいげ』とゆーモノが一いつ切さいない、ということである。

　……ま……このおっさんにかわいげがあふれていたりしたら、それはそれでブキミなことこの上ないのだが……

　……はぁ……

　あたしはため息ひとつつき、

「……そのご覚かく悟ごには感かん服ぷくしますが……

　もしも謀ぼう殺さつが事実で、三人の大神官のうち一人が犯人だったとしても、逆を言うならば、残りの二人は何もやっていないんですから。

　そのことだけはお忘れなきよう。

　──では、あたしたちはこれで失礼します」

「うむ。

　──なんとか話し合いの時までに、罪人の名を明らかにしてもらいたいものだな。

　……ことが大きくならぬうちに……な……」

　──それは──

　とりもなおさず、それができない時には、ことを大きくする覚悟がある、という宣せん言げんにほかならなかった──




「……困ったもんねー……」

　次の神しん殿でん──街の西にある、空エア竜ロー王ドを祀まつる神殿へと向かう道すがら。

　不ふ景けい気きな声であたしはつぶやいた。

「……今のフランシスさん……

　トラブル起おこす気まんまんよ……」

「そもそも、『犯人』なんていない、って可か能のう性せいもあるんだろ。

　あの火事も事故かもしれないんだし」

　言うガウリイに、しかしあたしは左右に首を振ふり、声をひそめて、

「──それはないわね。

　お役やく人にんは『事故だ』なんて間の抜ぬけたこと言ってたけど……

　あれは──間ま違ちがいなく暗殺よ」

「──そうなのか!?」

「昨日、神官長の部屋見たでしょ。

　部屋に行くまでの廊ろう下かとかには、じゅうたんやタペストリが炭化してこびりついてたけど──

　神官長の部屋だけは、全部が灰になってたわ。

　おまけに……ほんの少しだけど、壁かべが、ひきつったみたいにただれてた。

　──つまり──

　あの部屋だけが、壁が熔とけただれ、全部が灰になるような高熱にさらされたのよ。

　……神官長の部屋にたきぎや油あぶらがいっぱい置いてあった、とかいうのなら話は別だけど、普ふ通つうの火事であんなふうになることはまずないわ。

　たぶん──攻こう撃げき呪じゆ文もんで、あの部屋ごと神官長を丸焼きにして、それから建物のあちこちに火を放って、普通の火事に見せかけようとしたのね」

「じゃあやっぱり──

　大神官の誰かが……？」

「……そこまではわかんないけど……」

「──リナさんとガウリイさん、じゃあありませんか……」

　唐とう突とつに。聞きおぼえのある声は横手の方から聞こえた。

　見るとそこには、ルークとミリーナ、二人を連れたケレス大神官の姿！

　──げ。

　マズいっ！　またまたここで愚ぐ痴ち攻撃とかされたらっ……！

「……あのっ……！」

「いやぁ。あとでルークさんとミリーナさんとに聞きましたよ。なんでもお二人とは以前からのお知り合いだったとか。

　しかし縁えんというのも奇き妙みようなものではありますねぇ。昨日の今日で、こんなところでお会いするとは」

　あたしが言うよりも早く、またまた一気にまくし立てはじめる！

　しまったピィィィィィンチっ！

「いや。実は私、毎朝本ほん殿でんに……神官長様に花を供えに行っているんですけどね……今はその帰り道、というわけですよ。

　ルークさんとミリーナさんには、物ぶつ騒そうだから、不用意に出歩くのは控ひかえた方がいい、と言われてはいるんですけどね。

　神官長様には、生せい前ぜんはずいぶんとお世話になってましたから、せめて花くらいは、と思いましてね。

　まあ、こうしてお二人にご同行していただいてますから、安心していいのではないかと……」

「──街のまん中で大神官様が直ちよく接せつご勧かん誘ゆうかい？

　こりゃあ熱心なこった」

　ケレスのことばを止めたのは、しかし、あたしではなかった。

　少し離はなれた通りの向こう──そこにたむろする、十人ほどのごろつき姿。

　おそらくは──誰かの雇やとった連中だろう。

　──おしっ！　エラいぞごろつきっ！　よく彼のことばを止めたっ！

　ごほーびに、ぶち倒たおす時はちょっぴり手かげんしてやろう。

　連中は、『私はめちゃめちゃガラが悪いです！』と、力いっぱい宣言してるよーな足取りで、こちらに向かって歩きながら、口々に、

「……まあ、水アク竜アロ王ードなんて売れない神サマ祀まつってるんじゃあ、そんくらいのことしねぇとやって行けねーよな」

「……けどなぁ……正直、街ン中でンなことされちゃあ、目め障ざわりってゆーか迷めい惑わくなんだよ。

　オレたちみてーな罪もない一いつ般ぱん市民からするとよ」

「──だぁぁぁれが罪もない一般市民よ。存在自体が景けい観かん破は壊かいみたいな顔した連中が」




　びきっ！




　あたしのしごくまっとうな意見に、なぜかあたりの空気が凍こおりついた。
















「ああああっ！　リナさん、なんてことおっしゃるんですかっ!?」

　大神官のことばはむろん無視。

「……おい……姐ねえちゃん……今なんつった……!?」

　すごむちんぴらその一に、あたしはわざと、弱気な口調で、

「……い……いや……あたしは別に何も……ただその……あんたらが息するだけで空気が汚よごれて糸引きそうだなー、とか思っただけで……」

「……こっ……！　このアマぁっ！」

「そこまで言うかっ！」

「ナメやがって！」

　口々に言いながら、一いつ斉せいに、こっちに向かって突つっ込んで来るごろつきたち。

　……いやまあ……たしかにナメてるけど……

「風デイ波ミル礫アー圧ウイ波ン」




　づぼどぉぉぉぉむっ！




『どぶぉわぁぁあぁぁぁぁああぁっ!?』

　あたしの呪じゆ文もん一発で、ひゅるぽて倒れるごろつきたち。

「──自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれたけど──」

　石いし畳だたみの上にころがって、ぴくぴくしている連中を見下ろし、あたしは言った。

「魔ま道どう士し協会から市街警護の依い頼らいを受けた者よ。

　今回の件で、いろいろと物ぶつ騒そうな連中が動いているから、そーいった連中が騒さわぎを起こさないようにしてくれ、ってね」

「……あ……あんたが今……騒ぎ起こしたんだろーが……」

　ぴくぴくしながらも反はん論ろんする一人を、あたしは鼻はなの先で笑って、

「ふっ。『あんたが騒ぎ起こしちゃダメ』とは言われてないからいーのよ」

「……そんな……りくつがっ……！」

「りくつと手しゆ段だんはさておいてっ！

　あんたたちがトラブル起こすのは、とりあえず防いだからオッケーっ！

　──とゆーところで。

　きりきり白はく状じようしてもらいましょうか。

　あんたたちを雇やとってるのは誰なのか」

「……いやだ……と……言ったら……？」

「爆バー煙スト・舞ロンド。」

　ちゅどどどどどどぉんっ！

「こーなる。

　……って……おーい、聞いてる？」

「……聞い……てる……」

「で、依い頼らい人にんは[image: ]」

「……西の……ブラン……の……旦だん那な……」

「うみゅっ！　ご協力ありがたうっ！」

「……あの……これはなんでもその……なんて言うか……」

　なにやらもごもごと言うケレス大神官に、あたしはぱたぱた手を振ふって、

「気にしちゃだめよっ！　これも神サマのおぼしめしか何かだと思えば気にもならないでしょ？」

「……どんな神さまですか……？　それは……？」

「──ま、とにかく。

　花をそなえたい、っていう気持ちはわかんないこともないけど……

　やっぱし外出とかは控ひかえた方がいいわよ。

　今みたいに、あなたを見かけたごろつきがインネンつけてきて、それでトラブルが起きる、ってことはあるんだから」

　言ったあたしのその隣となりで、ガウリイはこくこくうなずいて、

「そうそう。

　神官長さんを暗殺した奴やつが誰かもわかってないんだから。

　あんまりうろうろしてると、狙ねらわれるかもしれないぞ」




　ぴきぃッ！




　そのことばに、あたりの空気が凍こおりつきまくった。

　……こ……このマヨネーズ頭っ！

「……あ……！　暗殺って……！」

　ケレスがかすれた声で言う。

「じゃあ……！　神官長様は本当に、誰かに殺されたんですかっ!?」

「ああ。こいつがそう言ってたからな。

　なんでも、神官長さんの部屋だけひどく焼けてた、とかなんとか……

　な。リナ」

　言いながら、あたしの頭を、ぽんっ、ぽんっ、と叩たたく。

　……こっ……！　こっ……！

「そーいうことだから、あんまり出歩かない方がいいぞ」

「……わっ……！　わかりました……！

　ルークさん、ミリーナさん、行きましょう……！」

　まっ青な顔でそう言うと、逃にげるようにそそくさと去ってゆく。

「おー。気をつけてなー」

　ガウリイは、その後ろ姿ににこやかに手を振ふって──

「……こぉぉおおの脳みそミミズぅぅぅぅぅぅっ！」




　どがすっ！




「ぐぼぉっ!?」

　あたしのフルパワー跳とび蹴げりが、ガウリイの背中を直ちよく撃げきした！

「……な……！　何するんだよリナ……!?」

「それはこっちのセリフぢゃぁぁぁぁぁっ！

　なんつーこと言うのよガウリイっ！　あんたはいきなりっ！」

「……は……？」

　眉まゆをひそめて間の抜ぬけた声を上げるガウリイに、あたしは身を寄せ、声をひそめて、

「……だからぁっ！　神官長が暗殺された、ってこと、なんでさっくり言っちゃったのよあんたはっ!?」

「……え……？　けどよ……ああ言った方が、おとなしく帰ってくれるかな、って思って……」

「あのねぇっ！

　一応世間じゃあ、あの火事は、事故か暗殺かははっきりしない、ってことになってんのよっ！」

「……はっきりしたんだからいいじゃないか……」

「よくなぁぁぁいっ！

　いや、はっきりすること自体は決して悪いことじゃあないんだけど、それを世間さまが今知ることはマズいのよっ！」

「……なんで？」

　うづらぁぁぁぁぁぁっ！　このトリ頭っ！

「だからっ！

　対立してる四人の大神官たちは、『あの火事は事故の可能性もある』って言われてる間なら、みんなはまだ比ひ較かく的てき、おとなしくしてるかもしんないけど……

　もしあれが暗殺だ、なんて話がひろまったら、みんな一いつ斉せいに動き出すわよっ！

　たとえばさっき会った大神官のフランシスっ！

『やっぱり暗殺だったんだっ！　すなわち大たい義ぎは我われにありっ！』なーんてトチ狂くるったこと考えて、ほかの三人に攻こう撃げきしかけるかもしんないわよっ！

　それに何よりっ！

　四人の大神官の中に、その犯人がいるかもしれないわけでしょっ！

　もしそうなら、自分が犯人だ、ってことをつき止められる前に、間ま違ちがいなく動きだすわよっ！

　どうせ殺さつ人じんだとバレたなら、あと何人殺しても、たいして変わらないだろう、ってね。

　ほかの三人を始末しようと、本ほん格かく的てきに動き出すかもしれないし……

　それより先に、まず間違いなく狙ねらわれるのが──

　調査をしてるあたしたち、ってことになるのよっ！」

「……をう。」

「『をう』ぢゃなぁぁぁぁぁいっ！

　……こぉなったら仕し方かたないわ……

　少々強ごう引いんなテを使っても、なんとか犯人をつき止めないと。

　テキが本格的に動き出すまえに──ね……」

「……なら……どうする？」

「とりあえず今は──行き先には変へん更こうなしよ。

　空エア竜ロー王ドバールウィンを祀まつる西の神しん殿でん──ブラン大神官に会いに」

　──もっとも──対たい応おうのしかたは予定とはかなり変えなくちゃなんないけど──

　あたしは胸の奥おくで、そっとそうつぶやいた。




　空を表あらわす、白と空色に塗ぬり分けられた宮きゆう殿でんと、手入れの行き届いた広い庭。

　西の神殿は、色を除けば、北や東の神殿と、全く同じ形をしていた。

　ちなみにさきほど立ち寄った東の神殿は、赤……というかレンガ色をしていたが。

　やはり最近騒さわぎが持ち上がっているせいか、神殿の近くに参さん拝ぱい者しやらしき者の姿は見えないが──北や東の時と違うのは、神殿前でたむろしているごろつきたちの姿も見えないことだった。

　おそらくは、あたしがさっき、街の中でぶっ飛ばした連中が、本来ここの番をやっていたのだろう。

　ケレス大神官が、毎日花をそなえに行っていることを知り、インネンつけにのこのこ出かけ、あたしに成せい敗ばいされた──といったところか。

　ま、何にしても、これで中に入りやすくなったことは確かである。

　あたしとガウリイは、玄げん関かんの扉とびらに手をかけ、押おし開き──

『──うっ……！』

　同時に小さく呻うめいていた。

　──そこには──

　むせ返るような血のにおいが充じゆう満まんしていた──











二、セレンティア　憎ぞう悪おの炎ほむら　灯ともるとき









　──だっ！

　瞬しゆん間かん。

　何も言わずに駆かけだすガウリイ。何も聞かずにあたしが続く。

　内部の構こう造ぞうは、訪おとずれた二つの分院と全く同じ。違ちがうのはただ──通路に転ころがるいくつもの死体。

　何人もの僧そう侶りよと、それに倍する、ごろつきふうの連中。

　おそらく刺し客かくたちは、警けい備びの人数が薄うすくなった時を見み計はからって襲しゆう撃げきをかけたのだろう。

　やがて角を曲まがって、まっすぐ伸のびた廊ろう下かへと出る。

　その正しよう面めんに一枚の扉とびら。

　建物の構造がどこも同じだとすると、そこが大神官の私し室しつのはずだが──

　その時。

「はっ！」

　足を止めたガウリイが、気き合あいとともに剣を引き抜ぬき虚こ空くうを薙ないだ！

　ばしゅばしゅっ！

　瞬間、何かが破は裂れつするような、小さな音があたりに響ひびく。

　後ろにいたあたしには、何が起こったのか見えなかったが、おそらく──

　延びた廊下に並んだ柱はしら。そして点々と転がる死体。

　その柱の陰かげから、ゆらりっ……と、黒い姿が現れる。

　暗アサ殺ツ者シン!?　まだ建たて物ものの中に残ってたかっ！

　それも一人ではない。柱の陰から現れたのは合計四人。

　あたしたちの接せつ近きんを察さつ知ちし、気け配はいを殺ころして身をひそめ、こちらの不ふ意いを突つくつもりだったのだろうが──

　ごくごくわずかに生まれた殺さつ気きを、ガウリイが野や生せいのカンで察知して、相あい手ての放はなった飛び道具か何かを迎げい撃げきしたのだろう。

　──この連中、できればなんとか生け捕どりにして、誰だれに雇やとわれたかを聞き出したいところである。

　──おーし。ならば。

　ガウリイは剣をかまえて、すこしずつ相手との間合いを詰つめようとしている。

　あたしはその背せ中なか──服のはしっこを、くいくいっ、と引っ張った。

「──何者だお前ら!?」

　あたしの合あい図ずの意味を察さつしてか、ガウリイは足を止め、暗アサ殺ツ者シンたちに向かって声をはり上げる。

「ここの連中を倒たおしたのはお前らか!?　大神官はどうした!?」

　──むろん、連中がプロの暗アサ殺ツ者シンならば、そんな問いかけに答えるわけもない。ただ、ガウリイのナンセンスな問いを、小さく鼻はなで笑わらうだけ。

　──が。たとえその問いがナンセンスでも、それが時間かせぎのためならそれでもよしっ！　この間に唱となえた呪じゆ文もんをあたしは放はなつ！

「眠スリーりピング！」

『……な……!?』

　暗アサ殺ツ者シンたちの口から、小さな驚おどろきの声が漏もれた。

　名前の通り、一定範はん囲いにいる人間に、眠ねむりをもたらす術じゆつである。ガウリイが間合いを詰めようとするのを止めたのは、これで相手を眠らせて、とっ捕つかまえるつもりだったからである。

「……ぐ……」

「……む…………」

　呻うめいて暗アサ殺ツ者シン姿の二人が倒れる。

　あとの二人には──効きいてない!?

　そういえばこの術、極きよく度どに精せい神しんが高ぶっている相手には効こう果かがうすい、という話を聞いたことがあるが──

　残ったうちの片方が、大ぶりの短ダ剣ガーを片手に、ガウリイに向かって突つっ込んで来る！

　そしてもう片方は倒れた仲なか間またちのところに！

　たたき起こしてみんなで攻こう撃げきするつもりか！　しかしこの術、一いつ旦たんかかって眠りに落ちれば、ちょっとやそっとじゃあ目ざめない。

　突っかかってきた方の一人に向かって、ガウリイが剣の一撃を放つ！

　迎むかえるべく、暗アサ殺ツ者シンの手にした短ダ剣ガーが弧こを描えがく！

　そして。

　刃やいばと刃がぶつかる直前、暗アサ殺ツ者シンは左手で、もうひとふりの短ダ剣ガーを抜ぬき放つ！

　右の刃で相手の剣を受け止めて、動きが止まったその一いつ瞬しゆんに、左で攻撃をしかけるという戦法か！

　しかしっ！




　ぎぞんっ！




　ガウリイの一撃は、受けた短ダ剣ガーもろとも暗アサ殺ツ者シンを薙なぎ斬きっていた！

　頭の中身はさておいて、剣のウデに関しては、ガウリイはまさに超ちよう天才。

　くわえて彼が今持っている剣。

　それは、無む上じようの切れ味を誇ほこる剣、伝でん説せつにすらその名を残す斬ブラ妖スト・剣ソード！

　ガウリイのウデと斬ブラ妖スト・剣ソード、二つの力が合わされば、これくらいのことは驚おどろくほどのことですらない。

　暗アサ殺ツ者シンは、声すら残さず倒れ伏ふし、これで残るはあと三人──

　思ったその刹せつ那な。




　どんっ！




　激はげしい爆ばく音おんが轟とどろいた。

　暗アサ殺ツ者シンの一人が、廊ろう下かの壁かべに手をついて──そこを爆ばく破はしたのである。

　おそらくは攻こう撃げき呪じゆ文もん──黒ブラ魔スト・波ウエ動イブあたりを使ったのだろう。

　そのまま開いた壁の穴をくぐり抜け、外へと飛び出す。

　……おかしな話である。今の一人は、たしか、あたしの術で眠ねむった仲間のところに駆かけつけたはず──

　……ってまさかっ!?

　あわててそちらに駆け寄れば──眠っていたはずの暗アサ殺ツ者シン二人は、首をかき切られてこと切れていた。

　……あいつっ……！

　今逃にげた奴やつが、倒たおれた二人に駆け寄ったのは、起こすためではなく、永えい遠えんに眠らせるためだったのだ。

　ふがいない仲間の口を封ふうじるために。

　このやり口は──よほどのプロか、さもなければ殺さつ人じん狂きようのものである。

「リナ！」

　駆け寄るガウリイに、あたしは左右に首を振ふり、

「……だめよ。今逃げた奴に殺されてるわ……」

「追うか!?」

「……いえ……たぶんムダよ……

　それよりも一いち応おう──部屋の中をたしかめましょ。

　……結果は……大体わかってるけどね……」

　──そして──あたしの想そう像ぞうした通り。

　部屋の中では、何人もの傭よう兵へいたちに混じって、神官のローブをその身に纏まとった男がこと切れていた。

　──西の大神官、ブラン＝コンクニール──




　街は騒そう然ぜんとなった。

　当たり前である。

　誰かが雇やとった暗アサ殺ツ者シンに、大神官の一人が殺されたのだ。

　これ以上ないというくらい、はっきりとした殺人である。

　そしてそのことは、『神官長は火事に見せかけて殺された』という噂うわさに、一いつ層そうの真しん実じつ味みを帯おびさせた。

　死んだ暗アサ殺ツ者シンたちの身元は結けつ局きよくわからず、彼らを雇っていたのが誰かも、やはりわからずじまいだった。

　当然あたしとガウリイは、事件のあと、お役人から質しつ問もん責ぜめにあいまくった。

　しかし幸さいわい、魔ま道どう士し協会が身元を証しよう明めいしてくれたおかげで、その日のうちに帰してもらえることとなった。

　──ただし。事件が解決するまでは、街を出ないこと、という条じよう件けんはついていたが。

　かくて。

　二人が南の大神官、ライアン＝セインフォートのもとを訪おとずれたのは、事件の翌よく日じつになってからのことだった。

「貴き様さまらか！　昨日、事件を最初に目もく撃げきしたというのは!?」

　出会って自じ己こ紹しよう介かいをすませるやいなや。

　彼は、やたら高たか飛び車しやな口調で言い放はなった。

　としの頃ころなら四十前後。ブラウンの髪かみには、白いものがかなり混まじっていた。

　体格もよく、低ひくくてなかなかシブい声。

　これで、落ち着いた口調で説せつ教きようでもするなら、威い厳げんのある宗しゆう教きよう家か、という感じがするのかもしれないのだが、とりまきの傭よう兵へい十人ばかりをあたりに配はいし、いすにふんぞり返ったまま、問もん答どう無む用ようでどなり散らすそのさまは、単なる気の短いおっさん以外の何者でもない。

「まさか、魔道士協会からの仲ちゆう裁さい役やく、というのを隠かくれ蓑みのにした、どこかの暗アサ殺ツ者シンなんじゃあないだろうな!?　え!?」

　──もし彼が黒くろ幕まくでないのなら、同業の一人が殺されて、神しん経けい質しつになっているのはよくわかる。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられるのも、無理のない話ではある。

　──しかし──

　わかっていても、腹立つもんはやっぱし腹立つ。

　あたしはこくこくうなずいて、

「いやぁ。たしかにあなたのその性せい格かくじゃあ、どこの誰に恨うらみ買って暗アサ殺ツ者シンさし向けられても不ふ思し議ぎじゃあないですけど──」

「──なにぃっ!?」

「ま、とりあえずは安心してください。あたしたちはそーいうんじゃあありません。

　あなたなヽんヽかヽをどうこうするつもりはぜんっぜんありませんから」

「……おいおいリナ……」

　あたしの挑ちよう発はつに、隣となりに佇たたずむガウリイが、あきれた声でつぶやくが、とりあえずそちらの方は無視。

　ライアン大神官は、怒いかりに顔を赤く染そめ、

「……な……！　あなた『なんか』だと……！　なんと無ぶ礼れいな……！」

「あ。気にしないでください。

　初しよ対たい面めんの人間を、いきなり暗アサ殺ツ者シン呼ばわりするような無礼さに比べれば、『なんか』呼ばわりすることなんて、ぜんっぜん無礼でもなんでもありませんから」

　にこにこ顔で言ってやる。

「……ぐっ……！」

「ともかく──」

　なおも何やら言いかけた、彼のことばを遮さえぎって、あたしはきっぱり言い放つ。

「不安なのはわかりますが、くれぐれも軽はずみな行動はしないように。

　でないと、あなたが事件の黒幕だ、なんて考える人が出てくる可か能のう性せいもありますから。

　それだけはお忘わすれなきように。

　では、あたしたちはこのへんで」

「……む……ぐっ……！」

　一方的に言い放ち、なおも何やら言いたげにしているライアンと、殺さつ気き立ってる傭よう兵へいたちにくるりと背を向け、あたしは部屋をあとにした。

「……おいおい……いーのかよリナ……？　あんなこと言って……」

　分院の出口に向かいながら、声をひそめてガウリイが言う。

「いーのよ。

　彼がもし黒幕じゃあなければ、今ので怒りの方向が、ほかの大神官じゃあなくて、あたしたちの方を向いただろうから、たぶん動かなくなるだろうし。

　逆に彼が黒幕なら、ほかの大神官たちより先に、あたしたちを狙ねらってくるはずよ。

　そうなったら返り討うちにして、さくさく事件解かい決けつするのみっ！」

「……なるほど……

　単に、言われたから言い返した、ってわけじゃなかったんだ」

　ぎく。

「ふっ。とーぜんよ。

　ちゃんと考えて言ってるのよ。あたしは」

「……今の『ふっ』てのは、なんとなく、ちょっと怪あやしいような気が……」

「気のせいよっ！　それはっ！」

　などと言いつつ建物を出て──

「──よっ」

　そこであたしたちを待っていたのは、見知った顔の二人だった。

「ルーク、ミリーナ！」
















　まわりをざっと見み渡わたせど、ケレス大神官の姿はない。

　あたしたちは、二人の方に歩あゆみ寄り、

「──どうしたの？　ケレス大神官はいないみたいだけど……

　まさか、ミリーナに色目使った彼をルークがどつき倒たおして、警備のしごとクビになったとか……？」

「ありそうな話だけど違ちがうわ」

　あたしのことばに、ミリーナが静しずかな口調で言う。

「そのケレス大神官の依い頼らいで来たのよ」

「依頼？」

　眉まゆをひそめて問うあたしに、今度はルークが、

「ああ。

　昨日、あんな事こ件とがあったろ。

　でもって神官長が殺されたんだ、って聞いて──

　一刻も早く事件を解決しなきゃならない。

　暗殺を見み抜ぬけなかったお役人たちじゃあ頼たよりにならない。

　だけどあんたら二人だけじゃあ人手が足りないだろう。

　だから、気心の知れた俺おれたちが手つだってやれ、って言われてな」

「……いや……それはいーんだけど……

　護衛の方はいーの？」

「いや、俺としても、それはちょいと心しん配ぱいなんだけどよ……

　ま、昨日の事件があったせいで、正せい規きの兵士たちがやっと動きだして、何人か護衛についたし……

　当人がいい、って言ってるんだからいーんじゃねーか？」

「……ふむ……」

　ルークのことばに、あたしはあいまいなあいづちを打った。

　問題は、ケレス大神官の真意である。

　昨日あんな事件があったから……とルークは言ったが、ならば普ふ通つうは、だからこそ、自分の警護を強化するのではないだろうか。

　たしかに正規の兵士は護衛についた。現に今いるこの南の神しん殿でんでも、兵士姿は見うけられた。

　とはいえ、その人数は、ざっと見たところたかだか五、六人。

　他の神殿に送られたのも、さして変わらぬ数だとすれば、プロの暗アサ殺ツ者シンたちを相手に、安心できる人数ではない。

　──むろんケレス大神官が、事件に怒いかりをおぼえ、解決を強く望んでいる、という好こう意い的てきな解かい釈しやくもできる。

　しかし逆を考えるなら、魔ま道どう士し協会の仲ちゆう裁さい役やくをやっているあたしたちに、今のうちに恩おんを売っておいて、やがて開かれる神官長の決定会議で、自分に有利にことを進めようとしているのかもしれないし、最悪、彼こそが黒幕で、あたしたちと顔見知りのルークとミリーナが、自分の身近にいるのはかえって邪じや魔まだと感じ、適てき当とうな理由をつけてこちらに押おしつけた、という考え方さえできる。

　──しかしともあれ今は、裏読みをしていても仕方ない。いずれにしても人手が増えるのは、なにかと便利なことは確かである。

「──わかったわ。

　じゃあ、手を貸してもらうわよ」

「おう。

　じゃあまずは、どこから行く？」

「まずはやっぱし聞き込みからね。

　このへんで、安宿とかの立ち並ぶ、いかにも怪あやしい場所からよっ！」




　その場所は、街の南なん端たんにあった。

　怪しい店と怪しい酒場、そして汚よごれた家々とが、薄うす暗ぐらい通りに軒のきを連つらねている──まさに、ごろつきたちのたまり場、とゆーのを絵に描かいたような場所だった。

　南の分院よりも、さらにずっと南に行ったダウンタウン。

　寺院都市、などと呼ばれていても、大ぜいの人が生活する場である以上、街のどこかに、必ずこういった場所は存そん在ざいする。

　相手はプロの暗アサ殺ツ者シンである。

　ならば、彼らが身をひそめているのは、おそらくこのあたりだろう。

　──黒幕の方からしてみれば、暗アサ殺ツ者シンたちは、普ふ段だんは何くわぬ顔をして、普通の傭よう兵へいたちに混じって護衛をやる──というやりかたの方が、都合はいいはずである。

　その方が接せつ触しよくも簡単だし、いざという時の護衛となる。

　しかし逆に、暗アサ殺ツ者シンがわの方からすれば、しょせん一時雇やといの相手に、自分の素す顔がおをさらすつもりはないだろう。

　おそらく普段はどこかに潜せん伏ぷくし、一日に一度、時刻を決めて、黒幕のもとを訪おとずれ、接触を取って命令を受けているはずである。

　ならばまずは、その場所を探さぐり当てる。

　──まあ、意表を突ついて、街の中心部にある高級ホテルとかに滞たい在ざいしている可能性もなくはないのだが、それはいくらなんでもアシがつきやすい。

「……さてと……

　それじゃあ、あたしとガウリイの二人と、ルークとミリーナの二人とに分かれて、あたりの聞き込みをやろう……って思ってたんだけど……

　どーやらその必要もなさそーね……」

「まーな。

　手間がはぶけたと思えばいいさ」

　あたしのつぶやきにルークが言う。

「……ってことで。

　ンな殺さつ気き丸出しじゃあ、もうふいうちなんてできっこないから。

　おとなしく出てくれば？」

　あたしの宣言に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ち──

「……ばれちまったんなら仕方ないな……」

　声とともに、通りの陰かげから、男が姿を現した。

　一人……二人……

　こちらの通りの陰から。そしてあちらの物陰から。

　ぞろぞろと現れたのは、しかし暗アサ殺ツ者シン姿ではなく、見るからにごろつきふうの連中、ざっと十数人。

「……おめーらがうろついてると目ざわりだ、っておひとがいるんでな。

　ちょいと痛いてぇ目見てもらうぜ」

　ごろつきの親玉ふうの一人、頰ほおに傷きずのある男が言う。

　……ふぅん……

　考えて、あたしは口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

「へっ。そりゃあずいぶんおめでたい奴やつもいたもんだ」

　ルークは鼻で笑いながら、

「おめーらみてーな、ひと山いくらのザコで、俺たちの相手がつとまると思ってるんだからな」

「何だとぅっ!?」

　親玉の顔が怒いかりの色に染まる。

「なめやがって！　やっちまえっ！」

『おうっ！』

　いかにもザコな声を上げ、一気にこちらに殺さつ到とうする！

　その瞬間。

「魔デイム風・ウイン！」

　唱えた呪文をあたしは解き放つ！

　強風を生み出すだけの術で、傘かさをさした子供くらいなら吹ふき飛ばせるかもしれないが、殺さつ傷しよう能のう力りよくなどはない。

　ごろつきたちに向かって──ではない。放った方向はほぼ真上。

　刹せつ那な。




　どごぅぉぉぉぉぉんっ！




　爆ばく音おんと白光が頭上で生まれた。

『──な──!?』

　ごろつきたちの驚きよう愕がくの声。

　むろん、あたしの放った呪文が爆発したわけではない。

　屋根の上から放たれた火フア炎イアー・球ボールを、あたしの呪文が吹き散らし、空中で爆発・四し散さんさせたのだ。

　放ったのはまず間ま違ちがいなく──屋根の上にその身を隠かくした暗アサ殺ツ者シンたち。

　あたしたちに刺し客かくをさし向けたのは、おそらく、暗アサ殺ツ者シンたちを雇やとった黒幕のはず。

　ならば当然、ごろつき連中が束たばになったところで、あたしたちにかなうわけがないのは知っているだろう。

　にもかかわらず、こんなザコたちを雇って襲おそわせた──

　ならばこちらは単なるおとり。本命の刺客はおそらく暗アサ殺ツ者シンたち。あたりの屋根の上や建物の中に身をひそめ、ごろつきたちの放つ強きよう烈れつな殺気に、自分たちの抑おさえた殺気をひそませて、攻こう撃げきをしかけてくる──

　そう読んで、あたしは迎げい撃げき用ようの呪じゆ文もんを詠えい唱しようしておいたのが──どうやら大当たりだったようである。

「……え……！　ええいっ！　ひるむなっ！

　あんな呪文なんざ単なるこけ脅おどしだっ！」

　事態が理り解かいできてないらしく、今の爆発をあたしの呪文だとかん違いして、ごろつきたちの親玉が怒ど鳴なる。

『お……おうっ！』

　すなおにそのことばを信じ、またまた突とつ撃げきをはじめるごろつきたち！

　えーいっ！　ちっとは脳のうミソ使えこいつらっ！

　本当の刺客たちは間違いなく、こいつらを巻き込むことなどおかまいなしに攻撃をしかけてくる。現に今の火フア炎イアー・球ボールも、あたしの迎撃がなければ、間違いなく連中を巻き込んでいた。ごろつきたちは、そんなことにすら気づきもせずに、あたしたちの力を見くびって、何も考えずに突つっ込んで来る。

　そこに──

「氷フリー結ズ・ブ弾リツド」

　ぎぃぃぃぃぃんっ！

　ミリーナの放った氷の呪文が激突し、ごろつきたちの数人を、あっという間に行動不能に陥おとしいれる。

　そして、ガウリイが剣を抜ぬき放ち──

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに宙を薙ないだ！

　べちべちべちべちっ！

『ぐげおょわぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　変な音とともに、ごろつき数人が悲ひ鳴めいを上げて吹ふっ飛んでゆく。

　──刃はの部分で斬きるのではなく、剣の腹を使ってぶっ叩たたいたか。

　……って……それはそれでムチャだけど……折れるぞ……普ふ通つうの剣なら……

　ま、こんなに連中を相手に、ガウリイの本気プラス斬ブラ妖スト・剣ソード、つーのは、たしかにおとなげないよーな気はするが……

　ルークも、かかってくるごろつきたちを、剣を使ってかるくあしらい、あたしもまた次の呪じゆ文もんを唱えつつ、ショート・ソードで応おう戦せんしている。

　──はっきし言って、ごろつき連中のウデは、戦士としてなら下の部ぶ類るい。楽勝、というか勝負にもならない。

　しかし──あたしたちのほんとうの敵はこいつらではないのだ。

　あたしたちとごろつきたちが接せつ触しよくしたその瞬しゆん間かん。

　──ぱりっ──

　何かのはじけるような小さな音が頭上でした。

　──やはりそう来たかっ！

　あたしは切り結んでいたごろつきその一から離はなれ、後ろに跳とんで間合いを取ると、手にしたショート・ソードを頭上──やや斜ななめ上にほうり投げた。

　瞬間。




　ぱりばりばりばりばりっ！




　まるで空間が裂さけるかのような、すさまじい音が頭上で響ひびく！

　無数の光が、あたしの投げたショート・ソードに収しゆう束そくし、その下にいたごろつきその一を直ちよく撃げきした！

　身を隠かくした暗アサ殺ツ者シンたちは、一発目の火フア炎イアー・球ボールをあたしに読まれ、防ふせがれたせいで、今度は風の呪文では防げない、広こう範はん囲い型がたの雷らい撃げきの呪文を放ってきたのだ。

　またまたそれを読んだあたしは、剣を空中にほうり投げ、避ひ雷らい針しんがわりにしたのである。

　……ま、その下にいたごろつきその一は不ふ幸こうなことになったけど。

「おのれっ！　妙みような術をっ！」

　またまた今のをあたしの術とカン違ちがいして、吠ほえる親玉。

　うだぁぁぁぁぁっ！　頭悪すぎるぞおまいっ！　気づけいーかげんにっ！

　その時──

　ぶぁっ！

　近くの建物の窓から、屋根から。

　いくつもの黒い姿が、戦いの場へと舞まい降りる！

　──出たな暗アサ殺ツ者シンっ！

　さすがにたて続けに術を防がれて、しびれを切らせて現れたか！

「──な……なんだっ!?

　えぇいっ！　かまわねぇっ！　いっしょにやっちまえっ！」

　事態がまったく理解できずに、ごろつきたちの親玉が、またまた適当な命令を下す。

　待てあんた本気かっ!?　なんにも考えてないだろオイ！

　そして──混こん戦せんがはじまった。

「うりゃあっ！」

　突つっ込んで来るごろつきの剣をあっさりかわし、泳およいだ体の後ろにまわり込み、うしろあたまにチョップを一発。

「げぐ。」

　変な声上げ、倒たおれ込むのを、えり首摑つかんで支えつつ、足を払はらって体を半回転させる。

　その手からすべり落ちかけたショート・ソードをひっ摑み、さきほど投げた剣のかわりに、一時使わせてもらうことにする。

　剣を手にしたその瞬しゆん間かん。

　視界に黒い影かげが疾はしった！

　暗アサ殺ツ者シン！

　その手がこちらに向かって動く！

　投げナイフか!?

　しかしその瞬間。

「このアマっ！」

　仲間のかたきを討うとうと、別のごろつきが飛び込んで来る！

　うあっ！　ばかっ！

　どっ！　どっ！

　にぶい音とともに、ごろつきは小さく体をふるわせ、その場にくずれ落ちた。

　自分から、暗アサ殺ツ者シンが投げたナイフの射しや線せん上じように飛び込んで来て、それを背中に受けたのだ。

　まさかこんな邪じや魔まが入るとは思っていなかったのだろう。暗アサ殺ツ者シンの動きが一瞬止まる。

　そこに──

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　きききききぃぃぃぃぃぃん！

　あたしが唱えた呪じゆ文もんを解き放つ！

　しかしさすがは向こうもプロ。とっさにその場を飛び退のいて、術の直ちよく撃げきを避よけると、ごろつきたちの陰かげにまわり込んだ。

　かわりに、そのそばにいたごろつきたちの何人かが、直撃を受けて氷づけになる。

「ああっ！」

「このアマよくもっ！」

　口々に言って、またつっかかってくるごろつきたち。

　えーいっ！　自分たちからケンカ売っておいて文もん句く言うなっ！

　こーなったらみんなまとめて吹ふっ飛ばす！

　かたく決意して、あたしは口の中で呪文を唱えはじめた。




　その間に、ほかの三人もそれぞれ戦いを展開していた。

　ガウリイの剣が、ごろつきたちの剣を薙なぎ、暗アサ殺ツ者シンが投げたナイフをうち払はらう。敵の攻こう撃げきが止やむ一いつ瞬しゆんの間を突ついて、一人、また一人と、確実に地に這はわせてゆく。

　ルークもごろつきの剣を受け流し、相手の体を泳がせてから、その脇わき腹ばらに蹴けりを入れ、

近づいてきていた別の一人にぶつける。

『ぐわっ!?』

　二人まとめて吹っ飛んだところへ──

「地ダグ雷・ウエ破イブ！」




　どぉぉぉぉぉぉぉぉん！




　攻撃呪文でまとめて吹っ飛ばす。

　瞬間、ルークに向かって暗アサ殺ツ者シンの一人が走り──

「死ねやおらぁぁぁぁっ！」

　その暗アサ殺ツ者シンに向かってごろつきがつっかかってゆく。

　あわてて迎げい撃げきする暗アサ殺ツ者シン。

　たぶん両者の雇やとい主は同じなのだろうが、ごろつきたちは、暗アサ殺ツ者シンたちが仲間だとは聞かされていないのだろう。

　ま、それは当然である。いくらひと山いくらの連中といえど、『あんたらはおとりだから。暗アサ殺ツ者シンが上から攻撃呪文降らせるから、敵と一いつ緒しよに死んでね[image: ]』などと言われてうなずくはずもない。

　しかし、暗アサ殺ツ者シンたちの呪文攻撃があたしに防がれ、乱戦となったせいで、こんな状じよう況きようが生まれたというわけである。

　ミリーナも、ごろつきの剣をうち払い──

「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

　唱えた呪文を、ふり向きもせず、いきなり別の方に向かって解き放つ！

　そこには、別のごろつきの陰かげに身を隠かくしつつ、近づいていた暗アサ殺ツ者シンひとり。

　自分の動きが読まれているとは思ってもいなかったのだろう。まともに直撃されて吹ふっ飛ばされる。

「な……なめやがってぇぇぇっ！」

　剣を払はらわれた、まだ若い金きん髪ぱつのごろつきが、へっぴり腰ごしでふたたび突つっ込んでゆくのに、ミリーナはふたたび、顔の高さでむぞうさに剣を振ふる。

「ひぃぃぃぃっ！」

　ごろつきはあわててしゃがみ込み──いきおいがついたまま、そのまま、ころんっ、と前に倒たおれ込む。

　はずみでその剣がミリーナの脇わき腹ばらをかすめるが、彼女はとりあわず──

「──ぐぇっ!?」

　倒れたごろつきの背を踏ふみつけて、別の相手と切り結ぶ。

　そしてあたしの呪文が完成し──

「風デイ波ミル礫アー圧ウイ波ンっ！」




　ぼぅおぉぉぉぉんっ！




　風の爆ばく発はつが、ごろつき数人と暗アサ殺ツ者シン一人を吹き飛ばす！

　よーし。これでだいぶ数は減へった。

「……こ……こいつらっ！　手ごわいぞっ！」

　ごろつきの一人が声を上げる……って、あんた、気づくの遅おそすぎ。

　戦いがはじまって、さほどの時間が経たったわけではないのだが、ごろつきたちの数はすでに半はん減げんし、暗アサ殺ツ者シンたちも二人が倒れて、残るは三人。

　そこに、ごろつきの親玉が声をはり上げる。

「こうなったらもう許ゆるせねぇ！　本気でいくぞ！」

　本気かオイ!?　ふつー逃にげるぞ！

『おうっ！』

　威い勢せいよく声をはり上げるごろつきたち──って、止やめろよお前らも。

「おぅりゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　気合いだけは一人前に、ごろつきの一人が剣を構えて突っ込んでくる。あたしは呪文を唱えつつ、ショート・ソードで──

　──瞬しゆん間かん。

　ぞくりっ。

　妙みような予よ感かんが背中を駆かける。

　あたしは半なかば反はん射しや的てきに、大きく横へと跳とんでいた。

　──ざっ！

　なびいたあたしのマントが裂さけ──

　どどどっ！

　小さな音とともに、あたしに向かって突っ込んできていた男が体をふるわせて、血を吹ふき、その場に転がった。

　──なんだ!?

　誰かが後ろからナイフを投げて、あたしが身をかわしたせいでごろつきがとばっちりを食った──

　状じよう況きようからするとそういうことになるのだが……

　今はたしかに、ナイフなど飛んではいなかった。

　風の攻こう撃げき呪じゆ文もん──にしては切れ味が鋭するどすぎるような気もするのだが──

「気をつけて！　おかしなのが混じってるわよっ！」

　一応あたしは声を上げ、みんなに警けい告こくしておく。

「おかしなの!?」

　ごろつきを蹴けり倒たおしてルークが問う。

「どういうことだ!?」

　と、暗アサ殺ツ者シンの一人を斬きり倒して言うガウリイ。

　そして──

「……とうとう気づかれちまったかよ……」

　言ったのは──ごろつきたちの一人だった。

　その言葉を合あい図ずに、戦場の動きが止まる。

「……え……？　おい……？」

「なんだ……？　どういうことだ？」

　ごろつきたちの中にも、とまどい顔でつぶやく者たちが何人か。

「──クサい芝しば居いはもういい、ってことだ」

　言ったのは、ごろつきたちの親玉だった。

「芝居……って、何のことだ!?　おい!?」

「──知る必要は──ない」

　声と同時に、ごろつきふうの数人が動く！

　どどどどどずっ！

「ぐ」

「げうっ!?」

　あるいはのどを、あるいは胸を。そしてあるいは脇わき腹ばらをかきえぐられて、動かなかったごろつきたちが、血を吹き、その場に倒れ伏ふす。

　仲間だと思っていた連中に、いきなり不意を突つかれたのだ。もともとウデの差があるところにこれでは、さすがにひとたまりもない。

　残ったのは、ごろつき──いや、ごろつきのふりをしていた三人と、暗アサ殺ツ者シン姿が二人。

「どういうことだ!?　おい!?」

「ごろつきたちの中に暗アサ殺ツ者シンが混じってたのよ！」

　ガウリイのことばにあたしが答える。

　なんのかんのと言いながら、逃にげ出しもせずに無理に戦い続けたのは、なんとかあたしたちのスキを突くためだったのだろう。

　──しかし──そのためとはいえ、自分たちに向かって攻こう撃げき呪じゆ文もん降らさせるとは、また思い切ったことをやる。

　あたしがあの攻撃を防がなければ、どーするつもりだったんだろう……こいつら……

「気づかれたのなら仕方ない……

　邪じや魔ま者ものたちは排はい除じよしたし──

　そろそろお互たがい本気でゆこうか」

　親玉を演じていた、頰ほおに傷のある男の顔から、すっ、と表情が消え去った。

　ただそれだけでその顔が、三流ごろつきの頭とう領りようの顔から、闇やみに生きる者の顔へと変化した。

　──来るっ！

　だっ！

　暗アサ殺ツ者シンたちが一いつ斉せいに地を蹴けった！

　同時にガウリイもダッシュをかける！

　ざぎんっ！

　すれちがいざまに放ったガウリイの一撃は、暗アサ殺ツ者シン姿の一人を両りよう断だんした！

　そして──

『炎フレのア・ア矢ロー！』

　ルークとミリーナ、二人が同時に放った術が、残りの四人につき刺ささる！

「があっ!?」

　直撃を受け、悲鳴とともに倒れ伏ふしたのは暗アサ殺ツ者シン姿が一人だけ。

　残りの三人には──直撃を受けながらもなお突っ込んで来る！

　効きいてない!?

　ルークとミリーナ、二人がわずかに動どう揺ようする。

　そこに──

「じゃっ！」

　うちの一人──ミリーナに背中を踏ふみつけられていた金きん髪ぱつが左手をふるう。剣の間合いの外である。

　とっさにミリーナは横へと跳とんで──

「──くっ……!?」

　その二の腕うでが浅く裂さける！

　相手は何も投げた様よう子すはなかった。まさか──風の衝しよう撃げき波は!?

　となるとこいつら──!?

「ミリーナ！」

　あわててそちらに向かおうとするルークの進路に、別の一人──親玉のふりをしていた奴やつが立ちふさがる。

「行かせん」

「邪じや魔まだどけぇぇぇっ！」

　ルークの剣を自分の剣で受け──

　唐とう突とつに。

　ルークと男との間に、炎ほのおの槍やりが出現した！

「────!?」

　あわてて後ろに退さがるルーク。

　解き放たれた炎の槍を、首をねじ曲まげてなんとかかわす！

　残る一人はあたしの方に向かって突っ込んで来ると、両手をおかしな形にかまえ──

　させるかっ！

　あたしは唱えた呪じゆ文もんを解き放つ！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユっ！」




　どぅむっ！




　相手の進路上に生んだ黒い虚きよ無むが、その一人を飲み込んだ！

　唱えていたのがたまたまこの呪文でラッキーだった。もしも火フア炎イアー・球ボールとかの術だったなら──

　ガウリイはすぐさまきびすを返し、ミリーナの援えん護ごへと向かう。

　しかし彼がその動きを見せると同時に、ミリーナの相手は大きく後ろに跳とび退さがり、ガウリイとの間合いを開ける。

「悪いがあんたと接近戦をやる気はないんだよ！」

　男がガウリイに向かって言い放つ。

　続いて、あたしの呪文で塵ちりになった奴やつがいたあたりに目をやって、

「……ちっ……！　あれほど、ナメるな、って言っといただろうが……！　ドジりやがって……！

　ちょいと退のけ！　ザイケル！」

　金きん髪ぱつ男の声に従い、ルークと対たい峙じしていた男が、後ろに跳んで間合いを開ける。

「……なんだ……？　こいつら……？」

「……気づかない……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくルークにあたしは言う。

「……なんかそういえば前に、戦ったことあるよな。こんな連中と」

　本ほん能のうがおぼえているのか、ガウリイは言った。

「──そう……

　ガウリイの言う通り、あたしたちはこいつらの同どう類るいと、前に戦ったことがあるわ……」

　あたしは言った。

　連中は今、ルークとミリーナの放った炎フレのア・ア矢ローの直ちよく撃げきを受けながらも、全く傷を受けず、呪じゆ文もんの詠えい唱しようもなしに、炎ほのおの槍やりを生み出した。

　こんなことができるのは──

「──人じん魔ま──」




　かつて、ソラリアの地に──

　亡ぼう国こく復ふつ興こうの野や望ぼうに燃える、一人の狂った男がいた。

　その男がやっていたのが、人間に、精アス神トラ世ル界・サ面イドから呼び出した魔ま族ぞくを憑ひよう依い──いや、融ゆう合ごうさせ、強大な魔力を持った存在を造つくり出すことだった。

　なまはんかな攻こう撃げき魔法など効きもせず、呪文の詠唱もなしに、簡単な攻撃魔法を操あやつる──レッサー・デーモンの魔力と人の知ち恵えとを持った彼らの中には、肉体を持つ身でありながら、空間を渡わたる力さえ持つものすらいた。

　あたしはそれを、勝手にこう呼んでいたのだ。

　人魔、と。

　狂った男の抱いだいた野望は、あたしたち四人プラス・アルファの活かつ躍やくで、なんとかたたき潰つぶしたのだが──

　まさかその残党に、こんなところでお目にかかろうとは……

　なるほど……西の神しん殿でんで、眠スリーりピングの呪文が効かなかったのは、精神がたかぶっていたとかいう以前の問題で、人間やめていたからか……

　こいつらならば、火フア炎イアー・球ボールが直撃しようが雷らい撃げきが荒あれ狂おうが、さして痛くもないはずである。上から仲間に攻撃呪文ぶちかまさせる、というのも、決してムチャな戦法ではなかったのだ。

「……人魔……？

　──まあ、どう呼んでくれてもかまわねぇけどな」

　金きん髪ぱつ男が笑えみを含ふくんだ声で言う。

「いずれにしても、あヽのヽ時ヽの借かりは返さなくちゃあならねえからな」

「あの時？」

　言われてあたしは眉まゆをひそめた。

　たしかあの時──ソラリアの地で、そこにいたすべての人魔は倒たおしたはずだが──

「……おぼえてねぇかよ……？

　なら……

　思い出させてやるぜっ！」

　言うと同時に左手をふるう。

　何かを投げたわけではない。が──

　瞬しゆん間かん、あたしの前にガウリイが割り込み、右手の剣を一いつ閃せんさせる！

　ばしゅばしゅっ！

　西の神しん殿でんで聞いたのと同じ、何かの破は裂れつするような音。

　──これはっ……！

　間ま違ちがいない。男は左手のひとふりで、不ふ可か視しの衝しよう撃げき波はを生み出して、それを刃やいばと化して放っているのだ。

　……たしかにソラリアで、こんな能ちか力らを持った人魔と戦った。

　しかし──

「……噓うそ……でしょ……？」

「ほう……その顔は、やっと思い出してくれたみてぇだな」

「けどあいつは死んだはずよ！」

「死んじゃあいないさ。

　腹のところでぶち斬きられて、上半身と下半身が別々になっちまっただけさ。

　──おれが死んだと思って、あんたらがどっかに行っちまうまでな」

　理り不ふ尽じんなことをさらりと言ってのける。

　あの状態から再生したとでも!?

「……そう言やあ……こいつらのボスって、下半身ぶち斬られても、元気でふわふわ浮うかんでたよな……」

　暗あん澹たんとした口調でルークが言う。

　──ならやはり──こいつは──

「ゾード──とか言ったわね……たしか……」

「そうそうその通り。やっと思い出してくれたかよ」

　あたしの言葉に、ゾードは、にまりっ、と小さな笑えみを浮かべる。

「おれたちの仲間は別に、ソラリアだけにいたわけじゃない。いざ何かやろう、という時のために、あちらこちらに散らばってたんだよ。

　──もっとも──

　その前に、あんたらに頭ボスを潰つぶされちまったけどな……

　おかげで今はこんな商売に身をやつしてる、ってわけだ。

　あの借りはいつか、きっちり全ヽ部ヽ返させてもらうぜぃ。

　……ま、今日のところは、こっちの味方も減っちまったから、これで退ひいてやるけどよ」

「おいおい、笑わせるなよ」

　ゾードのことばを、ルークは鼻で笑って、

「そう言われて、こっちがおとなしく、『それじゃあどうぞお帰りください』って帰すと思ってんのか？　え？」

　当たり前といえば当たり前なその意見を、しかしゾードは鼻で笑い返し、

「おいおいおいおい。おれたちが逃にげたら追いかけて倒たおす、って意味か？　そりゃ？

　いいのかよおい？

　……ま、あんたは平気だろうけどよ──

　そっちの女の方はどうかねぇ？」

　──な──

「……なに……？」

　かすれた声で、ルークがつぶやいたその時。

　がっくりと。

　ミリーナがその場にひざをついた。

　────!?

「きはははははは！　それじゃあな！　追ってきたいなら追ってきな！」

　嘲ちよう笑しようのことばを残し、身をひるがえすゾードとザイケル。

「ミリーナ!?」

　あわててミリーナのそばに駆かけ寄るルーク。

　もともと色白の彼女の顔は、ひときわに──色を失っている。

　さすがにこれは──ゾードたちを追っている場合ではない。

「……うかつ……だったわ……」

　脇わき腹ばらを押おさえて彼女は言う。

　──そういえば──

　ごろつきに扮ふんし、ミリーナの前で倒れ込んだゾードの剣が、彼女の脇腹をかすめていたが──

　──まさかっ!?

「──毒どく……ね……」

　うっすらと汗あせを浮うかべてミリーナは言う。
















　──やはり──

　ゾードがいちいち戦いに待ったをかけて、思い出話などしていたのも、毒が回るのを待っていたのか……

「ちょっと待って！」

　あたしはあわてて呪じゆ文もんを唱え、ミリーナに片手をかざし──

「麗デイ浄クリア和リイ」

　解げ毒どくの呪文をかけてみる。

　どんな毒でも完全中ちゆう和わ──というわけにはいかないが、試ためしてみる価値はあるはずである。これが効いてくれればいいのだが──

「──あくまで応おう急きゆう処しよ置ちよ。ちゃんとした魔ま法ほう医のところに連れていくわよっ！」

「おうっ！

　──しっかりしろよ！　ミリーナ！」

　言いながらルークは彼女を背負い、呪文を唱え──

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　風の呪文で空を駆かける！




「医者が、いない!?」

　対応に出た女のことばに、ルークは殺気すらこもった声をはり上げた。

　町の南の方にある、魔法医の診しん療りよう所じよでのことである。

「どういうこった!?　そりゃ!?」

「──そ──それぞれの寺院に詰つめてるんですっ！」

　ルークのいきおいに気け圧おされて、女はあわてて言う。

「この町の魔法医は、みんな寺院からの派は遣けんですから……！　今回の大神官同士のいざこざのせいで、何かのために、それぞれの分院に呼ばれて詰めてるんですよっ！

　わたしは、かるい病気のひとに薬草とかを渡わたすためにいるだけで──」

「なら分院にいるんだな！」

　ことばを最後まで聞かず、ふたたびルークは走りだす。

　その背でミリーナは、細い息をくり返す。

　──やはりゾードの使った毒は、普ふ通つうの解毒呪文で消せるほど甘あまいものではなかったようである……




「──いねぇはずがねえだろっ！」

　ルークの声は、もはや悲ひ鳴めいに近かった。

　町の南、地アー竜スロ王ードランゴートを祀まつる神しん殿でんで。

　毒を受けた者がいる、いそぎ魔法医にとりついでくれ、と頼たのんだあたしたちに、一旦奥おくに引っ込んだ、見張りの傭よう兵へいが返した答えは──

　そんなものはここにはいない、だった。

「ここにいる、って聞いてきたんだ！　いねぇわけがねえだろ！」

「おれにそう言われてもなぁ」

　傭兵は、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみさえ浮うかべつつ、

「大神官様が『いない』っておっしゃってるんだ。

　おれとしちゃあ、それを信じるしかねぇよ。

　──そうそう。

『北のに雇やとわれてるんなら、ケレスになおしてもらえばいいじゃないか』ともおっしゃってたぜ。

　ま、もっともな意見だわな」

「……きさまっ……！」

「ルーク！」

　傭兵に突つっかかろうとするルークをあたしはおしとどめ、

「こんなのどなりつけても仕方ないわ。……こいつらぶち倒たおして、魔ま法ほう医いを引っ張りだす、ってことはできるかもしれないけど……

　治ち療りようで手を抜ぬかれるおそれはあるわ……

　──どうする？」

　あたしの問いに、ルークは一瞬沈ちん黙もくし──

「──北へ向かう」




　風が渡わたる。

　窓から見える、緑の木々をそよがせて。

　おだやかな──

　おだやかな昼下がり──

「……二人に……してもらえますか……」

　北の神しん殿でんの一室で。

　ベッドに横になったまま。

　ミリーナは静かな口調で言った。

　──無む言ごんのまま──

　あたしとガウリイ、そしてケレス大神官はきびすを返し、部屋をあとにする。

　大神官のその顔には、深い苦く悩のうの色が刻きざまれていた。

　ついさきほど。

　──なんでこんな毒が完全には抜けねえんだ──なんであんたは復リザレ活クシヨンが使えねえんだ──

　そうなじるルークに対して、ケレス大神官は、こう言い続けるしかなかったのだ。

　──すみません──

　と。ただそれだけ。

　部屋をあとにして、扉とびらを閉めるその時──

　ベッドの上のミリーナが、その手をルークの頰ほおに伸のばしているのが見えた──




　──次に部屋の扉を開けた時──

　部屋にルークの姿はなく、開け放たれた窓にかかったカーテンだけが、ただ風にそよいでいた。

　ベッドの上のミリーナは──静かに眠ねむっているようにも見えた──




　──ルークが姿を消してから、二日ほどの時が過ぎていた。

　むろんその間、あたしたちも、何もしていなかったわけではない。

　逃にげたゾードともう一人──ザイケルのゆくえを探し、あちらこちらに聞き込みを続けていた。

　連中が、ばか正直にほうぼうで名乗りまくっているとは思えないが、二人の素す顔がおは見ているのだ。これならば、まだ捜そう査さはやりやすい。

　そして、今日の夕ゆう刻こくになって。

　一人の情報屋の名前が浮うかんできた。

　──それまでに、何人のごろつきたちをぶちのめしたかは、もはやおぼえてもいないが──そんなことはもう、どうでもいい。

　あたしとガウリイの二人は、その情報屋の住む安アパートの階段を登り──

『────!?』

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かにたどり着いたところで、二人同時に足を止めた。

　さまざまなにおいが混じり、古びた、薄うす汚よごれた廊下。

　そのいくつもの異い臭しゆうの中に、一つだけ、新しいものが混じっていた。

　流されたばかりの血のにおい。

　廊下に面した戸のひとつが、小さく開いたままになっている。

　それは、あたしたちが向かおうとしていた情報屋の部屋だった。

　──だっ！

　同時に駆かけ出し、あたしとガウリイ、二人は部屋に飛び込んだ。

　──中には、血まみれの男が一人、転がっていた。

　問題の情報屋である。

　体じゅうを斬きりきざまれてはいるが──まだ、息がある。

「……ひ……ひい……」

　あたしたちの姿を認みとめると、男は小さく声を上げた。

「……やめ……もう……やめてくれ……

　……話したじゃないか……どこにいるか……」

　────！

　その瞬しゆん間かん。

　あたしは、一体ここで何が起こったのかを悟さとっていた。

「ゾードとザイケルの居場所──

　もヽうヽ一ヽ度ヽ言ってもらいましょうか」

「……だから……通りを東に行った……海の花亭ていだって……言ったじゃないか……」

　相手が変わっていることにすら気づかず、男は半泣きで言う。

「──わかったわ。人を呼んできてあげる」

　言ってあたしは、ガウリイとともに下に降り、管理人のおっちゃんに金貨をにぎらせ、医者を呼んでやるように頼たのむと、情報屋の言った場所へと向かう。

「──どういうことなんだ？　リナ」

「ルヽーヽクヽがヽ来ヽたヽのヽよヽ」

　問いかけるガウリイに、あたしは硬かたい表情で応こたえた。

　彼が姿を消したのは、まず間ま違ちがいなく復ふく讐しゆうのため。

　この二日、やはり情報を集め続け、あたしたちより一歩早く、今の情報屋のところにたどり着いたのだろう。

　ともあれ今は、その、海の花亭とやらを──

　探す必要はなかった。




　ぐごぉぉぉぉんっ！




　突とつ然ぜん。

　音と光がはじけ散り、あたしたちのゆく手にあった、一軒けんの建物が爆ばく壊かいする。

　そこかっ！

　いそいでダッシュで近づくあたしたち。

　おどろいた近所の人たちが、あたりに顔を覗のぞかせる。

　建物は、炎ほのおをふき上げ、燃え上がり、その前の道には、火のついた木材の破は片へんに混じって、波と何かの花が彫ほられた安っぽい銅の看かん板ばんが落ちていた。

　やはりここが──となると──

「あっちだ！」

　言ってガウリイが走りだす。

　あたりの人たちの驚おどろきと恐きよう怖ふ。あせりと悲鳴。炎の熱気とはぜる音。

　さまざまな感情と音とが、混こん沌とんと混じり合うその中で、ひとつだけ、異質な感情が、あたしにもはっきりわかるほど、ある方向から流れて来ている。

　すなわち──憎ぞう悪お。

　おそらくはそここそが──

　憎悪の源みなもと、ルークの居場所。

　それは、燃えさかる炎の向こう。

　戦いはどうやら、今の宿の裏手で行われているようである。

　ガウリイは通りを曲がり、裏路地へと入る。

　細い通りを駆かけ抜ぬけると、いきなり広い場所に出た。

　雑ざつ然ぜんと立ち並ぶ建物の間に、ぽっかりと開いた場所。

　燃え上がる宿が近くに見える。

　そこには──何かが転ころがっていた。

　長いもの。短いもの。大きな塊かたまり。丸いもの。

『────！』

　あたしとガウリイは、ことばを失なくして立ちつくす。

　──それは──まぎれもなく、人間の部品だった。

　転がる丸いものの頰ほおには、傷のあとがある。

　──ザイケル──

　それが誰だったのかを認めたその時。

「──っがぎゃあぁぁぁああぁぁぁッ!?」

　絶ぜつ叫きようとともに、広場の端はしに、何かがぼたりっ、と落ちて来る。

　──足──

『────!?』

　あたしとガウリイが視線を上げる。

　広場に面した建物の屋根の上。

　燃える炎ほのおを背に、それはいた。

　黒いシルエットと化して。

　しゃがみ込み、片手で何かをかかえるようにして、もう片方の手を動かす。

　握にぎった刃やいばがオレンジ色にきらめいて──

「ぎぐゃあああ[image: ]ぐぶぅぅぅぅっ！」

　抱かかえられたものが身をふるわせて、絶叫を上げる。

　──ぼどりっ──

　そして、何かが広場へと落ちてくる。

　落ちて来たものが何なのか、もはや確かめる気すら起きない。

「──誰だ──？」

　抱えている方が、手を動かしながら静かに問う。

　ルークの声で。

「お前を雇やとったのは誰だ──」

「……だ……だがら……さっきがら……言っでるじゃねえがっ……！

　東の……フランシス……」

「──よく聞こえねえな──」

　おだやかな声でそう言って、ルークはふたたび手を動かす。

　そして──ゾードの悲鳴。

「──誰だ──？　お前を雇ったのは？」

「……も……もうやめで……」

「おいおい。質問に答えろよ」

　そしてまた──剣のきらめきとゾードの絶叫。

　ずいぶんと小ヽさヽくヽなヽっヽたヽゾードはわずかにもがきつつ、

「フランシスだ！　フランシスだフランシスだふらんしすだやめでぐれやめでぐれやめでぐれぇぇぇぇぇっ！」

「──お前──ちょっとやかましいぞ──」

　言ってルークはその手を──

「──ルゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥク！」

　あたしはようやく声を上げた。

　長い硬こう直ちよくから脱だつ出しゆつして。

　ゆっくりと──

　彼はふり向く。

　あたしたちの方を。

　その瞳ひとみには、静かな光が宿やどっていた。

「──おう──あんたらか──

　気にしねえでくれ。

　すぐに終わらせるから──」

　世間話でもするかのような口調でそう言って──

　右手を動かす。

「……[image: ]……やめ[image: ]やめろやめ──」

　ごびゅっ。

　濡ぬれた小さな音を立て。

　ゾードだったものは、それきり、何もしゃべらなくなった。

「──ここまでやりゃあ──

　いくらおめぇでも死んだだろ？　ん？」

　──ゆっくりと──

　彼は、屋根の上に立ち上がり、手にした破かけ片らを、燃え上がる炎ほのおの中にほうり投げた。

「──ちょいと、けりをつけてくる。

　できればあんたらは……この街からは離はなれてくれ。

　俺のこういうところは……あんまり、あんたらにゃあ見せたくねえ──」

　言うなり彼は身をひるがえし、屋根の向こうに姿を消す。

　──追えなかった──

　いや、動くことさえできなかった。

　ルークの悲しみは、それほどまでに深いものだったのだろうか。

　ヒトの中には、これほどの憎ぞう悪おが眠ねむっているものだったのだろうか。

　悲しいのか、怖こわいのか、自分でもよくわからない。

　──吐はき気けが──する──

「……リナ……」

　ガウリイが言う。

　静かな口調で。

「──リナ……

　……大だい丈じよう夫ぶか──？」

　──大丈夫よ──

　答えのかわりに嗚お咽えつが漏もれそうになる。

　あたしは、小さく首を縦たてに振ふる。

「──止めるぞ──

　ルークを──」

「──わかってる──」

　ガウリイのことばにようやく声が出た。

　そしてあたしとガウリイは、きびすを返して走りだす。

　東の神しん殿でんへと向かって。

　ルークを止める、そのために──











　　　三、宵よい闇やみに　神官たちの血ぞ流れ……









　夕ゆう焼やけの中に佇たたずむ、ヴラバザードの神しん殿でんは、血の色にすら似たかがやきを放はなっていた。

　以前来た時とかわらずに、建物の前には、たむろするごろつきたちの姿があった。

　──どうやらまだ、騒さわぎは起こっていないようである。

　あたしとガウリイ、二人はまっすぐ、その玄げん関かんへと歩あゆみを進めた。

「──おい待てお前ら！

　……っと……協会の雇やとった連中か……何の用……

　──って待てよ！」

　歩ほ調ちようをゆるめぬあたしたちに、一人のごろつきがわめく。

　あたしはそちらに一いち瞥べつを送り、

「──フランシス大神官の命が狙ねらわれてるわ。

　会わせてもらうわよ」

「──な……？」

　絶ぜつ句くするごろつきをあとに、分院の中に入ってゆく。

　建物の構造はわかっている。あたしたちはまっすぐに、大神官の私室へと向かい──

　──だんっ！

　扉とびらを大きく開け放つ。

　部屋にいたのは、フランシス大神官と、傭よう兵へいらしき男が四人ほど。

「──な──」

　大神官はいすから腰こしを浮うかし、傭兵たちが色めき立つ。

「何かねいきなり！　一体何の──」

「ゾードとザイケルが死んだわ」

　みなまで言わせず、あたしはきっぱり言い放つ。

　──それだけで、フランシスの動きが凍こおりついた。

「それがどういう意味なのか──

　わかるわね？」

「…………あ…………」

　かすれた声でつぶやいて。

　フランシスはふたたび、いすに沈しずみ込むように腰を下ろした。

　──状じよう況きようの理り解かいできない傭兵たちは、剣の柄つかに手をかけたまま、もの問いたげな視線を互たがいにかわすのみ。

「……わ……」

　フランシスは、情なさけない表情で、左右に弱々しくかぶりを振ふって、

「……わしは……悪くない……」

「ふざけるなっ！」

　びぐっ！

　ガウリイの一いつ喝かつに、フランシスが小さく体をふるわせる。

　傭兵たちの手に、わずかに力がこもる。

　──が──

「何人死んだ!?

　あんたの雇やとった暗アサ殺ツ者シンが、何人殺したと思ってるんだ!?」

　そのことばに、傭兵たちの動きが止まった。

　──当とう然ぜんだろう。

　フランシスが暗アサ殺ツ者シンを雇っている、などという話は、聞かされていなかったはずなのだから。

「──ヨシュア神官長を、火事にみせかけて焼き殺したのもあなたなの」

「──違う──ちがう──違うんだ──聞いてくれ──」

　あたしの問いに、彼は両手で頭を抱かかえてかぶりを振りながら、弱々しい声で、

「──お告つげが──あったのだ──」

「……は？」

　思わず眉まゆをひそめるあたし。

　お告げ……って……いきなり何を言い出すのやら……？

「……ヨシュア神官長様が……火事でお亡なくなりになって……

　わしは……心の支ささえをなくすところだった……

　……なぜあのような立りつ派ぱな方が……なぜ火事などで……

　……わしは祈いのった……信じる神に……スィーフィード様に……ヴラバザード様に……

　そしてその夜……

　──声が聞こえた──」

「……声……？」

「……祈り続けるわしの耳に……

　そう……あれは確かに神の御み声こえだった……

　──神官長様の死は、事故などではない──邪じや悪あくな心を持つものによる暗あん殺さつだと──

　そしてその者は、この街まちが混こん乱らんの渦うずに堕おちるのを望んでいるのだ──

　お前もまた、狙ねらわれているのだ──

　身を守るには、力が必要だ──

　力を集めよ、と──

　聞こえたのだよ！　神の声が！」

「……寝ね言ごとを……！」

　あたしのつぶやきが、聞こえているのかいないのか。

　かまわず彼は話を続ける。

「……だからわしは……人を雇やとった……

　──もしも神官長を殺した奴やつが、他の三人の大神官の中にいるのなら、そいつに対する宣せん言げんのつもりだった──

　──わしはお前のやったことを知っている。わしはお前には負けない。いつか絶対お前の為なした悪あく事じをあばいてみせる、という……

　最初雇ったのは、力自じ慢まんの、血の気が多いだけの者たちだった。

　……しかし……

　他の大神官たちも、人を雇いはじめた……

　しかたなく、次にわしは傭よう兵へいを雇った。

　あいつらの中に、神官長様を殺した奴がいるなら、力で負けるわけにはいかなかったのだ……

　……そして皆みなも傭兵を雇い……

　わしは……ついに……

　……ゾードという名の暗アサ殺ツ者シンを雇い入れた……」

　言うフランシスの表情には、後こう悔かいと、苦く悩のうの色が深い。

「──それで──

　西の大神官、ブランの暗殺を命じた──」

「──違う！」

　あたしのことばに顔を上げ、フランシスは声を荒あらげた。

「わしは命令などしていない！

　わしがやつらに命じたのは、他の大神官たちの動きを封ふうじること、連中の雇った傭兵たちを痛めつけて、この件から手を引かせること、ただそれだけだ！

　あやつが──

　ゾードと名乗るあやつが、勝手にやったことだ！」

「……そんな言い訳わけが通ると思ってるの？」

「本当だ！」

　彼は声をはり上げる。

「……ブランの事件が起きる何日か前……

　夜ごとの報ほう告こくに来た奴やつは、妙みように上じよう機き嫌げんだった……

　……どうしたのか、と聞くと……知った顔に出会った……これから楽しくなる……などと言っておったが……

　まさか……あんなことを……」
















　……知った顔……

　──ってまさか!?

　ブラン大神官の暗殺事件が起きる数日前──といえば、ちょうどあたしたちがこの街にやってきた頃ころ──

　郊こう外がいで、傭兵と暗アサ殺ツ者シンとの戦いを目もく撃げきしたあたりである。

　もしもあいつが、ゾードだったとしたら──

「……ブランを襲おそったのは、何人もの暗アサ殺ツ者シンだったと聞いた……

　しかしわしが雇ったのはゾードだけだ……！

　別の誰だれかのしわざだと思った……

　しかしその夜……！

　ゾードの奴は、笑わらいながら言いおった……

　……これがあんたの望んだことなんだろう……？　わざわざ仲間を集めてきてやったんだぞ……とな……

　──違う！

　わしは……！

　わしはそんなことなど望んでおらんかった！

　わしはただ……………………！」

　言って両手で顔を覆おおう。

　……そういう……ことか……

　おそらくゾードは、あたしたちの顔を見て──その場では、一対二ではかなわぬと判はん断だんして、あっさり退たい却きやくした。

　しかし退却はしたものの、復ふく讐しゆうの念ねんが消えたわけではない。

　かくてゾードは、フランシスに命令されてもいないのに、仲間を集めて、暴走しはじめたのではないだろうか──

　あたしたちを、戦いの舞ぶ台たいに引きずりだすために。

　そして──ミリーナが──

「……わしは……命じてなどいない……」

　顔を覆い、うなだれて、フランシスは小さな声でつぶやく。

　自分自身に言い聞かせるように。

「……わしは……ブランの死など望んではいなかった……

　わしは……悪くない……」

『──なら勝手にそう思ってろ』

　声がした。

　唐とう突とつに。

　ルークの声が。

　その瞬しゆん間かん。




　ぶぁっ！




　フランシスの全身が闇やみに包まれた！

『!?』

　何が起こったのか、一いつ瞬しゆん、誰にもわからなかった。

　全員が硬こう直ちよくした刹せつ那な。




　ごがぁぅっ！




　すさまじい破は砕さい音おんが響ひびき──

「ぐあああああああああっ!?」

　フランシスの悲ひ鳴めいが響く！

　事じ態たいがわからず、呆ぼう然ぜんと佇たたずむあたし。

　ルークがフランシスに襲しゆう撃げきをかけた──それはわかる。

　しかし……闇がフランシスを飲み込んで、何かが砕くだけるような音が……

　──そうかっ！

「ルーク！」

　叫さけんであたしはダッシュした！　机を乗り越こえて、いまだその場にわだかまる闇の中へと！

「──リナっ！」

　あわててあとを追ってくるガウリイ。

　そしてあたしは闇へと突つっ込み──

　すっぽ抜ぬけた。

　──そこは、オレンジ色の世界だった。

　刈かり込まれた庭木、伸のびる石いし畳だたみ、小さな噴ふん水すい、佇む石像──

　それらのすべてが、茜あかねの色に染まっていた。

「……リナ……！　……ここは……」

　あたしに続き、壁かべの穴からはい出してきたガウリイが、あたりの景け色しきを目にしてつぶやく。

「たぶん中庭よ」

　あたしは言った。

　大神官の私室は、この中庭に面していたのだ。

　あたりには、警けい護ごの連中や神官たちが、何人か倒たおれ伏ふしている。気を失っているだけなのか──それとも命まで失っているのかはわからない。

　あたしはようやく、さきほど何が起こったのかを理解していた。

　──黒ダー霧クミ炎スト、という術がある。

　黒い霧きりを生み出して、ある一定の範はん囲いを包み込み、視界を塞ふさぐ呪じゆ文もんである。

　ルークは壁ヽのヽ反ヽ対ヽ側ヽかヽらヽこれを使い、フランシスを、黒い霧の中に閉じこめ、あたしたちが、事態を理解できないでいるそのうちに、別の呪文で壁をうち砕くだき、フランシスをそこから引きずり出したのだ。

　そして──

　赫あかい夕日を背に負おって、ルークとフランシスは、渡わたり廊ろう下かを覆おおう、アーチ状の屋根の上にいた。

「……追ってくるよなぁ……やっぱり……

　あんたらなら……追ってくると思ってたけどよ」

　苦く笑しよう混まじりの声でルークは言う。

　その顔は──今もまた、影かげになっていてよくは見えない。

　彼の腕うでに抱かかえられたフランシスは、いまやぐったりとうなだれている。

「ルーク！　やめなさい！

　そのひとは単にゾードを雇やとってただけなのよ！

　何の命令もしていないわ！」

「……ああ……知ってる。

　壁のこっちがわで聞いてたからな。

　事情は大体わかったよ……

　だからこいつは──

　ゾードの野や郎ろうと違ちがって、苦しまないようにしてやった──」

　……な……!?

　──ずるりっ──と。

　その手から、フランシスの体がすべり落ち──屋根の端はしに当たって、どさりっ、と地面に転ころがり落ちた。

「──昔──な──」

　ルークは言う。

　遠い声で。

「……やってたことがあるんだよ……俺おれも……

　──人を殺して金をかせぐ……って商売を、よ……

　──ミリーナに出会ってからは……おかげで足を洗あらってたんだけどよ……

　……思い出させやがって……

　……ちくしょう……」

「……もう……いいわよ……ルーク……」

　あたしは言う。

「……いや……まだだ……」

　そして男は、静しずかにかぶりを振ふる。

「ルーク！」

「できれば邪じや魔まはしねえでくれ……

　……って言っても無理なんだろうな……あんたら、けっこうおせっかいなところ、あるからな……」

「間違ってるわよ！」

「……正しい……なんて、自分でも思っちゃあいねぇよ……

　これで……ミリーナの奴やつが喜よろこんでくれる、なんて思ってもいねぇ……

　ただ……こうでもしねえと……」

　言ってルークはことばを切った。

　しばしの沈ちん黙もくを──黄たそ昏がれを渡わたる風が埋うめ──

「──な──なんだっ!?」

「いたぞっ！　あそこだっ！」

　後ろから聞こえてきたのは、ようやく壁かべの穴から這はい出してきた傭よう兵へいたちの声だった。

　それを合あい図ずに、ルークがきびすを返す。

「ルーク！」

　あたしの声に、彼は肩かた越ごしにふり向くと、

「……もう少しなんだ。止めねえでくれ……

　次は……南だ」

　言うなり屋根伝いに走りだす。

「──えぇい！　追え！」

「待て貴き様さま！」

　あわてて追いゆく傭兵たち。

　そしてあたしは──じっとその場に佇たたずんでいた。

「リナ！　追うぞ！」

　うながすガウリイにも──しかしあたしは動かない。

「──リナ！」

「……止めるな……って……」

　ため息を吐つくように──

　あたしは言った。

「……ルークは言ったわ……

　止めるな……って……」

「──リナ──」

　ガウリイは、あたしの正しよう面めんにまわり込み、両肩をにぎり、

「……らしくないぞ……リナ。

　何を聞いてたんだ……？

　オレには今のルークの言こと葉ば……

『自分を止めてくれ』って言ってるように聞こえたぜ」

　──あ──

　あたしは思わず、小さく息を呑のんでいた。

　──そう──だ──

　次は南──

　ルークはそう言った。

　しかし、本当に邪じや魔まをされたくないのなら、そんなことを言うだろうか？

　わかったような顔をして、一いつ旦たん身を引き、こちらが油ゆ断だんしたところで、狙ねらった相手を襲おそえば、止められることはない。

　にもかかわらず、わざわざ予告のような真ま似ねをした、ということは──

「……そうね……」

　あたしは小さくうなずいた。

　ルークは今、二つの気持ちの間でゆれ動いているのだろう。

　おそらくはミリーナによって与あたえられたのだろう、平へい穏おんな心と──

　ミリーナを奪うばわれたことによって吹ふきだした激はげしい憎ぞう悪お──

　その間はざまで。

「──行くわよ。ガウリイ」

「ああ」

　あたしは、増ブー幅ストの術に続き、呪じゆ文もんを唱え──

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　ガウリイを抱かかえて、高速飛行の術で空に舞まう！

　向かうは──南の神しん殿でん、ライアン大神官のもと。




　暮くれゆく空に星がまたたく。

　太陽は、もはや街の地平に没ぼつし、西の端はしに、わずかに残る茜あかねの色が、夜の浸しん食しよくにかすかな抵てい抗こうを示しているばかり。

　夜が──来る。

　あたしとガウリイの二人が、南の分院に到とう着ちやくしたのは、そんな頃ころのことだった。

　観光名所、という色の強い分院は、観光客があまり出歩かなくなる夜には、入り口を閉ざしてしまう。

　ここ、南の神殿も、あたしたちがたどり着いた時には、すでに玄げん関かんの扉とびらを閉ざしていた。

　扉の前には、正せい規きの兵士が一人と傭よう兵へいらしき男が一人、警備に立っている。

「──魔ま道どう士し協会のリナ＝インバースと、ガウリイ＝ガブリエフよ」

　誰すい何かの声をかけられる前に、自分の方から名乗りを上げて、二人の方へ近づいてゆく。

「……何の用だ？」

　警けい戒かいのまなざしで問いかけてくる兵士に向かい、

「ライアン大神官の命が狙ねらわれている、という情報を手に入れたのよ。

　大神官に会わせてもらうわ」

『──なに!?』

　あたしのことばに、兵士と傭兵は同時に声を上げていた。

　傭兵は、まともに顔色を失なくし──

「──わ……わかった……案内……」

「待て！」

　それに待ったをかけたのは兵士だった。

「その話、ここで詳くわしく聞かせてもらおうか」

「時間がないのよ！」

「話すだけならここででもできる！　なぜ奥おくへ行きたがる!?」

「警護するからに決まってるでしょーがっ！」

「警護の者なら、もうすでに何人か、大神官についている！」

　──兵士の言いたいことはわかる。

　つまり彼は、あたしたちこそが、ライアン大神官を狙う刺し客かくではないのか、と疑うたがっているわけである。

　なんのかんのと理由をつけて、ライアン大神官に近づき、危害を加えようとしているのではないか──と。

　たしかに、事情をよく知らない彼からすれば、そう疑うのも無理はない。

　無理はないのだが──はいそうですか、と引くわけにはいかない。

　こうしている間にも、ルークは迫せまってきているはずなのだ。

　あたしはあたりを見回して、玄げん関かんわきに立っている、魔ま法ほうの明りが灯ともった門もん灯とうに目を止めた。

　高さはあたしの背よりやや高く、手首ほどの太さの支し柱ちゆうの上には、杯はいをかかげた乙おと女めの像。

　その杯の上に、魔法の明かりが灯っている。

　あたしは門そ灯れを指さして、

「ガウリイ、あれ斬きって」

　そのことばに即そく座ざに応こたえ、ガウリイが剣を一いつ閃せんさせる！

　ぎっ！

　……ずず……どざざざざざっつ！

　あっさりと、銅の支柱を斜ななめに断たたれ、門灯は、庭木の中に倒たおれ込む。

　むろんこんなこと、並のウデと並の剣でできるわけはない。

　ふたたびあたしは兵士に目をやり、

「もしあたしたちが大神官を狙ねらう刺客なら、声も立てさせずに、あなたたちを斬り倒すこともできたわ。

　その方が話はずっと早い。

　──けど、あたしたちにその気はない。

　それがどういうことか、考えればわかるでしょ。

　……大神官を狙ってる奴やつは強いわ。

　大神官を警護してるみんなが、彼が今、やったのと同じことができる程度にウデが立つのなら、あたしたちが行く必要はないけど……もしもそうじゃないのなら──

　ライアン大神官は殺されるわ。確実に。

　──どうする？」

「……わ……わかった……」

　ガウリイの剣けん技ぎに呑のまれたか、あたしの言い分を聞いたのか、兵士はこくこくうなずいた。

「……た……ただし、私もいっしょに行かせてもらうぞ」

「ご自由に。

　──じゃあ、行きましょうか」

　言って、その場には傭よう兵へいを残し、あたしとガウリイの二人は、兵士の案内で神しん殿でん内へと入ってゆく。

　あたりに傭兵たちの姿はあるが、前には時々混じっていた、神官たちの姿が今は見えない。

「神官たちがいないわね……」

「食事の時間だ。

　この時刻は、ライアン大神官は私室で、ほかの神官たちは食堂で食事をとっているはずだ」

　あたしのつぶやきを耳にして、兵士が説明する。

　──そういえば、たしかにそんな時間である。

　となると……

「──急いで！」

「──あ？　ああ……」

　あたしにうながされ、一同は足を早めて、大神官の私室へとたどり着く。

　ばたむっ！

　大きく扉とびらを開け放った先には、兵士と傭兵、五人とライアン大神官。

　大神官は今まさに、料理を刺さしたフォークを口もとに運ぼうとしているところだった。

「……な……何だ？

　──お前たち、たしか魔ま道どう士し協会の……」

「ライアン大神官、あなたが命を狙ねらわれてます」

「──な──

　なにぃっ!?」

　あたしの宣言に、ライアンが、そして傭兵たちが騒そう然ぜんとなる。

「料理はもう口にしましたか？」

「……いや……これからだが……

　──まさかっ……!?」

　目をむいて、彼はフォークをほうり出す。

「毒!?」

　トレイの上に並べられた料理に、おびえの視線を送る。

　白身魚の揚あげものに温野菜のサラダ。パンにスープ。

　神官長のフォークは、魚フライのひと切れにつき刺さったばかりだったのだ。

「──一応確かめさせてもらいます」

　言ってあたしはトレイを手に取り、むずかしい顔をして、それぞれ料理をひと口ずつ。

「──ガウリイ……これ……」

「おう」

　かわってガウリイが、やはり料理をひと口ずつ。

　ライアン大神官は、不安げなまなざしを、じっとこちらに送っている。

「……うーん……」

　あたしはむずかしい顔で、

「……とりあえず……

　幸さいわい、料理に異常はなさそうです」

　──当然である。

　ルークが先回りをして、料理に毒を盛っている時間などはなかったはず。

　単にあたしは、適当なことを言って、かるく腹ごしらえをしただけなのだ。

　ふざけている、とは言うなかれ。

　人間おなかがすいていると、力も出ないし考えかたも暗くなる。

　そんな状態では、ルークを止めることも説せつ得とくすることもできないだろう。

「けど──庭に面したこの部屋は危険です。

　外から呪じゆ文もんで攻こう撃げきされるおそれがありますから。

　もう少し広い部屋に移りましょう。

　できれば窓がなくって、外に面していない──障害物の少ない部屋がいいわ」

　あたしのことばに、ライアンは即そく座ざに腰こしを浮うかし、

「……わ……わかった！

　なら食堂だ！　食堂に行こう！」

「……ほかの神官たちが食事中なんじゃないですか？」

「そんなもの追い出せばいい！」

　迷まよわずきっぱり答えるライアン。

「行くぞ！　諸しよ君くんらもついて来い！」

　もはや料理はほったらかしで、兵士と傭よう兵へい引き連れて、ぞろぞろと部屋を出てゆく。

　そのあとに続くあたしとガウリイ。

　ほどなく一同がたどり着いたのは、部屋の中央に大きなテーブルの置かれた広い部屋だった。

　ライアンが、ツルのひと声で、食事中の神官たちを追い立てて、傭兵たちに命令し、テーブルも片付けさせる。

　事情もロクに説明されていない神官たちは、イヤそうな顔をしていたが、むろんライアンはそんなことおかまいなしである。

　まあ、命を狙ねらわれている、と言われて、ひとを気づかう余よ裕ゆうもなくなっている、ということもあるのだろうが……

　部屋をかたづけ、中央に置いたいすに腰かけて、ようやっと、ライアン大神官はひと息ついたのだった。

「──それで──

　わしの命が狙われている、ということだが──

　なぜ!?　どういうことだ!?　やはり黒幕は、他の大神官たちの誰かなのか!?

　神官長様やブランを殺した奴やつらなのだろう!?

　刺し客かくの数は多いのか!?　多いのなら、こんなところにいるより、さっさとどこかへ逃にげた方がいいんじゃないのか!?　……いや、どこかから警護の兵を呼んだ方がいいかもしれん……！

　──そういえば──外はずれの方で火事があったというのを聞いたが、まさかそれも何か関係あるのか!?」

「──落ち着いて。

　一度に聞かれても、一度には答えられません」

　かみつくように問いかけてくるライアンを、なんとかなだめる。

　正直、あたしは迷っていた。

　彼の命を狙っているのがルークだということを、言ってもいいものかどうか──

　もしもすべての事情を話せば、おそらくライアンは、『ルークを雇やとっているケレスが黒幕なのではないか』と疑いだすことだろう。

　しかし──言わなければ、ライアンは、自分が何をしたのかも知らないままでいるだろう。

「神官長やブラン大神官を殺した奴とは別口です」

　あたしは言った。

「……あなたに……個人的な恨うらみを持つ者。

　それが、あなたを狙う者です」

「……こ……個人的な恨みだと!?

　馬ば鹿かを言え！　私はひとに恨まれるようなことはしておらんっ！」

　自じ覚かくも何もないことを、いけしゃあしゃあと言い放つ。

　……このっ……！

　あたしは思わず手を上げ──

　ごがっ！

「ぐばっ!?」

　顔面にまともに拳こぶしを受けて、ライアンはいすから転げ落ちる！

「大神官！」

「──何をする！　貴様！」

　傭兵たちの非ひ難なんの視線を受け──

「──手かげんはしといたぜ。

　このくらいはまあ、おとなしく受けときな」

　言ったのは──あたしではなくガウリイだった。
















　さすがに今のセリフは、彼も腹にすえかねたようである。

「……な……！　どういう……!?」

　頰ほおを押おさえて言うライアンを、あたしは見下ろし、

「二、三日前にここを訪おとずれ、解げ毒どくを頼たのんできたひとがいた。

　けどあなたは、いやがらせで治ち療りようを拒きよ否ひした。

　相手が、北のケレス大神官に雇われていた、というだけのつまんない理由で。

　彼女は──助からなかった。

　そしてその女性のことを、大切におもっていた人間がいた。

　つまりはそういうことよ。

　文もん句くがあるのなら、そのひとを生き返らせてでもみるのね。

　自覚はぜんっぜんないみたいだけど……あなたがやったことは間かん接せつ的てきな人殺しよ」

　あたしのことばに、傭よう兵へいたちの、兵士たちの、とがめるようなまなざしが、ライアン大神官に向けられる。

「──な──そんな──！

　ひとごろ……！

　ふ……ふざけるなっ！　失礼な！

　だ……第一私は、そんなこと……知らんっ！」

「とりつぎの傭兵は、はっきりあなたの名前を持ち出したわ。『ライアン大神官がこうおっしゃった』って」

「そ……それはっ……！

　何かの間ま違ちがいだっ！

　それにっ……！　だ……第一！

　そもそも私が、その女に毒を与あたえたわけじゃあないだろうがっ！

　狙ねらうなら、毒を与えた奴やつの方を狙えばいいではないかっ！」

「とっくに狙われて殺されたわ」

　さらりと言ったあたしのセリフに、今度こそライアンは、ことばを失い、凍こおりつく。

「近くで火事があったのは知ってるでしょ。

　そこで殺されたのよ。

　生きたまま、すこしずつ体を切り取られて。

　最後には炎ほのおの中にほうり込まれて、ね」

　ライアンのひざが、恐きよう怖ふに小さくふるえる。

　これくらいは──いい薬である。

「……し……しかし……！」

　すがるようなまなざしを、あたしの方に向けて言う。

「ということは……！　相手は一人なのだな！

　ブランを殺した連中ではないのだな！

　……それなら……！　これだけ護衛がいれば、おびえることも……」

「──火事の現場で殺されたのが、その、ブラン大神官を殺した奴らよ。

　となれば──どっちが強いかはわかるわね？」

「……ひ……！」

　彼は小さく息を呑のみ、

「……ま……護まもって……くれるのだろうな……！　もちろん……！

　わ……私は……！　いずれこの街を担になうことを神に約やく束そくされた人間なのだぞ……！

　まだ……！

　まだ死ぬわけにはいかん……！

　護ってくれるな……！　な……！」

「……神サマとやらが、そんな寝ねボケた約束したかどうかなんて、あたしの知ったこっちゃないわ」

　あたしは言う。

「あなたみたいな人間を護る義ぎ理りもない」

「──そんな……！」

「──けど、暴走している彼を止めたい、とは思ってるのよ。心から、ね。

　そのためには──結果として、あなたを護ることになる」

「……な……なんでもいい！

　とにかく、助けてくれるんだな！

　た……頼たのんだぞ！　くれぐれも頼んだぞ！」

「ならおとなしくして。じっとしてて」

「わ……！　わかった！」

　言ってライアンは、あわてていすに座すわりなおす。

　……このおっさん……このままおとなしくしていてくれればいいのだが……

　この建物の構造は、他の分院と同じはず。

　そしてルークは、北の分院で護衛をやっていた。

　となれば、建物の構造は熟じゆく知ちしていると考えた方がいいだろう。

　一方あたしとガウリイは、正直、建物の構造や位置関係は、いまいち把は握あくしきってはいない。

　もしもライアンが、へたに動き回れば、ルークにとって有利に働く。

　……さて問題は……そのルークがどこからどうしかけてくるか、である。

　部屋に窓はなく、出入り口は二つ。いずれもライアンの座っているところまでは、やや距きよ離りがある。

　東の神しん殿でんと同じテはもう通用しない。部屋も替えたし、ライアンは壁かべから離はなれた場所に座らせている。

　さきほどは、いきなりのことで対応が遅おくれたが、一度目にした以上、黒ダー霧クミ炎ストでの目くらましはもう通用しない。

　──となれば──ルークがこちらの不意を突つくつもりなら、来る方向は二つに一つ。

　すなわち。上からか、下からか。

「──この部屋の下に地下室はある？」

「…………？　いや……地下室は離れの方にしかないが……

　そちらに移った方がよいのか？」

「この部屋の上はどうなってるの？」

　無視してあたしはさらに問う。

「──え……あ……？

　神官たちの寝しん所じよになっているが……

　──そうか！

　相手は、上か、下から来る！

　そういうことだな！

　よし！

　ここの上の部屋に、護衛を集めさせよう！

　──おい！　そこの！

　中庭あたりで、ヒマそうにしてる見張りを五、六人連れて、上の部屋に向かえ！

　神官たちの寝室──五号室から七号室あたりだ！　わかったな！」

　そばにいた傭よう兵へいの一人が、ライアンからの命令を受けて部屋をあとにする。

　そして──

　部屋に静せい寂じやくの時が満ちた。

　ルークがしかけてくるのを、ただ待つだけの時間。

　時がひどく長く感じられる。

　にしても──遅おそい。

　別に、ルークが大神官を殺しに来るのを心待ちにしているわけではないが、東で遭あったルークの様子からすると、ここに直行してくるはず。

　それにしては、妙みように時間が経たちすぎている。

　あるいはすでに──この建物のどこかに侵しん入にゆうし、動く機会をうかがっているのか──

「……ほ……本当に……私を狙ねらっておるのか……!?」

　沈ちん黙もくと不安に耐たえられなくなったか、ライアンが不安の声を漏もらす。

「何かの間ま違ちがいではないのか……？

　私を狙うと見せかけて、東のフランシスあたりを狙っているとか……？」

「そう思うなら──

　護衛を解とく？」

「い──いやいや！　それは困こまる！」

　あわててかぶりを振ふるライアン。

「……それに……」

　あたしが言いかけたその時。

　こちらに近づく足音が廊ろう下かに響ひびいた。

「──き──来たのか!?」

　ライアンのおびえた声に、傭兵たちが色めき立つ。

　──が──

「ライアン大神官！」

　息せき切って部屋に飛び込んで来たのは、神官の一人だった。

「──どうした!?」

　思わず立ち上がるライアンの前に、神官は、転がるようにしゃがみ込み、

「……た……大変です！

　たった今……東の神しん殿でんから使いがあって……！

　フランシス大神官が、侵入してきた曲くせ者ものに殺さつ害がいされた、と……！」

「なにっ!?」

　ライアンは驚きよう愕がくの声を上げ──

「──知ってるわ」

　あたしの言ったことばに、部屋の中が凍こおりつく。

「フランシス大神官は、あたしたちの目の前で殺されたんだから。

　そして──彼は、大神官を殺したあとで、はっきりこう言ったのよ。

　今度は南だ──って。

　だから──あたしたちはここに来たのよ」

「……そ……そんな……！

　それじゃあ……！」

　彼が何やら言おうとしたその時。

　ごっ！

　──うあぁぁぁぁっ……！

　遠い振しん動どうといくつもの声が、どこかから響いた。

「──な──何だ!?」

「中庭の方で何かあったようです！」

　廊ろう下かにいた傭よう兵へいの一人が報告する。

「え……ええぃっ！　警備を全員……！」

「ストップ！」

　反はん射しや的てきに命令を下しかけたライアンに、あたしはすかさず待ったをかけた。

「……な……？」

「たぶん陽よう動どうよ！

　中庭で騒さわぎを起こして、そちらに注意と戦力をひきつけて、その間に、手て薄うすになったこっちを叩たたくつもりよ！」

「し……しかし相手は一人なのだろう!?」

「そんなもの、いくらでもやりようはあるわ！　たとえば石ゴー人レ形ムをつくって暴あばれさせるとかね！

　とにかく、うかつに動かないこと！」

「……大ビ当たンりゴ、だ。

　石ゴー人レ形ム、ってところまで、な。

　さすがにきっちり読まれてるよなぁ……」

　──びくんっ！

　聞こえた声に、あたしは思わず小さくふるえた。

　言うまでもない。その声の主は──

「何者……ぐっ!?」

　廊下の方で、傭兵の誰すい何かの声と、間を置かぬ呻うめき。

　そして──片方の出入り口から、彼が姿を現あらわした。

　抜ぬき身の剣を片手にぶら下げて。

　……ルーク……

「──よう──

　あんたがライアン大神官か。ぶち殺しに来てやったぜ」




　瞬しゆん間かん──影かげが室内を疾はしる。

　ガウリイ！

　一気にルークとの間を詰つめて、剣を抜き、構かまえて、彼の前へと立ちはだかる！

　うまいっ！　ルークは廊下から姿を現したばかり！　この位置では、ガウリイをよけて部屋の中に入るのはまず不ふ可か能のう！

「──もうよせ！」

「……やっぱり来ちまったかよ……

　こりゃあ……なかなか困こまったよな。

　あんたらをどうにかするつもりはねえし……」

　言いながら剣をかまえ──ガウリイと対たい峙じする！

「剣と剣とのまともな戦いじゃあ、あんたにかないっこはねぇし、な」

　その顔に、自じ嘲ちようめいた苦く笑しようを浮うかべて。

「──っひぃぃぃぃぃぃっ！」

　悲鳴を上げるライアンの前に、あたしはカバーに入り、

「あなたの気持ちはわかる──なんて安っぽいことは言わないわ！

　けど！

　あなたがこれ以上ムチャやるのは、ほうっとけないのよ！」

「……すまねぇなぁ……あんたらには迷めい惑わくかけちまってよ……

　けど……もう……

　止まらねえんだ……」

　言ってルークは、視し線せんをガウリイに向ける。

　わかっているはずだ。ルークには。

　剣けん技ぎでは、ガウリイには勝てないことを。

　技わざだけではない。それぞれが手にしている剣の質が、致ち命めい的てきに違ちがう。

　ルークが持っているのは、呪じゆ文もんを一時的に蓄ちく積せきできる、という、面おも白しろい機き能のうを持った魔力剣で、切れ味もそれなりのものがある。

　一方──

　ガウリイが手にしているのは、伝説にすらその名を残す斬ブラ妖スト・剣ソード。もともとは、本気で見み境さかいなしの切れ味をしていたせいで、今はわざと呪文で切れ味を抑おさえている──それほどの業わざ物ものである。

　もしもその二本の剣が、まともにぶつかり合ったなら、まず間違いなくルークの剣は斬きり飛ばされるだろう。

　それも承知の上のはずで──しかしルークは退ひく気け配はいを見せてはいない。

　たとえ敗やぶれても、あくまでも意地を通すつもりか、それとも何か策さくがあるのか──

「──行くぜっ！」

　吠ほえてルークが剣をくり出す！

　応こたえてガウリイの剣が閃ひらめいた！

　二すじのきらめきが、交こう差さしようとしたその瞬しゆん間かん！

　ごぅっ！

　風の唸うなりがガウリイの刃やいばを泳およがせた！

　ルークは剣に、強風の呪文をまとわりつかせていたかっ!?

　いつものガウリイの剣技なら、渦うず巻まくその烈れつ風ぷうさえ切り裂さいただろう。

　しかし、あくまでルークを『止める』ことを目もく的てきとしたガウリイの剣には、いつもの鋭するどさが欠けていたようである。

「──くっ！」

　しかしガウリイは、流れた剣のいきおいをも利用してふたたび斬りつける！

　狙ねらいはルークが手にした剣！

　斬り飛ばして戦せん闘とう力りよくを奪うばうつもりである！

　──が！

　ごぅおっ！

　ふたたび響ひびいた風の唸りに、ガウリイの刃がまたまた流される！

　その間に一歩踏ふみ出すルーク！

　間合いを合わせて、ガウリイがわずかに後退する！

　──違う！

　あたしは愕がく然ぜんと気がついた。

　ガウリイの剣がにぶっているわけではない！

　ルークが刃にまとわりつかせている風の威い力りよくが、普ふ通つうではないのだ！

　でなければ、ガウリイが、一度ならず二度までも、剣を流されるはずはない！

　こちらにガウリイがいることを知り、剣を攻こう撃げきに使うのではなく、防ぼう御ぎよに使うことに専念させたか！

　──となれば──

　あたしは彼の、次の行動を予測して、口の中で呪じゆ文もんを唱える。

　これ以上退さがるわけにはいかないガウリイが、三たび、四たびと剣をくり出すが、それをルークの剣が受ける。

　ガウリイのウデなら、剣をとり巻く風の方向を読み、それをかいくぐって剣の本体を攻こう撃げきする、ということもできただろう。ただし──相手が並の剣士ならば、の話だが。

　ガウリイには及およばぬとはいえ、ルークは決して並ではない。守りに徹てつし、ガウリイの剣を、自分の剣が纏まとった風でからめるように受けている。

　──あらためて見ると、さすがに──やる！

　そして。

　何度めかに、ガウリイの剣をルークの風がからめ取り──

「──はじけろっ！」

　ルークが吠ほえたその刹せつ那な！




　ごうっ！




　その剣にたくわえられた烈れつ風ぷうが、一気に解放され、吹ふきつける！

「────！」

　まともに受ければ、完全に体勢を崩くずす。しかたなくガウリイは、風に乗るように後ろに跳とぶ。

　同時にルークが地を蹴けった！

　ガウリイとの間合いが開いたこの瞬しゆん間かん、間を抜ぬけて、ライアンに一気に迫せまろう、という策さくである！

　しかしっ！　こっちもそれは読んでいる！

　あたしはすかさず、唱となえた呪文を解とき放はなつ！

「魔デイム風・ウイン！」

　ぐごぅっ！

　あたしの放った烈風が、退さがりつつあったガウリイの背をおしとどめた！

　ガウリイとルークの間合いがふたたび詰つまる！

「──なにっ!?」

　ルークの驚きよう愕がくの声に──

「おおおおおおっ！」

　ガウリイの雄お叫たけびが重なり──

　──っきぃんっ！

　硬かたい音を立て、ルークの剣が床ゆかへと転げ落ちた！

　はじき飛ばされたのではない。まともにガウリイの斬ブラ妖スト・剣ソードを受ければ、自分の剣が斬きり飛ばされることを知っている彼は、剣と剣とがぶつかったその瞬間、自ら剣を手放したのだ。

　ガウリイの一いち撃げきも、不完全な体たい勢せいから放ったためか、ルークの剣を断たち切るまでには至いたっていない。

「──くっ！」

　不利と見て、廊ろう下かへと身を退ひくルーク。

　ここで逃にがすわけにはいかない！　逃がせば彼は、時をあらためて、ふたたびライアンを狙ねらってくるだろう。

　それでは──意味がないのだ。

　なんとかして完全に、彼の憎ぞう悪おを断ち切らなければ──

　どうすればいいかは、わからない。

　しかし少なくとも、話をすることは必要である。

「ガウリイ！　追って！」

　言ってあたしもダッシュをかける。

　ガウリイも、廊下に向かって床ゆかを蹴けり──

　その瞬しゆん間かん。

　ぶぁっ！

　ルークが駆かけ込んだ廊下を闇やみが埋うめる！

　黒ダー霧クミ炎スト！

　反射的に、一瞬ガウリイの足が止まった。

　そしていきなり。




　ごうっ！




　その闇の向こうから、天井を這はって炎ほのおがおし寄せた！

『うわぁぁぁぁっ!?』

　傭よう兵へいたちが驚きよう愕がくの声を上げる。

　炎は天てん井じようを舐なめただけ。おそらく黒ダー霧クミ炎ストの向こうから、こちらの動きを牽けん制せいするために、天井に、火か炎えん系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんを放つか何かしたのだろう。

　だが──こんなことでひるむつもりはないっ！

　かまわずあたしは、廊下にひろがる闇の中へと突つっ込んだ！

　数歩と行かぬうち、あたしは闇を抜ぬけ、廊下へと出て──

　そこで思わず足を止めた。

　廊下のあちこちには、壁かべの燭しよく台だいに魔ま法ほうの明りが灯ともされているのだが──

　その廊下のすこし先を、黒ダー霧クミ炎ストの闇がふたたび埋うめていたのだ。

「──リナ！」

　一瞬遅おくれて、後ろの闇から、ガウリイが姿を現す。

　見つめあい、うなずいてふたたびダッシュ。第二の黒い霧をつき抜け──その向こうには第三の闇。

　──えぇいっ！　しつこいっ！

　今度はスピードをゆるめずに、第三の闇も突とつ破ぱする。

　その先は十字路。正面の廊下に第四の闇。

　──疑念が頭をかすめた。

「ストップ！」

　言ってあたしは足を止めた。

　──黒ダー霧クミ炎ストの目くらまし……二度目までなら、まあ、わかる。

　しかし、三度目となると、あたしたちに通用しないことは、ルークならわかっているはずである。

　しかも四度目──今見えているものに至いたっては、わざわざ四つ角の向こうに展開している。

　いかにもこれでは『こっちに逃にげた』と言わんばかりである。

　本気でこちらを撒まこうと思うなら、四つ角のところに黒ダー霧クミ炎ストをかけ、自分は横へと曲まがった方が効果的なのは言うまでもない。

　にもかかわらず、こういうことをするというのは……

　誤ミス誘リー導ドをしたがっているのか、それともその裏をかき、ミスリードと思わせ、そちらに逃げているのか……

　──あるいはまさかっ!?

「戻もどるわよ！　ガウリイ！」

　言ってあたしはきびすを返し、たった今、抜ぬけてきたばかりの闇やみへと向かう！

「おうっ！」

　応こたえてついて来るガウリイ。

　突破したのと同じ数だけ闇を抜け──

『──うわぁぁぁっ!?』

　いきなり飛び出てきたあたしたちにおどろいて、傭よう兵へいたちが声を上げる。

「落ち着いて！」

　叱しつ咤たして、部屋の中をざっと見み渡わたす。

　中央のいすには──誰も座すわってはいなかった。

「大神官は!?」

「……ご……護衛を何人か連れて、もう片方の通路に逃げました」

　問われて傭兵の一人が答える。

　──しまったっ！

　あたしはここに至いたって、ようやく、ルークの策さくに気づいたのだった。

　さきほど天てん井じようを這はわせた炎ほのお、あれはあたしとガウリイの動きを封ふうじるためのものではなかった。

　恐きよう怖ふに駆かられたライアンを、この部屋からいぶり出すためのものだったのだ。

　同時に、退たい却きやくすると見せかけて、あたしたちを一方の通路におびき寄せる。

　そして、あたしたちが黒ダー霧クミ炎ストの目くらましにもたついている間に、別の道からもう一方の通路に先回りをして、ライアンを直接狙ねらうつもりなのだ。

　東の分院からここへ来るのに、しばし時間を置いたのも、あたしたちに事情を説明させて、ライアンの中で恐怖を拡かく大だいさせるためだったのではないだろうか。

　あたしとガウリイ、二人はダッシュで部屋をつっ切り、もう片方の出入り口へと向かう。

　その時──




　ごぅんっ！




　そちらの通路の向こう端はし──その天井が、轟ごう音おんとともに崩くずれ落ちた！

「……よ……よせぇぇぇぇぇっ！」

　破は砕さい音おんの余よ韻いんに、ライアン大神官の悲鳴が重かさなる！

　──まずいっ！

　二人はかまわず通路の奥おくへ。たちこめる土ぼこりはまだおさまってはいないが、気にしている場合ではない。

　床ゆかにわだかまったがれきの山を踏ふみのぼる。

　──ライアンの護衛について行ったのだろう。あたりには、四、五人ほどの兵士や傭兵が倒たおれていた。

　しかしあたりにルークとライアンの姿はない。

　──どこだっ!?

　気け配はいを探さぐれば、離はなれた場所から届く、人々のざわめきと戦いの音。

　──これか!?　いや、違ちがう！　これは中庭の──

「──がっ…………！」

　遠いざわめきに混じって遠く聞こえたのは、間違いない、ライアン大神官の声！

「──こっちだ！」

　言って駆かけ出すガウリイ！

　あとにあたしもついてゆく！

　廊ろう下かを抜ぬけ、角を曲がり──

　方角からすると──裏庭の方へと向かっている。

　普ふ通つうなら、このあたりにも警護の兵たちがいるのだろうが、中庭の方にでも駆けつけているのか、姿は見えない。

　さらに廊下を駆け抜けて──

　だんっ！

　半開きになったままの扉とびらを、ほとんど体当たりでもするかのようにぶち開ける！

　──そこは、夜気が支し配はいする空間だった。

　あちこちに立った庭てい灯とうが、あえかな魔ま法ほうの明りをあたりに投げかける。

　刈かり込まれ、手入れの行き届いた庭木。

　影かげと化したブロンズ像。

　中庭の方からは、いまだに戦いの音が聞こえている。

　やはり警備の兵たちは、大半がそちらにまわったらしく、ここにいるのは──もはや地に伏ふした数人のみ。

　そして。

　ルークはその中に、静かに佇たたずんでいた。

「──よく──わからねえよな──」

　ルークは静かな声で言う。

　足あし下もとにわだかまる黒い塊かたまり──

　ライアン大神官を見下ろして。

　……っ……！

「──人間ってよ……

　……やたらしぶとくできてる、って思える時があるくせに……

　やたらあっさり死んだりしやがる……」

　──止められ──なかった……

　あたしは奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「……魔ま族ぞくたちと戦ってよ……

　もう絶対ダメだ、って思った時が何回あったか……

　けどそのたびに、俺たちはなんとか生き残って──勝ち抜いてきた……

　……そのはずなのに……

　ゾードなんて、二流野や郎ろうに、ミリーナは……

　……信じられねえよな……実際……

　変だよな……本当……」

「……ルーク……」

「……こいつもあっさり死んじまった……

　わめき散ちらされるのがいやなんでな……声せい帯たいをかっ切ってやったんだ……

　ちゃんと血管はよけて、死なないように、だぜ……

　ところがショックで……ぽっくり、だ。

　こいつはもっと……苦くるしめてやるつもりだったのによ……」

「……ルーク……」

「──だめなんだ……まだだめなんだ……」

「──え？」

　ルークのことばに、あたしの背すじが凍こおりつく。

　そのうちに潜ひそむ──いまだ消えやらぬ憎ぞう悪おを感じて。

「……こいつを殺ころせば全部が終わる……

　これで全部ケリはつく……

　そうなればもう……あとは、捕つかまろうが殺されようが、かまやしねぇ……

　どうでもいい……どうせもうミリーナはいなくなっちまったんだから、って……

　そう思ってた……

　けど……違ちがうんだ……

　あとからあとから……心の奥おくからふき出して来るんだ……！

　黒い言葉が……！　胸いっぱいに……！

　……まだだ……って……

　ケレスや、あいつの部下が、もっとちゃんと呪じゆ文もんを使えたら……！　復リザレ活クシヨンとかの呪文が使えたら、ミリーナは助かったんじゃないか、って……！」

「──ルーク！」

　あたしは声を上げた。

　たしかにケレス大神官も、そして彼のそばにいた魔ま法ほう医いたちも、ミリーナの受けた毒を完全に消すこともできなかった。復リザレ活クシヨンの呪文を使える者もいなかった。

　──しかしゾードの使った毒は、並の解げ毒どく呪文では解毒できないようにつくられたものだった上、あたしたちが北の分院に着いた時には、毒はミリーナの体じゅうにまわり、彼女の体力は尽つきかけていた。

　──たしかに、完全に毒を消すことができたなら、あるいは彼女は持ちなおしたかもしれない。

　復リザレ活クシヨン──あたりのものから活力をすこしずつ分けてもらう術を使える者がいたならば、体力をとり戻もどした彼女は、体内に残った毒と戦い、うち勝つこともできたかもしれない。
















　……だがそれは……

「わかってるよ！

　やつあたりだ、ってことは！　いいがかりだ、ってことも！

　頭じゃあ、そんなことわかってるんだよ！

　けどよ……！

　けど、心がどうしても……！

　納なつ得とくしてくれねえんだよ！」

「いいかげんにしろ！　ルーク！」

「……今度は北だ……」

　ガウリイの声もルークの心には届とどかない。

「ダメよルーク！

　あんたの心の中にある憎も悪のは、こんなことを続ければ続けるだけ、どんどんひろがってくのよ！

　もしもケレス大神官を殺したら……次はあたしたちを恨うらむ。あたしたちを殺したとしても、次は別の誰かを恨む。

　そして最さい期ごの最期には、自分自身をも恨む！

　憎そんな悪こころに身をゆだねるのなら、たとえこの街ぜんぶを消し去っても、あなたの心は満たされないわ！」

「……なら……

　あんたたちならどうなんだ……？

　──この気持ちをおさえろ──

　言うのは簡かん単たんだけどよ……

　もしも俺と同じになったらどうだ？

　もしも自分の連れが、どこかの馬ば鹿かにぶち殺されたら……

　憎にくしみを捨すてろ、と言われて、捨てられるか？

　不ふ毛もうだからやめろ、と言われて、わかりました、とやめられるかい？」

「…………………………！」

　ルークの問いに答える術すべを、あたしは持ってはいなかった。

　ゆっくりと。

　ルークがきびすを返す。

「……最後だ……！

　次こそが最後だ……！」

「ルーク！」

　あたしの呼びかけに──

　呪じゆ文もんを解き放つ、ルークの声が重なった。

　そしてルークは宙を舞まう。

　北へ──ケレス大神官のもとへ。











　　　四、ひとびとの　心にひそむ　闇やみの色









「──来るのですか──彼が──」

　あたしの話を聞き終えて──ケレス大神官は、暗いまなざしでつぶやいた。

　水アク竜アロ王ードの神しん殿でん──ケレスの私室でのことである。

　南の神殿でルークが去さったあと。

　中庭の方では、まださわぎが続いていたようだったが、それは現場の兵士たちに任せることにして、あたしとガウリイはいそいでルークのあとを追った──いや、追おうとした。

　しかし──増ブー幅ストつきの飛ひ行こう呪じゆ文もんで、あたしたちが空に飛び上がった時には、一体どこに身を隠かくしたのか、あたりにルークの姿はなかった。

　そこでしかたなく、あたしたちはここの神殿に直行し──ケレス大神官に事情を説明したのである。

　ケレスが狙ねらわれていることも含ふくめて。

「……彼は……暴ぼう走そうしています……

　そして同時に──そんな自分を止めてもらいたがっています。

　あたしたちより先に出発し……そして、まだ到とう着ちやくしていないのが、そのことを示しめしています。

　なんとしても──

　止めます。彼を」

「──わかりました──」

　ケレスはこっくりうなずいた。

「私も、できうるかぎりのお手伝いはさせていただきます」

「──お願いします──」

　言ってあたしは頭を下げる。

「で、警備の場所なんですが……」

「それに関してはお願いがあります」

　あたしのことばを遮さえぎり、彼は言う。

「場所は──礼れい拝はい堂どうでお願いしたいのですが」

「礼拝堂……ですか？」

　その提てい案あんにあたしは眉まゆをひそめた。

　警護をするのに適てきした場所といえば、襲しゆう撃げき者しやに不意を突つかれにくく、脱だつ出しゆつが容よう易いにできる場所、というのが望ましい。

　くわえて、戦いになる可能性を考えるなら、ある程度の広さがある方がいい。

　礼拝堂──というのは、たしかに広さの点では文もん句くない。

　こちらの護衛を、ある程度集中させることもできる。

　……が……礼そ拝　堂こには、いくつもの柱はしらやら、参さん拝ぱい者しや用の長いすに祭さい壇だん、などなど、いくつもの障しよう害がい物ぶつがある。

　それらは、身を隠かくして近づく側の有利に働く。

　天てん井じようなどのステンドグラスをぶち破やぶっての奇き襲しゆう、というのも考えられる。

　つまり早い話が、護衛をするのに、最適な場所とは言い難がたいのだ。

「……うーん……」

　むずかしい顔をするあたしを、ケレスは、ひた、とまっ正しよう面めんから見つめて、

「お願いします。

　──私の居い場ば所しよは、あの場所にこそあるような気がするんです。

　……たとえ……結果がどう出ようとも……」

　──それは、自らの死をも覚かく悟ごした言こと葉ば。

　そうとまで言われては、もはや反対のしようもない。

「……わかりました……」

　あたしはうなずくしかなかった。

「……じゃあ、護衛のみんなを──」

「──それに関しても──提案があります」

　ふたたびあたしのことばを遮さえぎり──

　彼の出した案は、まさに常じよう識しき外はずれのものだった。




　──壁かべや柱にとりつけられた、乙おと女めの姿を模もした燭しよく台だいには、魔ま法ほうの明りが皓こう々こうと灯ともり、広い空間を照てらし出していた。

　横四列に並ぶ長いすの間を、エメラルド・グリーンの紋もん様ようが描えがかれた蒼あおいじゅうたんが延のびている。

　まん中の広い通路が延びる先には、水アク竜アロ王ードを祀まつる祭壇。

　その祭壇に、ケレス大神官はいた。

　彼の両脇わきをかためるように、右にはガウリイ、そして左にはあたし。

　礼拝堂にいるのはそれだけだった。

　ほかの傭よう兵へいたちや兵士たちは、分院の奥おく。

　──護衛はあたしとガウリイの二人のみ──

　それが、ケレス大神官自身が出した、ムチャな案あんだった。

　むろんあたしは反対した。いくらなんでも無む防ぼう備びすぎる、と。

　しかし、彼は言った。

　このことは、私たちだけで決着をつけなければならないことなのだ。傭兵たちは巻き込めない、と。

　──まあ、たしかに──

　言っちゃあ悪いがひと山いくらの兵士や傭兵たちが、あたりにたむろしていたとしても、ルークを止められるとは思えない。

　いや、それどころか、事情を知らない連中が横からルークにちょっかいをかければ、話し合う機会を奪うばわれることにもなる。

　ならばいっそ、こういう形を取ってもいいのではないか──ということである。

　……結局あたしとガウリイは、その案を承しよう諾だくした。

　──とはいえむろんこんな案、傭兵たちはともかく、正せい規きの兵や神官たちが、納なつ得とくしてくれるわけはない。

　そこで、奥の一室に『ケレス大神官からの訓くん辞じがある』とウソをついて一同を集めてから、あたしの眠スリーりピングの呪じゆ文もんでおやすみいただいたのだ。

　これで、少々さわいだところでジャマは入らないはずである。

「……わかってるわねガウリイ……」

「……ああ……

　退ひいてくれないなら……本気でやれ、ってことだろ……」

　あたしの問いに、ガウリイは、硬かたい表情でうなずいた。

　──今までは──フランシス大神官とライアン大神官に関しては、あたしたち二人も心しん情じよう的てきには、むしろルークに近しい部分さえあった。

　しかし今回は──違ちがう。

　だからこそ。

　たとえルークを傷つけることになったとしても、止めなければならない。

　──思えば南での対決は、あたしたちとルークは、無意識のうちに、相手を傷つけない、相手も自分たちを傷つけない、という前ぜん提ていのうえで戦っていた。

　そして結果……ライアン大神官は殺されたのだ。

　だが今回は──

「──止める。絶対に」

　あたしは小さくつぶやいた。

　そして、それを待っていたかのように──

　足音が──響ひびいた。

　遠く──そしてすこしずつ近く──

　……っぎぃぃぃぃぃぃ……

　重い音を立て、礼れい拝はい堂どうの扉とびらが開く。

「──よぉ……待たせたな……」

　灯ともる魔ま法ほうの明りに照らされ、彼は言う。

　変わらぬ静しずかな表情で。

　──ルーク──

「途と中ちゆうでちょいと──南の方に、剣を拾いに戻もどっててよ……

　──けどこいつぁなかなか……気の利きいたお出で迎むかえだな」

「よけいな邪じや魔まは……入らない方がいいでしょ」

「ああ……確かにな……」

「……もう……止やめにしない？」

「そのつもりさ。

　これで──最後だ」

「……ルーク……」

　あたしはため息混まじりに言った。

「……ミリーナは……

　あなたに何て言ってたの……？」

「──っ……！」

　あたしのことばに、ルークは視線をそらし、唇くちびるを嚙かみしめる。

「……あたしたちを部屋から出して……

　二人っきりになったあのあと……

　何か言ったんでしょ？　ミリーナは、あなたに。

　……わたしのかたきを討うってくれ、って言ったの？　大神官たちを皆みな殺ごろしにしてくれ、って……？

　──それとも──」

「ミリーナが何を言ったかは関係ねえ！」

　ことばを遮さえぎり、ルークは言った。

　まるで、悲ひ鳴めいでも上げるかのように。

「……こいつぁ……！　俺おれの心の問題なんだ！

　俺が納なつ得とくするかどうか……！

　それが問題なんだよ！」

　……はぅ……

　言ってから、ルークは大きく息をつき、

「……言葉は……

　いくら並ならべられてももう無む駄だだ……

　──なあ──シンプルに行こうぜ──

　要は、あんたらが、俺を止められるか──否いなか、だ」

「……わかったわ……」

　しかたなくあたしはうなずいた。

　わかっているのだ。間ま違ちがっていることは。ルーク自身も。

　ただ──心からふき出す憎ぞう悪おが止められない。

　なんとかする方法はたぶん一つだけ──

　あたしとガウリイが、彼を止めること。

「今度は……止めてみせるわ。

　手かげんは……あまりできないわよ」

　苦く笑しようを浮うかべて言うあたしに──

「わかってる。

　ただしこっちも──いきおいで、そっちの腕うでの一本や二本は持ってっちまうかもしれねえけどな」

　ルークもまた、苦笑で返し、剣を抜ぬく。

　そして。

　魔法の明りに照てらされた、ステンドグラスの聖せい者じやたちが見守る中、あたしたちとルークは対たい峙じした。




　──たんっ！

　ルークが床ゆかを蹴ける！

　長いすの間を突つっ走り、まっすぐこちらへと向かって来る！

　──ずいっ……

　ケレス大神官をかばうように、ガウリイが祭さい壇だんの前へと進み出て剣を抜き放つ。

　そしてあたしは、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。

　ルークとこちらの間合いが詰つまり──

「獄アビ炎スフ招レア！」

　ルークが、あたしも知らない呪文を解き放つ！

　刹せつ那な！




　ごうっ！




　彼の進む目の前のじゅうたんが炎えん上じようする！

　炎ほのおはルークの姿を隠かくし、見る間にじゅうたんを舐なめ、こちらに向かって進み来る！

　その先には剣を構かまえたガウリイ！

　しかし！

　ルークが呪文で牽けん制せいしてくることは予想している！

「魔デイム風・ウイン！」

　あたしは唱えた強風の呪文を、迫せまり来る炎に向かって解き放つ！

　しかし──炎は揺ゆらぎもしない！

　魔ま力りよくの炎か!?

　向こうも、あたしが風の呪文で術の迎げい撃げきをかけると読んで、それでは防ふせげない、魔力の炎を使ったか！

　しかしそれならばっ！

「ガウリイ！　斬きって！」

「おうっ！」

　普ふ通つうなら、無む理り難なん題だいとしか聞こえないあたしのリクエストに応こたえ、引きつけた炎の波を、ガウリイが、手にした剣で薙なぎ払はらう！

　剣に断たれて、炎が分かたれ、ちぎれ舞まう！

　魔をも斬る剣、斬ブラ妖スト・剣ソード。ならば魔力の炎も斬れるはず。あたしはそう考えたのだ。

　だが同時に、斬られ、消えゆく炎の奥おくからルークが飛び出した！

　右手の剣を、ガウリイに向かってふり下ろす！

「──っ！」

　刃やいばを返し、受けるガウリイ。

　刹那、ガウリイの剣先がブレる。

　ルークはまたまた、剣に烈れつ風ぷうの渦うずをまとわりつかせているのだ。

　──だが！

「おおおおおっ！」

　──っきぃぃぃぃぃんっ！

　ガウリイのおたけびとともに、ルークの剣が斬れ飛んだ！

　不ふ可か視しの風の流れを読み切って、その流れにそって刃を走らせ、剣の本体を断ち切ったのだ。

　──やった！

　思った瞬しゆん間かん。

　ルークの左手が動く。

　そこにはもうひとふりの剣！

「はじけろっ！」




　ぐごぅっ！




　ルークの声に、そちらの剣にもまとわりついていた烈風が解き放たれる！

「──っ！」

　ガウリイの体が風に流される！

　ルークはそちらにはもうかまわず、右手の剣をほうり捨すて、祭さい壇だんへと向かう！

　ケレス大神官の方へ！

　しかしまだ──あたしがいるっ！

　あたしは大神官に駆かけ寄り、手を取ると、口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、こちらへと引き寄せた。

　たむっ！

　祭壇を蹴けり、こちらに向かって宙ちゆうを蹴けるルーク！

　そこに、体勢をたてなおしたガウリイが割って入る！

　しかし！

「魔デイム風・ウイン！」

　ごうっ！

　ルークが烈れつ風ぷうの呪文を、下に向かって解き放つ！

「────!?」

　風はガウリイをよろめかせ、ルークの落らつ下か軌き道どうを変える。

　着地と同時に、ルークは右手で、腰こしの後ろから黒い短ダ剣ガーを抜ぬき放つ。

　切っ先をガウリイの方へと向けて──

「闇やみよ抱いだけ！」

　こうっ！

　生まれた黒い霧きりが、ガウリイのいるあたりに生まれ出る！

　黒ダー霧クミ炎スト!?

　二本目の剣のことといい、今の短ダ剣ガーのことといい──

　間ま違ちがいない、ルークは道具に呪文を蓄たくわえる術すべを知っている！

　そんなことができるのか!?

　ルークは前に、裏の世界で生きていたことがある──そう言っていた。その時身につけた技術か!?

　ガウリイは反射的に跳とび退さがり、間合いを開けた。

　その間にルークは、こちらへと向かって突つっ込んで来る！

　だが！

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　あたしが呪文を解き放ち、あたしとケレス大神官は、風の結界で包まれ、宙に舞まう！

　呪タリス符マンを使って呪文は増ブー幅ストしている。こうなればもはや、こちらをとり巻く風の結界は、なまはんかなことでは破やぶれない。

　コントロールのむずかしい術だが、この礼れい拝はい堂どうならば、これで飛び回る程度のスペースはある。

　あたしは一いつ旦たん礼れい拝はい堂どうの奥おくまで飛んでからＵターン。そのまままっすぐ、ルークに向かってぶちかましをかける！

　ルークはよけない！　ただ、剣をさやへと戻もどし、空あいた左手をつき出したのみ！

　まさか──！　この風の結界をうち破れるとでもいうのか!?　それとも単なるハッタリか!?

　──ハッタリと読んだっ！

　あたしはかまわず、そのままルークに向かって突っ込む！

　接せつ触しよくしたその瞬しゆん間かん。

　ルークの口が動く！

　風が歪ゆがんだ！

　──な……！

　とり巻く風の結界がゆらぎ、あたしたちの周しゆう囲いで激しく乱れ、はじけ散る！

　どざざざざぁっ！

　結界を失い、あたしと大神官は、大地に落ちて床ゆかを転がる！

　しかしルークも今の衝しよう突とつで、まともに吹ふっ飛ばされていた。

　──そうか……！

　あたしは理解した。ルークが今、一体何をやったのか。

　ルークは、左手が風の結界と接触した瞬間、何かの風の呪じゆ文もんを唱えたのだ。

　そして風の結界に、あたしとルーク、二人の力が干かん渉しようすることになった。

　干渉力は、増ブー幅ストをかけたあたしの方がはるかに高かったはずである。しかしもともとコントロールがむずかしく、不安定なこの術は、別の干渉──すなわちルークの呪文を受けて、結界のバランスが崩くずれて崩ほう壊かいしたのである。

　術の特とく性せいを把は握あくして結界を破るとは──さすがにやるっ！

　ケレス大神官とともに、なんとかあたしは立ち上がる。着地──もとい。墜つい落らくのショックで、体のあちこちが痛いが、悠ゆう長ちように痛がっているヒマはない。

　ルークも一いつ旦たんふっ飛んだものの、ふたたび身を起こそうとしている。

　そこに、後ろからガウリイが突っ込んでゆく！

「──恨うらむなよ！」

　叫さけんで剣を一いつ閃せん！

「恨まねえよ！」

　言ってルークは別の短ダ剣ガーを抜ぬき放ち、刀とう身しんにたくわえておいた風を解き放つ！

　これでまたまたガウリイを吹っ飛ばそうということか!?

　だが！

　全力突とつ撃げきのその途と中ちゆうで、ガウリイはいきなり横に跳とび、向かい来る風の流れから身をかわす！

　その着地地点へと向かって、ルークがその短ダ剣ガーを投げ放つ！

　これはさすがにかわせない。仕方なくガウリイは、向かい来る短ダ剣ガーを剣でうち払はらう！

　瞬しゆん間かん！

　両手をバネに、ルークが跳んだ！

　ガウリイの方に向かって！

「──なにっ!?」

　一瞬ガウリイにためらいが生まれる。それが倒たおすべき敵ならば、ガウリイは、間ま違ちがいなく彼を、虚こ空くうで両りよう断だんしていただろう。

　しかしルークは止めるべき相手。

　一瞬の迷いが反応の遅おくれを生む。

　どっ！

「──ぐっ!?」

　そしてルークのつま先が、ガウリイの腹にめり込んだ！

　よろめくガウリイ。着地するルーク。

　ルークは着地と同時に床ゆかを蹴けり、ガウリイの方には見向きもせずに、あたしたちに向かってダッシュする！

　呪じゆ文もんを唱えている時間はない！

　あたしの剣けん技ぎでルークを止められるか!?

　答えはノー！

　ならば取るべき手段は一つ！

「こっちへ！」

　言ってあたしは、ケレスの手を引き走りだす。

　口の中で呪文を唱えつつ。

　位置は礼れい拝はい堂どうの隅すみの方。移動してルークと距きよ離りをあけるには、奥おくへの通路に逃にげ込むしかない。

　あたしは迷わず通路へと駆かけ込む。

　これでなんとか時間をかせぎ、あたしの呪文が完成するか、ガウリイがルークに追いつくのを待つかするしかない！

　むろんルークはついて来る。間はすこしずつ、縮ちぢまりつつあった。

　ルークが何かの呪文を唱え──

　それより早く、あたしの呪文が完成した！

　片手を横の壁かべにつき、唱えた呪文を解き放つ！

「氷ヴア結ン・蔦レイル！」

　その手を起き点てんに氷のツタが壁を這はう！

　これに触ふれれば相手はその場で氷づけ。凍とう傷しようぐらいは起こすだろうがしかたない！

　氷のツタがルークの足もとへと迫せまり──

　──たむっ！

　瞬間、ルークが地を蹴った。

　ジャンプしたその瞬間！

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　空中で、高速飛行の術を解き放つ！

　氷のツタはルークを見失い、そのまま壁にそって、追つい撃げきをかけていたガウリイに向かう！

　しかしむろんガウリイも、こんなものをまともに食らいはしない。

「──はぁっ！」

　斬ブラ妖スト・剣ソードの一いつ閃せんで、迫り来るツタのことごとくを薙なぎ散らす！

　そしてルークは背後から、あたしたちに向かってぶちかましをかけてくる！

　受けてたまるかそんなもんっ！

　とっさにあたしは床ゆかに身を伏ふせ、ケレス大神官を引きずり倒たおす！

　これでルークは、あたしたちの頭上をす通りして、通路の奥へと一人突とつ進しん──

　するはずだったのだが──

　ケレス大神官を引きずり倒すタイミングがわずかに遅おくれた！

　儀ぎ式しき用のローブが風の結界に巻き込まれて引きずられる！

　むろん、しがみついていたあたしといっしょに！

『わぁあああぁぁぁっ!?』

　そのまま通路の出口まで引きずられる！

　しかし、これが計算違ちがいだったのはルークにしても同じこと！　不安定なこの術に、予定外の人間二人をいきなりひっかけて引きずったのだ。通路を抜ぬけたそのとたん、まともにバランスを崩くずして墜つい落らくする！

　この間にあたしはケレスの手を引いて、横手の廊ろう下かに駆かけ込んだ。

　後ろにルークのついてくる気け配はい。

　あたしは呪じゆ文もんを唱えつつ、やや細めの通路を見つけだし、そちらの方に進路を変える。

　氷ヴア結ン・蔦レイルは飛んで身をかわされたが、こういうのならどうだっ!?

　あたしは後ろに向かって呪文を放つ！

「氷フリー結ズ・ブ弾リツド！」

　──っきぃぃぃぃんっ！

　あたしの放った冷気の呪文は、すぐ後ろの壁かべにぶつかり、凍こおりつき、通路の半なかば以上を氷に閉ざす！
















　これで足止めができるはず！　その間にガウリイが追いついてくれれば──

　あたしは肩かた越ごしにふり向いて──

　──きききききききぃぃんっ！

　刹せつ那な。

　硬かたい音とともに、あたしの張はった氷は無数に斬きり砕くだかれて、ぼとぼと床へと転がり落ちた。

　──うそっ!?　あの氷を斬った!?

　普ふ通つうサイズの剣をぶん回すことさえままならないような、狭せまいこの通路で、氷の塊かたまりを断ち切るなどと──

　さては火か炎えんの攻こう撃げき呪じゆ文もんをチャージした剣でも用意していたか！

　だが、剣をふるうわずかな時間に、ガウリイが後ろからルークへと迫せまる！

「ルゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥク！」

　ふり向き、足もとの氷をガウリイに向かって蹴けり飛ばすルーク。

　斬り砕かれたとはいえど、中には拳こぶしほどの大きさをしたものもある。こんなものが当たればさすがにただではすまない。

　狭い通路では、身をかわすことはままならない。ガウリイは剣を小さく振ふって、飛び来きたる氷のうち、大きな塊だけをたたき落とす！

　その瞬しゆん間かん──

　ぎんっ！

　ガウリイが手にした斬ブラ妖スト・剣ソードを核かくに氷が生まれ出る！

「！」

　あわてて剣から手を離はなすガウリイ。

　氷は刃やいばから柄つかへとひろがり、完全に剣を覆おおいつくす。

　ガウリイが手を離すのが、もしも一瞬遅おくれていれば、その手も凍りついていただろう。

　一体ルークが今、何をしたのか──正直言ってあたしにもわからない。考えられるのは……蹴り飛ばした氷の塊かたまりの中に、氷フリー結ズ・ブ弾リツドのような呪文を混まぜ込んだか──

　ともあれこれで、ガウリイは武ぶ器きを失うしなった。剣を封ふうじた氷を溶とかすのを、ルークが待っていてくれるとは思えない。

　そしてルークが地を蹴った！

　目ざすはガウリイ！

　先にそちらの動きを封じるつもりか！

　手にした剣と短ダ剣ガーを投げ捨て、肉にく弾だん戦せんを挑いどむ！

　ダッシュから左の拳でフェイントをかけ、身を低くして、右手でみぞおち狙ねらいの掌しよう底てい突づきをくり出すルーク。

　ガウリイは上体をそらし、左の拳をかわすと、右の攻こう撃げきは右手のひらで巻き込むように払はらい、踏ふみ込んで、右の肘ひじでカウンターの一撃を放つ。

　しかしルークは体を回しつつ、右手でガウリイの右手首を取り、右足で、右足を払いにゆく。

　ガウリイをまき込んで、彼を下にして背中から倒たおれ込む、という体勢である。

　だがその瞬間、ガウリイの左拳が、ルークの背中にめり込んだ！

「ぐっ!?」

　不安定な体勢からくり出した一撃である。たいして効きいてはいない──が、ルークの体勢を崩くずすのには十分だった。

　離はなれたルークに、ガウリイの蹴けりが飛ぶ！

　──どっ！

　一撃を脇わきで受けるルーク。

　これはそれなりに効いたはず！

　──が！

　その瞬間、ルークの左手がガウリイの足をとらえる！

「おらぁっ！」

　そのまま足を払うように壁かべにおしつけて──

「凍ラー界フリ結ーズ！」

　冷れい気きの術でガウリイの足を氷に閉ざし、壁へと貼はりつける！

「──くっ！」

　痛つう恨こんの呻うめきを漏もらすガウリイ！

　その足を押おしつけていた、ルークの手のひらもまた、彼自身が生み出した氷にはりついている。

　──が！

「──ぅおおおぉぉらぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　おたけびとともに、それを無理矢理引き離す！

　生皮の裂さけるいやな音。そしてあたりに血がしぶく。

　氷には──赤い手形が残された。

　手のひらの皮がはがれることなどおかまいなしに、ルークがその手を引っぺがしたのだ。

「…………そこまで…………！」

　あたしの隣となりで、ケレス大神官が愕がく然ぜんとつぶやく。

　──ここまでしてまで──彼はケレスを殺そうというのか。

　ここまでするほど、彼の憎ぞう悪おは深いのか。

　暗あん澹たんたる思いが胸に生まれる。

　そしてルークはきびすを返した。

　ガウリイはその場を動けない。

　ルークはこちらに向かいつつ、腰こしの後ろから短ダ剣ガーを抜ぬく。

　──えーいっ！　ならばっ！

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　あたしは呪じゆ文もんを解き放つ！

　だが！

「ムダだっ！」

　吠ほえてルークが短ダ剣ガーをふるう！

　ぶぁっ！

　生まれた烈れつ風ぷうが、あたしの放った炎ほのおを散らし、熱風となってこちらに吹ふきつけた！

　──こいつっ！　一体何本、呪文をチャージした武器を持ってるっ!?

　こーなったら、とりあえず逃にげ回るしかない！　なんとか迂う回かいしてガウリイのところにとって返し、足の氷を溶とかして、連れん携けいに持ってゆく！

　あたしはまたまたケレス大神官の手を引いて──つんのめる。

　動かなかったのだ。ケレスが。

　……へ……？

　ふり向けば、彼はその場に仁に王おう立だちになり、真っ正面から、ひた、とルークを見すえていた。

　……な……？

「…………？」

　ルークの方も、この反応は意外だったか、ケレスの前で立ち止まる。

　そこに──

　ケレス大神官の方から、むぞうさに足を踏ふみ出した。

「──っ！」

　反射的にルークは、短ダ剣ガーを手にした右手を構え──

　瞬しゆん間かん。

　ケレスはその手首を取り──

　短ダ剣ガーの切っ先を自分の胸に押おしつけた！

『────!?』

　全員の動きが止まる中──

「──殺しなさい──」

　ケレス大神官の、冷れい徹てつな声が響ひびいた。

　……な……!?

「殺したいんでしょう？　私を」

　彼のことばに、ルークの顔に困こん惑わくの色がひろがる。

「……な……！

　て……てめぇ……！　なめるなよ……！

　こんな真ま似ねすりゃあ、俺おれがやめるとでも……」

「思ってませんよ」

　ケレスは言う。

「仲間だったはずの、リナさんやガウリイさんと戦ってまでも──そんなに傷ついてまでも──

　そうまでして私を殺したいんでしょう。あなたは」

「──その──通りだ──」

　苦い表情で呻うめくルーク。

「なら殺せばいい」

　こともなげに彼は言う。

「たしかに、あなたが愛した人の死には、私にも責任があります。

　だから──

　殺しなさい。

　それであなたの心から、完全に憎ぞう悪おが消えるというなら。

　殺しなさい。

　本当に、これで終わりにするというのなら」

　ルークの顔にためらいの色が浮うかぶ。

「……あんたは……それでいいのかよ？」

「いいわけないでしょう。

　私だって、別に死にたいわけじゃない。

　ただ──

　ここで私が助かっても、あなたの憎悪が消えないかぎり、あなたはふたたび私を狙ねらい、リナさんたちとあなたとは、いつまで経たっても戦い続け、ほかの人たちも巻き込んでゆく。

　こんなことを、これ以上目の前で見せられるのは、もうたくさんだ──

　それだけです」

「……………………」

　言われてルークは沈ちん黙もくした。

　あたしは──すぐそばにいながら、全く手が出せないでいた。

　ルークは今、迷っている。

　へたな手出しは、ルークの憎悪を刺し激げきしかねない。

　もしそうなれば、確実に、ケレスの命はなくなるだろう。

　一いつ瞬しゆんの膠こう着ちやく。

　そしてその時──

　あたしはあることに気がついたのだった。

「──この場所──！

　……おぼえてる……？」

　あたしのことばに、ルークは一瞬眉まゆをひそめ──

「────！」

　気がついて小さく息を呑のむ。

　そう。ここは──

　ミリーナが息を引き取った、その部屋の前だった。

　時が凍こおりつく。

　動かない。

　あたしも。ルークも。ケレスも。

　そして。

　長いとも、短いとも知れる静せい寂じやくが終わったあと。

「……………………っ……！」

　唇くちびるを嚙かみしめ──ルークが剣を引く。

　……は……う……

　深いため息を漏もらしたのは誰だれだったか。

　あたしはルークに目をやって──

　その名を呼ぼうとした、その刹せつ那な。

　──だっ！

　ルークは無む言ごんのまま、ケレスの、そしてあたしの脇わきを通り過ぎ、廊ろう下かの奥おくへと走りゆく。

「……ル……！」

「およしなさい」

　呼びかけようとしたあたしを、ケレス大神官がおしとどめる。

「……行かせて……あげなさい……」

　そしてルークの後ろ姿は──廊下の窓の一つから、夜の闇やみへと飛び出し──消えた。

「……襲しゆう撃げき者しやは……

　リナさんの攻こう撃げき呪じゆ文もんを受けて、あとかたもなく吹ふき飛んだ──

　……そういうことでいいではないですか……」

　ルークの消えた闇を見つめたそのままで。

　ケレス大神官はそう言ったのだった。




　かくて──

　表向きには、事件はすべて終わった、ということになった。

　二人の大神官を殺した男は死し亡ぼうした──ケレス大神官のその報告を、疑う者は誰もいなかった。

　前神官長が火事で死亡した件については依い然ぜん不ふ明めいのままなのだが、これだけ関係者がいなくなってしまった以上、もはや事実関係の確かく認にんは不可能だろう、というのがほとんどの者の暗あん黙もくの了りよう解かいとなり、結局うやむやになっている。

　フランシスとライアンは、自分がやったのではない、というようなことを言ってはいたが、それが真実かどうかもわからない。ひょっとしたら、最初に殺されたブランが……という可能性もあるが……いずれにしても、それを確かめる術すべはない。

　一人生き残ったケレスが怪あやしい、と考える者もいるだろうが、事情を知るあたしたちから見れば、彼が生き残ったというのは、状じよう況きようがたまたまそうなった、というだけのことにしかすぎなかった。

　……まあ、街の者たちにしてみれば、こんなスキャンダラスな事件はとっとと忘れて、もう一度観光都市としてのにぎわいをとり戻もどしたい、というところなのだろう。

　あたしへの依い頼らい料りようのことも、すでにかたがついている。

　受け取らなかったのだ。あたしは。

　……今回は……結局何もできなかったのだから……

　──そして。

　次期神官長選出の会合が開かれたのは、予定より早く──事件から二日が経たった、今日のことだった。

　早まったのは、魔ま道どう士し協会評議長と、街のおえらがたの判断によるものだった。

　四人いた大神官のうち三人が死亡し、残るはケレス一人のみ。となれば、次期神官長を誰にするかは、答えが出たようなものである──そう考えたのだろう。

　会合に集まったのは、評議長をはじめ、街のおえらがた十人ばかりとケレス大神官。そしてあたしとガウリイの二人も、事件の当事者だということで、オブザーバーとして同席することとなった。

「……さて。焼けた本院の再建などの問題はあとで話し合うとして、まずは次期神官長を誰にするか、ということじゃが……」

　かんたんなあいさつを済すませたあと。

　司会進行役の評議長は、おもむろに本題を切り出した。

「……さまざまな不幸が重なって、前ヨシュア神官長に選ばれた四人の大神官は、いまや一人を残すのみとなってしもうた。

　ならば答えはこれしかあるまい。

　──ケレス大神官を、次の神官長に任命しようと思うのだが、どうか？

　異い議ぎのある者は──おるか？」

　言ってぐるりと部屋を見み渡わたす。

　しかしそれに、異議のある者などいない──はずだった。

　が。

「──異議があります」

『────!?』

　上がった声に、一同は愕がく然ぜんと注目する。

　言ったのは──ほかでもない、ケレス大神官本人だった。

「──ケ──ケレス大神官……！　それは一体どういう……!?」

「……私は……

　悲かなしいほどに未み熟じゆくで、無力なのです。

　今回の事件で、私はそれを、痛いほど思い知らされました」

　焦あせる評議長とは対たい照しよう的てきに、静かな──どことなく悲しげな口く調ちようで彼は語りはじめる。

「──ヨシュア神官長がお亡なくなりになられた時──

　知らせを聞き、私は礼れい拝はい堂どうで神に祈いのり──

　その私の耳に、声が聞こえてきました。

　神官長は殺されたのだ、と。

　邪じや悪あくなものが、この街の混乱を望んでいる、と。

　自らの身を守るなら、力を集める必要がある、と。

　私は──神の啓けい示じを受けたのだと思いました──」

　どこかで聞いたような話をはじめる。

「それからいく日も経たたぬうち──フランシス大神官が、護衛の者たちを雇やといはじめました。

　私は思いました。

　あれはこのことを預よ言げんしていたのだ、と。

　そして私もまた──何人もの護衛たちを雇いました。

　……けれども……

　それは結局、事態をより悪化させただけでした。

　……二人の大神官を殺害したのは、私の雇っていた者でした。

　責任がないとは言えません」

「……いや、しかしそれは……！」

「それに──」

　何やら言いかけた評議長のことばを遮さえぎり、彼は続ける。

「……私は……毒に冒おかされ、助けを求めてきた女性を救うことができませんでした……

　そしてそれが、私が雇っていた者が、大神官二人を殺さつ害がいする引き金となりました。

　私の未み熟じゆくが、大きな原因です。

　あの晩聞いた声も、神の声などではなく、私の心のどこかにあった、猜さい疑ぎ心しんの生み出した声だったのでしょう──

　……それまでは私も……いっぱしの神官のつもりでおりました……

　しかし……私がそれなりにやってこれたのも、ひとえに、亡なきヨシュア大神官のお力ぞえがあってこそのことだったのです……

　私は今回の一件で、己おのれが未熟さを嚙かみしめることとなりました……

　このような未熟な私では、亡くなられたヨシュア様のかわりなど、とても勤まるものではありません。

　──ですから──

　私は、神官長となることをご辞じ退たい申もうし上げます」

　……ざわざわざわざわ……

　ケレス大神官の宣言に、会議の場は喧けん噪そうに包つつまれたのだった──




　太陽は、西の方へと傾かたむきつつある。

　あとそれほどの時を待たずとも、街は黄たそ昏がれの色に染そまるだろう。

　あのあと。

　神官長を決めるはずの話し合いは、結局、日をあらためてまた後日、ということになったのだった。

　……ま、それはそーだろう。

　評議長をはじめとする、おえらがたの頭の中には、『まず神官長がケレスに決まり、あとは今後の運うん営えいなどについて協きよう議ぎ』というプランのみがあり、第一の段階でつまずいた時のことなど、少しも考えていなかったはずだから。

　これでは、そのあとの話をスムーズに進められるわけもない。

　……まあ……このあと神官長が誰になるのか、寺院がどう運うん営えいされてゆくのか──それはこの街の問題。もはやあたしたちのあずかり知らぬところである。

　──だが──

　あと一つだけ。

　この街を出てゆく前に、はっきりさせておきたいことがあった。

　だからこそ──あたしは今、ガウリイとともにここにいる。

　街の中央にある本院──その焼け落ちた礼れい拝はい堂どうに。

　すすけた石の柱が、高い天てん井じようを支えるだけの、がらん、とした空間。

　並んでいたはずの長いすもなく、ほとんどのステンドグラスは熱で溶とけ落ち、もはやそこに、何が描えがかれていたのかさえもわからなくなっている。

　祭さい壇だんのあった場所には、黒く焼けた、何かの塊かたまりがひと山、うずくまっているばかり。

「──変だと思わない？　ガウリイ」

　あたしの問いかけは、礼拝堂にこだました。

「──何がだ？」

「今度の事件、これで全部が終わったわけじゃないわ。

　──そもそも、誰が神官長を殺したの？

　すべてはこの本院からはじまったのよ──」

「……誰が……って……

　オレに聞かれてもなぁ……」

　言って頭を搔かくガウリイ。

　もちろん、彼に聞いているわけではない。

　かまわずあたしはことばを続ける。

「──西のフランシスは言ってたわ。

　私は神の声を聞いた、って。

　寝ね言ごとだ、って思ったわ。

　そして、南のライアン大神官。

　自分は神に選ばれた。

　彼もそんなことを言ってたわ。

　……これもやっぱり、自じ意い識しき過か剰じようのたわ言だと思ってた。

　あの時は。

　──けど今日。

　ケレスは言ったわ。

　神の声が聞こえた、と──

　──変だと思わない？」

「……まあ……

　みんながみんな『神サマの声を聞いた』っていうのは……たしかに普ふ通つうじゃあないけどな……」

「一人や二人なら、前神官長が死んだショックで混こん乱らんして、幻げん聴ちようを起こした、とか考えることもできるけど……

　神官長って地位に、それほど執しゆう着ちやくしていなかったケレスまで、っていうのは、いくらなんでも話ができすぎよ。

　──いや──

　ひょっとしたら、出会う前に殺された、西のブラン大神官も、やっぱりその『声』を聞いていたかもしれないわ」

　言ってあたしは彼か方なたへ目をやる。

　ステンドグラスが焼け落ちたその向こうに、西の空が覗のぞいている。

　夕ゆう暮ぐれが──近い。

「もしそう考えるなら──

　その声は、本当に聞こえたんだ、って考える方がしっくりくるでしょ？」

「……まあ……そうなるかな……」

「──でね、ガウリイ。

　もしもあなたが、ある時どこかで、ぜんぜん知らない人の声だけを聞いたとして──

　あなた、それが誰の声だか、わかる？」

「わかるわけないだろ。そんなもん」

「……そうよね……」

「……何が言いたいんだ？　リナ」

「つまり──」

　指を一本立て、あたしは言った。

「神サマの声なんて、大神官たちは、今までに聞いたことなんてなかったはずよ。

　ただ──

　大神官たちは、常つね日ひ頃ごろから神サマを信じ──

　神官長という心の支ささえを失い、祈いのっている時に──

　アドバイスめいたその声を聞いた。

　だから──

　それを神の声だと思ヽいヽ込ヽんヽだヽ。

　……話からすると、その『声』は、自分のことを、神サマだ、なんて、ひとことも言ってないわ。

『神官長は事じ故こではなく殺された』『犯はん人にんは、この街の混乱を望のぞんでいる』

　そう言っただけで」

　──知り合いのある神プリ官ーストが、よくこういうモノの言い方をする奴やつだった。

　噓うそは一いつ切さい言っていない。

　しかし、事実を正せい確かくに、わかりやすく語ってはいない。

　誤ご解かいされやすい言い方をして、間ま違ちがった方向へと導く──

　そういうタイプの奴だった。

　もしも今回の『声』の主が、似にたタイプの奴だとしたら──

「……ヒトは、聞いただけで、それが神サマの声なのか、それとも別の何かの声なのかを聞き分ける能ちか力らなんて持ってないわ。

　ただ、状じよう況きようや自分の考え方で、それが何かを推すい測そくするのみ。

　──じゃあ、今回のこの『声』は、本当は何の声だったのか？

　……『声』は、神官長が殺されたことを知っていた。

　けどあの時点では、調ちよう査さもいーかげんで、事故とも暗殺とも言えなかったはずよ。

　あれが事故ではない、ということを知っているものがいるとすれば──

　それこそ全ぜん知ち全ぜん能のうの神サマか──

　そうでなければ──」

「……なるほど……な……」

　あたしのことばに、ようやくガウリイがうなずいた。

「そうでなければ殺した当人──ってわけか」

「そういうこと」

　うなずいて、あたしは天をあおぎ、

「──聞いてるんでしょ!?　そろそろ出て来なさいよ！」

　声が礼れい拝はい堂どうにこだまする。

「それとも──

　自分には、寝ねてる人間不ふ意い討うちしたり、混乱してるひとにつまんない寝ね言ごとを吹ふき込んだりするのはできても、人間とまともに正面きって戦うだけの力はありません、って認みとめるわけ？」

　声は余よ韻いんを残して消えて──

『……く……くくく……くくくく……』

　ひそやかな含ふくみ笑いが、かわりに響ひびき渡わたった。

　──やっぱり──いたか──

　最初にガウリイと二人でここを訪おとずれた時──ガウリイが、何者かの気配を感じ取って追つい跡せきし──途と中ちゆうでその気配は、忽こつ然ぜんと消えた。

　もしあれが、ガウリイの気のせいでなかったのなら、相手は──

『……なかなかカンがいいようだな……

　たしかにここのじじいを焼き殺し、残った連中に、ちょっとしたアドバイスをしてやったのは、このおれだ……』

　声が響く。どこからともなく。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、礼拝堂の中を見渡す。

　ぽっかりと開いた窓。立ち並ぶ柱。焼け残ったステンドグラス。焼けてすすけたシャンデリア。黒くわだかまる祭さい壇だん……

『……けどな……

　やったのはそれだけだぜ……

　あとはみんな、人お間まえたちがやったことだ。

　人を集めたのも。憎にくしみあったのも。殺し合いをやったのも。

　おれはただ、ここから見物していただけだ。

　……楽しかったぜぃ……

　大神官サマ、なんて呼ばれて、日ひ頃ごろ聖人ヅラしてる連中が、自分の心の中に悪意や憎ぞう悪おがある、なんてことを自覚もしないまま、勝手にそれをふくらませて、街を不安の色で染めてくのを見てるのはよ……

　憎にくしみが、敵意が、日を追うごとに、どんどんどんどん……』

　──やかましいっ！

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　あたしは唱えた呪文を解き放つ！

　狙ねらうのは、ただ一つ残ったステンドグラス！

　術が命中するその直前！

　──にゅるっ！

　ステンドグラス──いや、それに化けていたものが溶とけ流れ、一いち撃げきをかわして、床ゆかの上にわだかまる！

『……ほぉぉぉう……よくわかったな……このおれの居場所が……』

　──当然である。

　ステンドグラスの枠わくは、熱に弱い鉛なまりでできている。ほかのがみな焼け落ちている中で、ひとつだけ無事というのは、不自然きわまりない。

　──口に出して説明する気にもならないが──

　それは小さくふるえると、一いつ瞬しゆんにして形を取った。

　色は──それこそ、ステンドグラスのすべての色をごちゃまぜにしたような、さまざまな色しき彩さいがまだらに混じりあった色。

　背は、ガウリイよりも頭二つほど高いだろうか。一応人の形をしてはいるが、その顔には目も鼻も口も耳もなく、かわりにその全身には、無数の目と口とが開いていた。

　──やはり──魔ま族ぞく──

「……たしかに……あんたの言う通りよ……」

　あたしは言った。

「すべては人間のやったこと……

　心のうちに抱いだいた闇やみを解とき放はなって、ね……

　あんたみたいな下級魔族にできるのは、せいぜいがセコい裏工作か、寝ねてるひとを焼き殺すことくらいのもの……」

「……なめられたものだな……！

　このヅェヌイ様が、人間ごときに……！」

　魔族の声に、怒ど気きがふくれ上がる。

　かまわずあたしは、右手をガウリイの方にさし出して、

「……ガウリイ……

　ちょっと剣貸して。

　こんな奴やつ……あたしだけで十分よ」

「──油ゆ断だんはするなよ」

　言ってガウリイは、剣を抜ぬき放ち、あたしに渡わたす。

「──わかってる──」

　うなずき、それを受け取るあたし。

「なめるなっ！」

　吠ほえてこちらに向かい来るヅェヌイ。

　剣を構え、呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめるあたし。

「があっ！」

　ヅェヌイが、右胸についた口から火球を吐はき出す。

　しかしあたしは横に跳とんで、これをかわす。

　ごぅんっ！

　彼か方なたではじける炎ほのおの色。

　ヅェヌイはこちらへと向かい──

　剣の間合いに入るその直前。

　その首が大きく伸のびて、こちらを見下ろす！

　──なるほど──

　あたしは妙みように冷静なまま、剣で、足あし下もとを横よこ薙なぎにした！

　首を伸ばしたのはあくまでフェイント。つま先を変形させて、無数の目が、口が、あたしに向かって伸び上がろうとしているところだった。

　そのことごとくを、斬ブラ妖スト・剣ソードのひと薙ぎが切り飛ばす！

「──っぎゃうっ!?」

　みっともない悲鳴を上げて、大きく跳とび退さがるヅェヌイ。

　その背後に──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　あたしの呪文が生み出す闇やみが出現した！

「がっ!?」

　魔ま族ぞくは背中を闇に呑のまれ、あわててふたたび跳び退のいた。

　続いてまたまた大きく跳ぶと──礼れい拝はい堂どうの天てん井じようにはりつく！

「……く……これなら剣は届くまい!?」

　勝ちほこった声で言い放つ。

　かまわず呪文を唱えるあたし。





　──黄たそ昏がれよりも昏くらきもの

　　　血の流れより紅あかきもの

　　　時の流れに埋うもれし

　　　偉い大だいな汝なんじの名において──






「死ねぃっ！」

　不定形と化して天井を這はいずりながら、ヅェヌイは口から火か炎えんを吐はく！

　しかし──

　ざふっ！

　あたしが手にした斬ブラ妖スト・剣ソードの一いつ閃せんが、飛び来くる炎ほのおを両断し、吹ふきちぎれたその断だん片ぺんは、呪文詠唱中に発生する魔力結界に阻はばまれて、あたしのもとには届かない。

「──なにっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるヅェヌイ。

　なおも数度、炎を放つが、すべて一発目と同じ運命をたどる。

　──そして──





　──すべての愚おろかなるものに

　　　我われと汝の力もて

　　　等ひとしく滅ほろびを与あたえんことを──






　あたしは完成した呪文を、天に向かって解き放つ！

「竜ドラ破グ・ス斬レイブっ！」

　こぅっ！

　赫あかい光が、はりついたヅェヌイの体に収しゆう束そくし──

「……ぎ……!?」

　上げかけたその悲鳴をかき消して──




　っぐごおおぉおおおぉぉぉおぉおぉんっ！




　巨きよ大だいな爆ばく光こうが天を貫つらぬく！

　一いち撃げきは魔ま族ぞくを直撃し、神しん殿でんの上部をまともに吹っ飛ばす！
















　……本殿のまわりには、それなりに広い敷しき地ちがある。ここが吹っ飛んだ以外には、おそらく被ひ害がいはなかっただろう。

　──それが──

　この街に憎ぞう悪おの種を撒まいた魔族の、あっけない──

　あまりにもあっけなさすぎる最さい期ごだった。

　そのあっけなさが──

　今のあたしには、むしょうにくやしかった。

　──こんな──

　こんなザコ魔族のせいで──

　ガウリイに背を向けたまま。

　あたしは黙だまって、頰ほおをぬぐった。

　見上げれば、屋根はきれいに吹っ飛んで、そこには空と流れる雲。

　──空はいつの間にか──茜あかねの色に染まっていた──




　──セレンティア・シティの北──

　ほとんど町外れといってもいいその場所に、見晴らしのいい、小高い丘おかがある。

　やわらかな陽ひの光の中で、よく手入れされた芝しばがまぶしく輝かがやいている。

　人の姿はあまりなく、ただ、白い墓ぼ標ひようが並ぶのみ──

　セレンティア・シティ共きよう同どう墓ぼ地ち。

　その片かた隅すみに──一人の女性の名を刻きざんだ、小さな石の墓標がある。

　あたしとガウリイの二人は、花を手にして、その前に佇たたずんでいた。

　その墓標には、新しいもの、古いもの、とりまぜて、いくつもの花がたむけてあった。

　……誰が捧ささげたのかは考えるまでもない。

　彼がいま、どこにいるのか──

　それは、誰にもわからない。

　あれ以来、彼はその姿を消した。

「……終わったわよ……」

　その場にしゃがみ、墓標に向かってそう言うと、あたしは手にした花を捧げる。

「この街に、憎ぞう悪おの種を撒まいた奴やつも片づけたわ……

　どうってことない……

　本当に、どうってことない奴だったわ……」

　風が吹ふく。

　緑の丘に。

「──なあ、リナ」

　ふと思い出したように、ガウリイが問いかける。

「きのう神しん殿でんで倒たおした魔ま族ぞく……

　お前の挑ちよう発はつに乗って出てきたからよかったけど……

　もし姿を現さなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「──出てきたわよ。奴は。絶対。

　……まあ、あの神殿にいたかどうかは、賭かけだったけどね」

　しかしあの場所に魔族がいたなら、必ず姿を現す──

　あたしはそう確信していた。

　なぜなら、あたしがあの時言ったことばは、挑発というよりも、魔族にとっては、強制的な召しよう喚かん呪じゆ文もんに近いものだったからである。

　──魔族が人間に、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻こう撃げきをしかけないのは、人間相手に本気になることができないからである──

　かつてあたしは、知り合いからそう聞いたことがある。

　人間相手に本気になることは、『自分は人間ごときを相手にしても、本気にならなければ勝てない程度の力しかない』と認みとめることにほかならず──それは、精神生命体たる魔族にとっては、致ち命めい的てきなまでの弱じやく体たい化かを招まねく、というのである。

　今回、それを応用したのである。

　──姿を現せないということは、人間と正面切って戦うだけの力すらない、と認めるのか──？

　相手が魔族と見当をつけ、あたしはあの時、どこかに隠かくれているはずの奴やつに向かってそう言った。

　もしそのことばを聞いていながら、単に『出て行きたくない』という理由で姿を隠したままでいたならば、奴は、自分が人間にすらかなわぬ力しか持っていないと認めたことになり、弱体化──場合によっては消しよう滅めつすることとなっただろう。

　つまり、あたしのことばを聞いてしまった以上、姿を現さざるをえなかったのである。

「……そういうもんなのか……？」

「そういうもんなのよ」

　よくわからない顔で問うガウリイに、あたしは、くわしい説明は抜ぬきで、ただ、そうとだけ答えておいた。

「……けどこの街の神官長って、どうなるんだろうな？

　オレは……やっぱりケレスさんがなるのがいいと思うんだけどなぁ……」

「……ま……当人がイヤだ、って言ってるのを、むりやりに、ってわけにもいかないでしょ……

　どっかの街から適当な人引っぱって来て着任させる……ってのが妥だ当とうなところでしょうね……

　──いずれにしても──

　もうあたしたちには、かかわりあいのない話よ──」

「……まあ……そりゃそうだけど……」

　もごもごとガウリイが言う。

　──そして──

　しばしの沈ちん黙もくが落ち、風が吹ふく。

「……じゃあ……そろそろ行くね……」

　墓ぼ標ひように向かってそう言うと、あたしは立ち上がった。

「──どこへ行く？」

　ガウリイが問う。

「……どこでもいいわ……

　あとで考えましょ。

　とにかく──この街を出てから──」

「……そうだな……」

　そして二人は、きびすを返して歩きだす。

　──ふと、あたしは考える。

　姿を消した彼のことを。

　──彼の心は救すくわれたのだろうか──と。

　答えは──

　あたしたちにはわからない。

　………………

　あたしは無言で小さく首を振ふり──

　風そよぐ、緑の丘おかをあとにした──
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作：坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎いっ！

　　そういうわけで新しん装そう版ばん、セレンティアの憎ぞう悪おですっ！

Ｌ：今回、わりと大きなターニングポイントになる話よねー。

　　第二部を書いてる途と中ちゆう、ファンの人たちにさんざん、ゼルガディスやアメリアを出してくれって言われつつ、結局出さなかった理由がこの話ってことね。

作：そういうこと。

　　お話やゲームの中に出てくる回かい復ふく系けいの術じゆつって、扱あつかい所が難むずかしいからな。

Ｌ：たしかに。ド○クエとかでも時々、シナリオ上で悪役に殺ころされたキャラクターに『ここでザオ○クかけちゃあダメなのかなぁ……？』

　　と思うこともしばしば。

作：あるある。

　　某ぼうファンタジーシリーズで、さっきまでいっしょに戦っていた仲間が、突とつ然ぜんのイベントで死んだりした時には。

　　お前今の今までレ○ズで何回か復ふつ活かつしましたよね!?　とか思ったり。

Ｌ：あとはまあ演えん出しゆつなんかの問題もあるわね。

　　サブマシンガンで撃うたれて踊おどっても、でっかいヘビに超ちよう爆ばく発はつを食らっても、オオカミに首スジに嚙かみつかれたまま一回転されても、小走りで駆かけ戻もどってた女の子が、剣けんで刺さされただけで死んだり。

作：あー。あれは。

　　エンディングまでやって、『えっ!?　本当にあれで死んじゃってたの!?』とおどろいたおぼえが。

　　いや、好きなゲームではあるんだが。

　　演えん出しゆつや構こう成せいというなら、この話にしても。

　　たとえばアメリアを出してなお、ほぼ同じストーリーラインに持っていくやりかたもあるんだろうけど、その段だん取どりやら説明やらで、余よ計けいな分ぶん量りようがかかってもたつくことが目に見えてたんで。

Ｌ：結局出さなかった、と。

作：うん。

　　けど今あらためて、新装版の文字チェックをするのに読んでみると、こーゆー話なんで、書いてる時に気持ちに流されてる所があったみたいで。

　　あー、このへん我われながら冷静さを失くしてるなー、と思う所が時々。

Ｌ：そう思うなら、かきなおしとかすればいーのに。

作：個人的にはそーしたい所もあるんだが。

　　新装版を出すと決まった最初に、編集さんから、誤ご字じチェックはＯＫだけど、大おお幅はばなかきなおしはかんべん、って言われてて。

　　チェックするのに読んでみたら、そうクギを刺さされた理由がよくわかった。

Ｌ：と、ゆーと？

作：やっぱり、つい書きなおしたくなる所とかがバンバン出るんだ。

　　もし、好き放題に手を入れていい、と言われて実際にやったとしたら、いじって展てん開かいも変えて、バランスを崩くずしてぐたぐだになって、さらに手を加える、という堂どう々どう巡めぐりを起こした自信があるね！

Ｌ：いばるなぁぁぁっ！　そんな自信捨すてろっ！

　　けど気にせず思い切って変えちゃえばいーじゃない。展開。

　　八巻で主人公があたしに乗っ取られて、あとはあたしのやりたいほーだいっ！

　　諸国を旅して魔ま族ぞくに会うと、番ばん組ぐみ終しゆう了りよう十五分前に『この混こん沌とんが目に入らぬかっ！』て言ってあたりに虚きよ無むをバーッと。

作：水み戸と黄こう門もん路線っ!?

　　つかその展開、あとには善ぜん人にんも悪人も残りませんよねっ!?

Ｌ：誰もいない。トラブルが起こりようがない。

　　つまり真の平和ってことねっ！

作：間違ってるからっ！

　　平和ってゆーのはそれを実感できる誰かがいないとダメだからっ！　それただの虚無だからっ！

Ｌ：えー。

　　でも悪あく代だい官かんこらしめて何年かたってまた行ってみたら、別の悪代官が着ちやく任にんして似たよーな悪さしてるってゆーのもムナしくない？

作：……それは確かにちょっとどーかと思うけど……

　　だからってみんな消すって。

　　おまいは何かのゲームのラスボスか。

Ｌ：……………………いや……

　　あたしってわりとそのポジションだと思うけど……

作：──はっ！

　　つい忘れてたけどそういえばっ！

Ｌ：……忘れてたぁ……？

　　ほほう。ずいぶんなめてくれたもんねぇ。

　　ならたぁぁっぷり思い出させて……って、言いながらふと思いついたんだけど。

作：（身がまえながら）な……なんだ？　てっきり何かの攻撃をしてくるものと思ったんだが……

Ｌ：いや。ほら、あたしが時々あとがきで作者を抹まつ殺さつするじゃない？

作：ンな話に同意を求められても困るが……まあ、うん。

Ｌ：でも次のあとがきじゃあ、何事もなかったように復ふつ活かつしてるし。

　　あれってひょっとして、ゲームで主人公キャラが無む限げん復活するのと同じりくつなのかなぁ、って思って。

作：あー。

　　ま、王様や神しん父ぷさまからダメ出しされた記き憶おくはないけど。

　　なんで次回に復活するかとゆーと……

　　世の中ってそーゆーもんだから、じゃないか？

Ｌ：抽ちゆう象しよう一いつ般ぱん論ろんで済まされたッ！

　　……いや、まあ、そのとーりなのかもしんないけど……

　　じゃあまあとにかく。あとがき、これまで。

作：投げやりになったっ！

　　……えーっと。それじゃあみなさん、また次回。










あとがき：おしまい
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